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Abstract 
 
The purpose of the study is to support the initial learning of the LMS (Learning 
Management System) operation. In order to support the initial learning of the 
LMS operation, an additional guide system for initial study of LMS without 
system modification was proposed. 
The system attaches menus for typical tasks available on the screen of LMS. 
When one of the tasks was chosen, a guide was started. The guide highlights 
appropriate location and a necessary suggestion.  
An adjustment is needed after the implementation, by the administrator who has 
not necessary to be the developer of the LMS. The additional guide system was 
delivered by a dedicated server, incorporated on the web browser, with a 
utilization of reverse proxy.  
An operation examination of the guide system was implemented on the Moodle, 
it was viable to run as an addition without any modification on the LMS. From 
the experiment, the possibility of induction by the additional guide system was 
affirmed. 
As the additional guide system that provides a simplification of the induction on 
the LMS, a support for the initial learning of the LMS operation could be 
expected.  
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第1章 序論 
本章では，本研究が対象とする LMS 操作の初期学習を支援する方法の
背景について述べる．その上で本研究の目的と本論文の構成を述べる． 
 
1.1 背景 
近年の Learning Management System(以下 LMS)の多機能化に伴い，新た
に LMS を利用する者が初めに学ぶべき操作手順が増えている．このため，
新規の利用者は，LMS の操作方法を学ぶために，初期学習を行うことが求
められている．本研究で述べる初期学習とは，利用者が LMS の利用を開
始し，操作方法を覚えるまでに行う学習を意味している．また，利用者が
独自に初期学習を行うだけではなく，初期学習を支援することが要望され
ている．初期学習の支援とは，ヘルプデスク等，既に LMS の操作方法を
知っている者による教授や，マニュアルやチュートリアルの提供，その他
何らかの方法による支援を意味している．これらの LMS 操作の初期学習
の支援は，一般に，LMS の開発元や，LMS の管理運用を行う部署，また
は学内の情報システムの運用部署等により行われていることが多い．しか
しながら，近年の新規利用者の増加と LMS の大規模複雑化にともない，
個別の利用者に対する十分な支援が難しくなりつつあり，今後の LMS の
普及促進ためには，何らかの効率的かつ効果的な支援方法が求められると
いえる． 
LMS 操作の初期学習を支援するという要望に対して，コンピュータシス
テムを利用して，初期学習を支援しようとするという研究が行われている．
このような研究としては，機能を減らした LMS を利用して LMS 操作の初
期学習を行う方法[1]や，LMS 本来の機能を制限して LMS 操作の初期学習
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を行う方法[2]が提案されている．これらは，LMS を直感的に操作すること
が可能になるという利点がある．しかしながら，初期学習の対象としてい
る LMS 本来の機能を限定する必要や，元の LMS のユーザインタフェース
とは異なるユーザインタフェースを提供する必要があるため，必ずしも元
の LMS の初期学習とはならないという問題があり，多機能な LMS の操作
を学習するために利用することは難しい． 
また，LMS ではなく他のアプリケーションが対象ではあるが，実際のア
プリケーションの操作箇所を強調表示やメッセージなどを用いてガイドす
ることで利用者の操作を誘導し，初期学習を促す方法も提案されている[3] 
[4]．これらの研究では，LMS 本来のユーザインタフェースを大きく変化さ
せることがないため，初期学習のためのガイドをやめた場合においても継
続的な利用が可能という利点がある．しかしながらこれらの先行研究では，
利用者の PC 上へのガイド用ソフトウェアの導入や Web アプリケーション
の改修によるガイドの導入という実装方法を取っており，一般利用者がこ
のようなガイド用ソフトウェアを自らの PC 上に導入することや，LMS の
管理者が市販の Web アプリケーションを改修することは難しく，これらの
手法を導入することは容易ではない． 
Web ページにおいて，改修の労力を軽減するため，ネットワーク上にお
いて解析と修正を行う技術が報告されている[5][6]．しかしながら，これら
の技術では，詳細に改修を定義する必要があり，ガイドを適用するために
利用することは容易ではない． 
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1.2 目的 
本研究の目的は，LMS 操作の初期学習を支援することにある．このため
に，LMS の改修を必要としないガイドシステムの実現方法を提案し，LMS
の開発元以外の LMS の管理運用を行う部署，または学内の情報システム
の運用部署等によるガイドシステムの導入を可能にする． 
なお，本研究では，LMS 操作の初期学習を行う利用者として，新たに授
業を行う教員と授業を補助する立場である TA を想定した．学生は，講義
時間中に，教員・TA より初期学習の支援を受けることが可能であるが，
教員・TA は講義の準備をする段階で，独自に初期学習を行う可能性があ
るためである．このため，システム化されたガイドによる初期学習の支援
の恩恵を受ける可能性が学生よりも高いと考えられる．また，本研究で提
案するガイドシステムを利用した初期学習の支援は，LMS の管理運用を行
う部局や学内の情報システムの運用部署が行うことを念頭に置いている．
これらの部署は，LMS の開発元よりも LMS の利用者に対応する機会が多
く，初期学習の支援を望まれることが多いためである． 
 
1.3 本論文の構成 
 本論文は全 5 章から構成される． 
 第 2 章では，提案するシステムが持つべき機能について述べる．この中
では．初めに初期学習を支援するために行うガイドが提供するべき機能を
明らかにし，次に LMS を改修することなくガイドを適用するための設計
を明らかにする．最後に，明らかにした設計を元に作成したプロトタイプ
システムについて述べる．この中で，広く使われている Moodle[8]と Sakai[9]
に対する動作確認を行った結果について述べる． 
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第 3 章では，提案するガイドシステムの有効性を確認するために行った
評価実験について述べる． この中で，プロトタイプシステムを用いて，ガ
イドの実施可能性の確認を行う．このために，教員・TA が行う初歩的な
作業として設定した作業をガイド可能か検証する．加えて，既存システム
との比較を行い，提案システムの特徴と課題を明らかにする． 
最後に第 4 章では，本研究の成果についてまとめを行い，今後の課題に
ついて述べる． 
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第2章 LMS 改修を要しないガイドシステムの設計 
 本研究では，LMS の改修を必要としないガイドシステムの実現方法を提
案する．そのため，LMS の画面上でガイドするために必要な機能の選択と，
ガイドに必要な機能を LMS の改修を行うことなく LMS に付加する方法の
検討が必要となる．本章では，まず提案システムの適用対象とする LMS
を定め，提案システムに必要な機能の検討を行い，検討した機能を実現す
るための設計について述べる．また，設計を元に実装したプロトタイプシ
ステムについて述べる． 
 
2.1 提案システムの構築に向けた設計方針 
本研究では，LMS の改修を必要としないガイドシステムの実現方法を提
案する．これにより，LMS へのガイドシステム導入を容易とし，ガイドシ
ステムの導入により LMS 操作の初期学習支援が可能になると期待できる． 
本研究では，本研究で提案する方法によりガイドを付加する LMS とし
て Web アプリケーション型の LMS を想定している．Web アプリケーショ
ン型の LMS は現在の LMS の主流であり，クライアントとなる Web ブラウ
ザと Web アプリケーションの間では HTTP もしくは HTTPS により通信が
行われ，またユーザインタフェースとなる描画内容は HTML で記述されて
いる．このため，Web ブラウザや通信経路上で描画内容の解析，変更が可
能であり，これにより Web ブラウザ上でのガイドの提示を実現できると考
えられる．しかし，通常の Web アプリケーションでは，利用者による操作
内容や操作によるページ遷移の順序や，登録済みデータの変化などの LMS
の内部状態を，外部から参照することはできない．このため，Web アプリ
ケーション型の LMS に対し，その改修を行わずにガイドシステムを追加
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するためには，LMS の内部状態に依らずにガイドを実行できる必要がある．
そこで，本研究では LMS の内部状態ではなく，Web ブラウザに送られる
HTML データのみを利用してガイドシステムを実現することを目指す． 
 
2.2 ガイド方法の検討 
本研究では，LMS 操作の初期学習を支援するにあたり，東北大学の LMS
である ISTU で作成されたチュートリアル[7]を参考にした．このチュート
リアルでは，最初に，LMS でよく利用される機能一覧が示され，ついで各
機能の操作説明がなされている．そして操作説明の中では，LMS の画面を
示した上で，その画面上で操作箇所を視覚的に把握できるように提示して
いる．また，1.1 節で述べた先行研究[3][4]においても，アプリケーション
の画面上で，操作箇所を視覚的に把握できるように提示している．本研究
ではこれらを参考に，ガイドする作業の一覧表示と，LMS の画面上で操作
箇所を視覚的に把握できるように提示する．また，操作箇所に合わせて，
LMS の画面上で操作内容をメッセージにより示すことにする．また，紙面
のマニュアルとは異なり，LMS の画面上でガイドを行う場合には，実行中
の作業に対して各時点での進捗状況の把握が困難になる可能性があると考
えられる．そこで，本研究ではガイドに併せて進捗状況を提示することに
した． 
本研究で提案するガイド方法の概要を図 2.2-1 に示す．本研究では，LMS
で実施する一連の作業をタスクとして定義し，提案システムではガイドメ
ニューから選択したタスクごとにガイドを提供する．はじめに，LMS の画
面上にタスクのタイトル一覧を選択肢とするガイドメニューを提示する．
利用者がガイドメニューからタスクの 1 つを選択することで，ガイドを開
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始する．開始後はタスクに従い，画面上で操作箇所を強調表示するととも
に，操作箇所に隣接して操作内容を提示することでガイドを行う．また，
利用者が実行時のタスクを判別するために，ガイドメニュー内で選択され
たタスクのタイトルを強調表示するとともに，利用者が現在の進捗状況を
確認できるよう，ガイドメニューの下部に進捗状況を表示する．また，ガ
イドに従って LMS の操作を行った場合，画面の遷移が行われることがあ
る．このような，画面遷移に対応するため，遷移後の画面では，利用者に
よるタスクの選択を省略し，自動的に実行中のタスクを選択してガイドを
継続する． 
 
 
図 2.2-1 ガイド方法の概要 
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2.3 提案システムにおけるガイド機能の付加方法の設計 
本節では，2.2 節で提案するガイド機能を LMS の改修を行わずに LMS
に適用する方法の設計を行う．  
LMS の改修を行わないことの利点としては，製品として販売されている
等の理由によりソースコードを公開していない LMS の存在が上げられる．
これらの LMS の開発元にガイドに相当する機能の追加を依頼した場合に
は，通常は改修のための費用が必要になる．また，開発元がメンテナンス
の問題から改修を拒否することも想定される．本研究では，LMS 改修を行
わずにガイドの適用を可能とすることで，LMS の開発元以外の LMS の管
理運用を行う部署，または学内の情報システムの運用部署等によるガイド
システムの導入を可能にする．また，大学では部局ごとに異なる LMS を
運用している場合があるが，LMS の改修を不要とすることにより，複数の
異なる LMS がある場合にも，1 つの運用部署により複数の LMS に対して
同様のガイドを導入可能にする． 
また，提案するシステムを個別の LMS ごとに開発することは開発，運
用の両面から考えて現実的ではなく，より導入を遅らせる要因となる可能
性がある．このため，本研究で提案するシステムでは，1 つのシステムで
複数の LMS に対応可能とし，LMS ごとに必要なデータを読み込むことで，
個別の LMS に対応可能とする．また，ガイドしたい内容ごとにデータを
分けることで，状況に合わせてガイドを変更することを可能にする．これ
により，1 つの運用部署において，複数の LMS に対する提案システムの導
入を可能する． 
対象とする Web システムの改修を行わずに，情報を追加する方法として
は，1.1 節で述べた先行研究[5][6]が報告されている．しかしながら，これ
らの技術では，情報の追加や複数の Web システム画面の統合などは可能で
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はあるが，詳細に追加する方法を定義する必要があり，ガイドを適用する
ために利用することは容易ではない．本研究では，定義する内容をガイド
に必要な内容のみとすることで，ガイドを容易に適用可能とする． 
 
2.3.1 提案システムの概要 
本研究で提案するシステムの概要を図 2.3-1 に示す．本研究では，LMS
の Web アプリケーションの改修を行わないために，LMS から送られる
HTML データにガイド機能を実現するプログラムの読込命令を付加する．
このプログラムは，クライアントである Web ブラウザ上で動作し，ガイド
に必要なデータの読み込み，ガイドを行う．本研究では，これらのプログ
ラムとデータを配布するために，LMS とは別のサーバを利用して提供する．
Web ブラウザ上では，LMS の画面の描画と共にプログラムやデータを読み
込み，プログラムを実行することで，LMS のユーザインタフェース上にガ
イドを合成し，提示する．これにより LMS そのものの改修をせず，LMS
操作の初期学習を支援するためのガイドを実現する．これ以降，Web ブラ
ウザ上で動作し，ガイド機能を実現するプログラムをガイドツールと定義
する． 
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図 2.3-1 提案システムの概要 
 
2.3.2 ガイド機能の追加方法の検討 
本研究では，Web アプリケーション型の LMS が出力する HTML データ
に対し，本研究で提案しガイド機能を実現するプログラムである，ガイド
ツールの読込命令を付加する．そのための方法としては，次に示す 4 種類
の方法が候補として考えられる．まず，1 つ目では，LMS としての Web
アプリケーションを実現する Web サーバ上で読込命令の付加を行う方法
である．また，2 つ目は，通信経路上にプロキシサーバを配置し，そのプ
ロキシサーバ上で読込命令の付加を行う方法である．3 つ目は，通信経路
上にプロキシサーバではなくリバースプロキシサーバを配置し，そのリバ
ースプロキシサーバ上で読込命令の付加を行う方法である．最後に，4 つ
目としては，クライアントである Web ブラウザ上で読込命令の付加を行う
方法である．これらのガイド機能の読込命令付加の概要を図 2.3-2 に示す． 
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図 2.3-2 ガイド機能の読込命令付加の概要 
 
ここで，1 つ目の候補では，Web サーバ上のアプリケーションの改修が
必要となり，LMS の改修を行わないという本研究の目的から外れるため，
本研究におけるガイドツールの実行方法としては候補とならない事が分か
る．また，2 つ目の候補であるプロキシを利用する場合，Web サーバから
送信されるデータをそのまま処理する必要がある．しかしながら一般的な
LMS は個人情報を扱っている事もあり，通常，その通信内容は SSL により
暗号化されているため，その通信内容を改変することが難しい．このため，
プロキシによる方法も本研究によるガイドツールの実現方法としては採用
することができないことが判る．3 つ目の候補におけるリバースプロキシ
は，一般的に Web アプリケーションの代わりに応答を行うことにより，イ
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ンターネット等，組織外からの Web サーバを保護し，Web アプリケーショ
ンの安全な運用を行う事を目的として利用される．そしてリバースプロキ
シサーバでは，暗号化された通信内容をリバースプロキシにおいて一旦復
号化し，これを改めて再暗号化して Web ブラウザに送信することが可能で
ある．すなわち，リバースプロキシを利用することで，暗号化された通信
下でも HTML データを処理する事が可能なことから，本研究におけるガイ
ドツール読込命令の付加にも利用可能と判断し，提案手法の１つとして利
用することとした．4 つ目の候補である，Web ブラウザの利用では，純粋
な Web ブラウザの機能のみではガイドツールの読込命令の付加を実現す
ることは難しいが，現行の Web ブラウザの多くはプラグインによる機能拡
張が可能であり，これを利用する事で読込命令の付加を可能とできる．ま
た，この場合，利用者側でプラグインのインストールが必要ではあるが，
PC に専用ソフトウェアを新規にインストールすることと比較して容易で
あり，一般的にも行われる手法である．そこで，この Web ブラウザ上での
ガイドツールの読込命令の付加も本研究における提案手法の実現方法の 1
つとすることとした． 
 
2.3.3 ガイド機能の追加方法の設計 
リバースプロキシを利用する方法では，LMS の Web アプリケーション
と Web ブラウザの間の通信経路上に配置したリバースプロキシで読込命
令の付加を行う．リバースプロキシを利用したガイドツール読込命令の付
加方法の概要を図 2.3-3 に示す．ここでは，リバースプロキシの機能を利
用して，暗号化された通信内容の復号，HTML データの解析，ガイドツー
ル読込命令の付加，再暗号化を行う．ただし，本研究では，リバースプロ
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キシ上では表示画面の構築，分析は行わず，リバースプロキシを経由する
全ての HTML データにガイドツールの読込命令を付加することとした． 
 
 
 
図 2.3-3 リバースプロキシによるガイド機能の読込命令の付加 
 
Web ブラウザを利用する方法では，Web ブラウザのプラグインの機能を
利用してガイドツールの付加を行う．Web ブラウザ上のプラグインによる
ガイドツール読込命令の付加方法の概要を図 2.3-4 に示す．本研究では
Web ブラウザごとに個別にプラグインを開発するのではなく，既存のプラ
グインを用いてユーザスクリプト実行環境を用意し，その上で動作するユ
ーザスクリプトとして実現することとし，このユーザスクリプトにより
HTML データを解析し，ガイドツール読込命令の付加を行う． 
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図 2.3-4Web ブラウザプラグインによるガイド機能の読込命令の付加 
 
 本研究では，リバースプロキシ，または Web ブラウザプラグインにより
HTML データにガイドツールの読込命令を付加した後の Web ブラウザ上
でのガイド機能の組込は同じように動作する．Web ブラウザによりガイド
ツールの読込命令を実行することでガイドツールと定義したプログラム本
体を Web ブラウザ上に読み込み，これを実行する．また，本研究では，実
装を容易にするために，ガイドツールを開発に利用するライブラリ，ガイ
ドを実現するプログラムの本体，および読み込みの制御を行うプログラム
からなる複数のプログラムファイルにより構成する．これにより各プログ
ラムファイルの機能が明確になり，修正やメンテナンスが容易になる． 具
体的には，まず，Web ブラウザが読込命令を実行し，提案システムのサー
バからガイドツールの最初のプログラムである読込制御のプログラムを読
み込み実行する．読込制御のプログラムは，Web ブラウザがライブラリを
読み込んで実行可能になってからプログラムの本体を読み込むため，読み
込みの順序の制御を行う．また，提案システムでは，LMS から送られる全
ての HTML データにガイドツール読込命令を付加しているため，複数のフ
レームから構成される画面でもフレームを構成する全ての HTML データ
にガイドツールの読込命令を付加している．しかし，1 つの画面上で複数
のガイドツールが動作する必要はないため，読込制御のプログラムにより
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1 つのガイドツールだけが動作し，親フレームでのみガイドツールを構成
する全てのプログラムを読み込んで動作するように制御を行う．読込制御
のプログラムを用いて読み込むことにより，子フレームではガイドツール
を構成する全てのプログラムファイルを読み込む必要がないため，ネット
ワーク帯域と子フレームでのガイドツールの動作に必要な処理能力を節約
することが可能になる．  
 
2.4 提案システムにおけるガイド機能の設計 
2.4.1 ガイド機能の設計 
提案システムによるガイドツールは，操作箇所の強調表示やメッセージ
による誘導を行い，利用者の操作をガイドする．そのためにまず，ガイド
ツールは Web ブラウザ上で HTML データの書き換えを行い，利用者にガ
イドメニューを表示する．ガイドメニューは，初期学習のために用意され
た典型的なタスクの一覧から構成される．LMS 利用者がこのタスクの１つ
を選択することでガイドが開始される．ガイドが開始されると，ガイドツ
ールは，ガイドメニュー上で縁取りと色を変更して強調表示することで，
実行中のタスクを判別可能とする．ガイドツールで表示する進捗状況は，
タスクを終えるに必要な作業量と，進捗状況を表示する時点での作業段階
の割合を用いて表示する．また，タスクを実行していない場合，およびタ
スクとは別の動作を行った場合には，進捗状況を 0%として表示すること
とする． 
また，ガイドツールは，表示中の画面とタスク内容を照会し，一致する
場合に利用者に操作箇所を提示する．ガイドツールは利用者に操作箇所を
示すために操作箇所の縁取りと色を変更することで，操作箇所を強調表示
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する．同様に利用者に操作内容を指示するため，メッセージを提示する．
メッセージは，操作を行う箇所の上下左右の 1 つに隣接して表示し，どの
箇所に隣接するかはガイドシステムにより指定可能とする．ガイドツール
は，強調表示とメッセージにより利用者へ操作箇所と操作指示を行う．ま
た，表示中の画面が予め用意されたタスク内容に含まれない場合は，タス
クを外れたものと判定し，トップへ戻る手段をガイドとして提示する．ま
た，ガイドメニュー上でタスクを判別するための色と操作箇所を強調表示
するための色は，同じ色を使い，タスクごとに変更可能とする． 
本研究では，ガイドメニューとメッセージを LMS のユーザインタフェ
ース上に重ね合わせて表示する．このため，表示箇所によっては本来の必
要な情報が隠されてしまうなど，本来のユーザインタフェースの操作を妨
げてしまう可能性がある．そこで，ガイドメニューとメッセージは利用者
のマウス操作により移動可能とすることとした． 
また，LMS のページ遷移に伴いガイドを継続するために必要なガイド中
のタスクとガイドメニューの配置位置の情報は，cookie を利用して Web ブ
ラウザ上で保持する．ページ遷移時には，cookie により保持された情報を
利用してガイドの継続を行う． 
 
2.4.2 ガイド定義データの内容設計 
本節では，ガイドに必要なデータが持つべきデータの内容について設計
を行う．本研究では，LMS で実施する一連の作業をタスクして定義してい
る．タスクに従って Web ブラウザ上で操作箇所の強調表示とメッセージを
提示することで利用者の操作をガイドする．ガイドのためには表示中の画
面と操作箇所の特定が必要となる．画面と操作箇所の特定のために，パス
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と HTML 要素を指定するセレクターの組み合わせを利用することとした．
パスは画面を特定するために利用し，ガイドを行う対象の画面のアドレス
を用いて記載する．セレクターは画面内での操作箇所を指定するために利
用し，HTML 要素の ID や HTML 構造により記述することが可能である．
なお，セレクターには CSS セレクターを基本に用い，必要に応じて拡張す
ることとする．具体的には，操作箇所が iframe タグで指定される別 HTML
ファイルである場合にその別 HTML ファイル内の HTML 要素を指定する
ためにセレクターを拡張した．また，実装に利用するライブラリのセレク
ターが利用可能となる．これらに操作箇所ごとに示すメッセージを合わせ
て持つこととする．また，進捗状況を表示するために，作業段階を 0 と正
の整数を用いて表すこととする．なお，タスク全体の作業量をそのタスク
内の作業段階で最大ものと定義する．また，メッセージは操作を行う箇所
に隣接して表示されるが，上下左右のいずれに隣接するかを指定するため
の配置位置も合わせて持つこととする．これらのタスクの中で 1 つの操作
箇所に対するデータをアイテムとして定義する． 
ガイドツールは，アイテムに従いガイドを行う．アイテムの構成例を表 
2.4-1 に示す．表 2.4-1 のアイテムを用いてガイドを行った場合には，LMS
サーバ上の「/report.html」ページにアクセスした場合に，セレクターで指
定された「submit」という ID を持つ要素を操作箇所として強調表示し，操
作箇所の左側(利用者から見て右側)に「ここをクリックして下さい」と表
示される．また，この時の作業段階は 1 であり，同一タスク内のアイテム
で最大の作業段階に対する割合で，進捗状況を表示する．具体的な進捗状
況の計算方法は，タスクの作業量が 5 であり現在の作業段階が 1 の場合に
は，1/5=0.20 であり，進捗状況を 20%として表示することとする． 
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表 2.4-1 アイテムの例 
情報名  値  
パス  /report.html 
セレクター  #submit 
メッセージ  ここをクリックして下さい  
作業段階  1 
メッセージの配置位置 left 
  
本研究では，タスクに従って複数のアイテムを生成し，タスクのデータ
は，複数のアイテムを取りまとめて構成することとした．画面内で複数の
操作箇所がある場合にも，複数のアイテムを用いて構成する．この時，複
数の作業段階が設定される可能性があるが，その画面で利用されるアイテ
ムのうち最大の作業段階を利用して進捗状況を計算することとする．また，
本研究では，タスクのタイトルと強調表示を行うための色の情報もタスク
のデータ内に記載することとした．1 つのタスクのデータは，タスクのタ
イトルと強調表示のための色，および複数のアイテムから構成される． 
本研究では，これらのタスクのデータを LMS ごとに構成することとし
た．ガイドメニューのタイトルと配置位置，全体のスタイルを指定する情
報，および進捗状況のタイトルも LMS ごとのデータ内に記載することと
した．これをガイド定義データとする．1 つのガイド定義データは，ガイ
ドメニューのためのタイトルと配置位置，全体のスタイル，進捗状況のタ
イトル，および複数のタスクのデータから構成される． 
また，本研究では，タスクのタイトルと強調表示を行うための色の情報，
ガイドメニューのタイトルと配置情報，全体のスタイルおよび進捗状況の
タイトルを省略可能とする．また，アイテム内の作業段階とメッセージの
表示位置も省略可能とする．省略した場合には，ガイドツールが自動的に
値の割り当てを行う．今回の設計で作成するプロトタイプシステムは動作
 19 
 
検証を行うことを目的としており，省略された時のエラー処理などは割愛
することにする． 
省略時に割り当てる値を表 2.4-2に示す．表 2.4-2のタスクの番号とは，
タスクが読み込まれた順番により決定する．また，強調表示用の色は一般
的な HTML 記述で規定されている基本 16 色から選ばれ，タスクの番号に
応じて決定し，ガイド中に変更が発生しないようにする．また，同一画面
内で複数のアイテムを定義し，複数の作業段階がある場合には，最大の作
業段階を利用して進捗状況を計算するため，省略時の値は最小値の 0 とす
る．なお，省略時のように作業段階 0 のみの場合には，進捗未定義などの
エラーメッセージとして提示する方法も検討可能ではあるが，今回は進捗
状況を 0%として表示することとした． 
 
表 2.4-2 省略時に割り当てられる値 
情報名  省略時の値  
ガイドメニューのタイトル StartUP Guide 
ガイドメニューの配置位置 top:50px;left:1000px; 
全体のスタイル  ui-lightness    
進捗状況のタイトル  Progress    
タスクのタイトル  Guide+タスク番号  
強調表示用の色  基本 16 色からの 1 つを選択  
アイテムの作業段階  0 
メッセージの配置位置  left 
   
なお，メッセージやガイドメニューのタイトル，タスクのタイトルの各
文字列中で改行が必要な場合には，「¥n」記号により改行を指定する． 
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2.4.3 ガイド定義データの構造設計 
本節では，2.4.2 で設計したガイド定義データを保持するための構造を設
計する．本研究では，ガイド定義データを，XML 形式で記述し，保持する
こととした．ガイド定義データの構造を表 2.4-3 に示す．データ内の task
と item は複数定義可能である．また label，style，css，progress，title，color，
order，place は省略可能であり，省略した場合は 2.4.2 節にもとづいて自動
的に値が割り当てられる．また，iframe は操作箇所が iframe タグ内であっ
た場合に指定するために用い，省略可能とする．  
 
表 2.4-3 ガイドシステムが利用する XML データの構造 
タグ名  属性名 説明  
root     ルート  
 label    ガイドメニューのタイトル  
 style    ガイドメニューの配置位置  
    css 全体のスタイル  
 progress    進捗状況のタイトル  
 task    1 つのタスクの定義  
  title   タスクのタイトル  
  color   強調表示用の色  
  item   1 つの操作箇所の定義  
   pathname  画面のパス  
    order 作業段階  
   selector  操作箇所のセレクター  
    iframe iframe の指定  
   comment  操作指示用のメッセージ  
    place メッセージの配置位置  
  
 
表 2.4-1 で示したアイテムの例を，XML 形式で記載したものを表 2.4-4
に示す．task タグ内に item タグを記載し，item タグ内に，pathname タグに
パスを記載し，selector タグ内にセレクターを記載し，comment タグ内にメ
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ッセージ内容を記載する．また，order は pathname の属性として，iframe
は selector の属性として，place は comment の属性として記載する． 
 
表 2.4-4 ガイドの定義例 
<root> 
 <label>ガイドメニュー</label> 
 <style css="sunny">top:50px;left:1000px;</style> 
 <progress>進捗状況    </progress> 
  
 <task> 
  <title>操作例 1</title> 
  <color>Red</color> 
  <item> 
   <pathname order="1">/report.html</pathname> 
   <selector iframe=":eq(0)">#submit</selector> 
   <comment place="left">ここをクリックして下さい</comment> 
  </item> 
  <item>・・・</item> 
  ・・・  
 </task> 
 ・・・  
 <task>・・・</task> 
</root> 
 
また，2.3.1 節で示したように，本研究では XML データを提案システム
のサーバ上に保持し，https で提供する．また，ガイドシステムに必要なプ
ログラムやデータなどのファイルを 1 つのディレクトリ以下に配置するこ
とにした．さらに，LMS ごとに必要なデータを保存するディレクトリを変
えて保存し，このディレクトリ名には LMS のサーバアドレスを利用する
こととした． 
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2.5 プロトタイプシステムの実装 
今回，2.3 節と 2.4 節に示す設計に基づきガイドシステムの実装を行った．
ガイドを実現するプログラムであるガイドツールは JavaScript を用いて開
発を行い，ライブラリとして jQuery[10]1.8.2 と jQuery UI 1.8.23 と jQuery 
Cookie plugin を利用した．jQuery ライブラリを利用することで，操作箇所
の指定方法として CSS セレクターに加えて jQuery の独自のセレクターも
利用することが可能となる．ガイドツールと XML の配信には Web サーバ
として，Apache 2.2.15 を利用した． 
ガイドツールの読込命令を付加するために利用するリバースプロキシに
は Apache 2.2.15 を利用した．特に Apache モジュールの mod_proxy と
mod_substitute を利用し，リバースプロキシ機能と，ガイドツールの読込命
令の付加を行った．また，復号化と再暗号化のために mod_ssl を利用した．  
Webブラウザプラグインを利用してガイドツールの読込命令を付加する
方法では，Web ブラウザによってはユーザスクリプトを動作させるための
プラグインが不要になる．そこで本研究では，主要なブラウザについて実
装と動作検証を行った．Web ブラウザごとにユーザスクリプトの実行に使
用したプラグインを表 2.5-1 に示す． 
 
表 2.5-1Web ブラウザプラグイン型動作状況 
ブラウザ名  バージョン  プラグイン  
Internet Explorer 9.0.8112.16421 IE7pro 2.5.1[11] 
Chrome 23.0.1271.97m 追加なし  
Firefox 17.0.1 Greasemonkey 1.5[12] 
Safari 5.1.7 NinjaKit 0.9.1[13] 
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2.5.1 ガイド定義データの作成 
 本研究で実装したプロトタイプシステムが正しく動作することを確認す
るために、広く利用されている LMS である Moodle を対象として，実験用
ガイド定義データを作成し，その動作確認を行った．教員が最初に行うこ
とを想定してタスクを作成し(1)課題の作成，(2)配布資料のアップロード，
(3)フォーラムの作成の 3 種類のタスクのためのガイド定義データを作成し
た.表 2.5-2 に今回作成したガイド定義データの一部を示す． 
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表 2.5-2 ガイド定義データ例の抜粋  
<root> 
 <label>ガイドメニュー</label> 
 <style css="sunny">top:370px;left:1650px;</style> 
 <progress>進捗状況   </progress> 
 <task> 
  <title>課題の作成</title> 
  <color>Red</color> 
  <item> 
   <pathname order="3">/moodle/course/view.php</pathname> 
   <selector>#region-main div.region-content div.course-content ul.weeks 
li.section div.content div.visibleifjs div.mdl-right div.section-modchooser 
span.section-modchooser-link a span.section-modchooser-text</selector> 
   <comment place="top">①編集を行う回の「活動またはリソースを追加
する」をクリックして下さい</comment> 
  </item> 
  ・・・ 
  <item> 
   <pathname order="5">/moodle/mod/assign/view.php</pathname> 
   <selector>div#region-main div.region-content</selector> 
   <comment place="bottom">「課題の作成」は終了です．</comment> 
  </item> 
 </task> 
 <task> 
  <title>配布資料のアップロード</title> 
  <color>Lime</color> 
  <item>・・・</item> 
  ・・・ 
  <item>・・・</item> 
 </task> 
 <task> 
  <title>フォーラムの作成</title> 
  <color>Fuchsia</color> 
  <item>・・・</item> 
  ・・・ 
  <item>・・・</item> 
 </task> 
</root> 
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2.5.2 プロトタイプシステムの動作確認 
2.5.1 節で作成したガイド定義データを利用し，プロトタイプシステムの
動作確認を行った．図 2.5-1 に Moodle 上で，ガイドを開始した状態を示す．
なお，図 2.5-1 は掲載の都合からウィンドウの大きさを小さくして掲載し
ている．これに伴い，表 2.5.2 のガイド定義データで示したガイドメニュ
ーの表示位置からマウス操作を用い移動した状態である． 
 
 
図 2.5-1LMS 上でのガイド機能の動作 
 
ガイドツールは，ガイド定義データを読み込み，「全体のスタイル(css)」
を取得し指定されたスタイルシートを指定する．次に，「ガイドメニュー
操作内容のメッセージ 
進捗状況 
ガイドメニュー 操作箇所の強調表示 
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のタイトル(label)」と「配置位置(style)」を取得する．ガイドメニューの作
成のために，ガイド定義データから「タスクのタイトル(title)」を取得し，
ガイドメニューを生成する．動作確認では，“課題の作成”，“配布資料
のアップロード”，“フォーラムの作成”を取得し，ガイドメニューを生
成している．なお“¥n”は改行に置き換えるため表示しない．また，「進
捗状況のタイトル(progress)」を取得し，プログレスバーに重ねてガイドメ
ニューに追加する．  
利用者がタスクを選択した場合にガイドを開始し，選択されたタスクを
強調表示する．動作確認では，“課題の作成”を選択しており，ガイドメ
ニュー上で“課題の作成”ボタンの周りの縁取りの太さと色を変更してい
る．なお，変更する色は，ガイド定義データ内で「強調表示用の色(color)」
で指定されている“Red”に変更している． 
次に，選択されたタスクに含まれる全てのアイテムの「パス(pathname)」
を検査し，該当するパスを持つアイテムを選択する．動作確認の場合は．
URL は“https://www2.stein.cite.tohoku.ac.jp/moodle/course/view.php?id=5”で
あり，パスは“/moodle/course/view.php”となる．動作確認では，表 2.5-2
に示すアイテムの内，省略せずに記載したアイテムを選択している． 
次に，操作箇所を特定するために，アイテム内の「セレクター(selector)」
を取得する．ガイド定義データで定めている“#region-main 
div.region-content div.course-content ul.weeks li.section div.content 
div.visibleifjs div.mdl-right div.section-modchooser 
span.section-modchooser-link a span.section-modchooser-text”で示される箇所
は，図 2.5-1 で強調表示されている箇所である．これは，“region-main”
という ID を持つ HTML 要素の配下の“region-content”クラスの“div” 要
素の配下の“course-content”クラスの“div”要素の配下の“weeks”クラ
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スの“ul” 要素の配下の“section”クラスの“li” 要素の配下の“content”
クラスの“div” 要素の配下の“visibleifjs”クラスの“div” 要素の配下
の“mdl-right”クラスの“div” 要素の配下の“section-modchooser”クラ
スの“div” 要素の配下の“section-modchooser-link”クラスの“span” 要
素の配下の“a” 要素の配下の“section-modchooser-text”クラスの“span” 
要素を意味する．次に，操作箇所を特定の縁取りの太さと色を変更する．
変更する色は，ガイドメニューと同様に，ガイド定義データで指定されて
いる“Red”に変更している． 
操作誘導用のメッセージのために，アイテム内から「メッセージ
(comment)」と「メッセージの配置位置(place)」を取得する．動作確認では，
“①編集を行う回の「活動またはリソースを追加する」をクリックして下
さい”という表示を，“top”で指定された操作箇所強調表示箇所の上部に
表示している． 
最後に，アイテムの「作業段階(order)」を取得し，このタスク内で最大
の「作業段階(order)」に対する割合を求める．動作確認の場合は，最大の
作業段階が 5 であり，選択されたアイテムが 3 であるため，60%としてプ
ログレスバーで表示する． 
また，ガイドに従い，画面遷移が発生した場合にもガイドを継続するこ
とを確認している． 
 
2.6 既存 LMS を用いた動作確認 
 本節では，提案システムの LMS に対する適用可能を確認することを目
的とした動作確認を行う．そのために，適用対象とする LMS の選択を行
い，次いで動作確認を行った．その結果について述べる． 
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2.6.1 適用対象とする LMS 
 提案システムの LMS に対する適用可能性を確認するために，課題研究
で作成したプロトタイプシステムを用いて動作確認を行い，ガイドシステ
ムを適用可能な LMS の仕様を確認する． 
提案システムでは，適用対象とすることが可能な LMS の仕様の一部が
設計から明らかになっている．課題研究における設計から導き出した適用
可能な LMS の仕様を表 2.6-1 に示す．本研究では，HTML 以外で描写され
Web ブラウザの標準機能で解析・編集のできない方式を対象外としている．
また，HTML5 はドラフト版であることから適用対象外としている． 
動作検証を行うための LMS として，HTML で記述され https で通信可能
な LMS であり，広く利用されている LMS である Moodle と Sakai を実験対
象とすることとした．実験では，ガイドが想定通りに動作するか確認を行
うことで適用可能性の確認を行う．このために，教員・TA が行う作業と
して「課題の作成」を設定する．予め，LMS の管理者が実験用のコースと
して「評価用実験コース」を設定し，開講日などの情報も設定しておく． 
 
表 2.6-1 設計から導かれる適用可能な LMS の仕様 
分類  名称  対象  備考  
通信  
プロコル  
http 対象  リバースプロキシ上，または Web ブラ
ウザ上で解析・編集することで対応したhttps 対象  
記述方式  HTML4 対象  Web ブラウザ上での解析・編集が可能な
ため  
HTML5 対象外  ドラフト版であり対象外とした  
Adobe Flash 対象外  Web ブラウザの非標準であり，  
Web ブラウザ上で動作する別プログラ
ムのため対象外とする  
Sun Java Applet 対象外  
Microsoft 
Silverlight 
対象外  
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2.6.2 動作確認方法 
提案システムにおいて，一般的な LMS に適用可能なことを確かめるた
めにプロトタイプシステムを利用した動作確認を行った．動作確認用シス
テム構成を図 2.6-1 に示す．なお，LMS のサーバと提案システム兼リバー
スプロキシサーバは，仮想環境上に構築している．また，確認に用いるア
プリケーションの一覧を表 2.6-2 に示す．なお，動作確認では，LMS のサ
ーバ上で Sakai と Moodle を同時に動作させ，ガイド定義データには Sakai
用タスクと Moodle 用タスクを併記して検証を行った．実験用クライアン
トから，LMS サーバ上の Moodle と Sakai に対してアクセスを行い，ガイ
ドツールの動作を確認する．ガイドツールの読み込み命令付加の確認のた
め，LMS へのアクセスにはリバースプロキシ経由でのアクセスと，直接ア
クセスの 2 種類の方法で確認を行う．直接アクセスした場合には，Web ブ
ラウザプラグインによりガイドツールの読み込み命令が付加される． 
 
 
図 2.6-1 動作確認実験環境 
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表 2.6-2 アプリケーション一覧  
導入先  名称  バージョン  
仮想環境  VMware ESXi 5.1.0 
LMS 
CentOS 6.3 
Moodle 2.3.2+ 
PHP 5.3.3-14.el6_3 
MySQL 5.1.61-4.el6 
Apache 2.2.15-15.el6.centos.1 
Sakai  2.8.2 
Tomcat 5.5.35.0 
JVM 1.6.0_35-b10 
HSQL 1.8.0.10 
提案システム兼  
リバースプロキシ  
CentOS 6.3 
Apache 2.2.15-15.el6.centos.1 
実験用  
クライアント  
Windows 7 SP1 
Internet Explorer 9 
IE7Pro 2.5.1 
 
「課題の作成」のために作成したガイド定義データの一部を表 2.6-3 に
示す．また，動作確認のために用いた動作確認表の一部を表 2.6-4 に示す．
動作確認表では，ガイド機能を実現するプログラムであるガイドツールの
読込命令付加の方法であるリバースプロキシ方式と Web プラグイン方式
の両方でガイドツールが読み込まれ，LMS の画面上でガイドツールが動作
すること，ガイド定義データを読み込んで各 LMS 上で設定したように動
作することを確認する．なお，定義データと動作確認表を付録する．  
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表 2.6-3「課題の作成」用ガイド定義データの抜粋  
<root> 
 <label>ガイドメニュー</label> 
 <style css="sunny">top:370px;left:1650px;</style> 
 <progress>進捗状況    </progress> 
 <task> 
  <title>課題の作成</title> 
  <color>Red</color> 
  <item> 
  <pathname order="3">/moodle/course/view.php</pathname> 
   <selector>#region-main div.region-content div.course-content ul.weeks li.section 
div.content div.visibleifjs div.mdl-right div.section-modchooser 
span.section-modchooser-link a span.section-modchooser-text</selector> 
   <comment place="top">①編集を行う回の「活動またはリソースを追加する」をク
リックして下さい</comment> 
  </item> 
  <item> 
   <pathname order="3">/moodle/course/view.php</pathname> 
   <selector>form#chooserform div.options div.alloptions div.option label:eq(7)</selector>
   <comment place="right">②「課題」を選択して下さい</comment> 
  </item> 
  ・・・  
  <item> 
   <pathname order="5">/moodle/mod/assign/view.php</pathname> 
   <selector>div#region-main div.region-content</selector> 
   <comment place="bottom">「課題の作成」は終了です．</comment> 
  </item> 
 </task> 
 ・・・  
 <task> 
  <title>Sakai 動作検証用¥n 課題の作成</title> 
  <color>Red</color> 
  <item> 
   <pathname order="2">/portal/site/test</pathname> 
   <selector>div#toolMenu ul li a.icon-sakai-assignment-grades</selector> 
   <comment>「Assignments」をクリックして下さい．</comment> 
  </item> 
  ・・・  
  <item> 
   <pathname 
order="3">/portal/site/test/page/382e45a6-fe6a-4c99-9b6a-5a38c335f004</pathname> 
   <selector iframe=":eq(0)" >html body div.portletBody form div.act 
input.active</selector> 
   <comment>③「投稿」をクリックしたら，「Sakai 動作検証用課題の作成」は終了
です．</comment> 
  </item> 
 </task> 
</root> 
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表 2.6-4 動作確認表の抜粋 
機能 1: ガイドメニューの提示  
概要  ガイドメニューを表示し，ガイドメニュー内にタスクの一覧を表示
する  
入力項目  なし  
操作方法  URL にアクセス  
URL https://www2.stein.cite.tohoku.ac.jp/moodle/ 
ユーザ  ログイン不要  
検証 1: ガイドツールの読み込み  
検証方法  URL にアクセス  
想定した実行結果 ”ガイドメニュー”のタイトル”ガイドメニュー”を表示する．  
試験結果   
不具合の理由  - 
対策  - 
検証 2: ガイド定義データの読み込み  
検証方法  URL にアクセス  
想定した実行結果 ”課題の作成”ボタンを表示する  
試験結果   
不具合の理由  - 
対策  - 
機能 2: タスクの選択  
概要  タスクを選択することで，強調表示とメッセージの提示を行う．  
入力項目  なし  
操作方法  ガイドメニュー内の”課題の作成”ボタンをクリックする  
URL https://www2.stein.cite.tohoku.ac.jp/moodle/ 
ユーザ  ログイン不要  
検証 1: タスクの開始  
検証方法  ”課題の作成”ボタンをクリックする  
想定した実行結果 ”課題の作成”ボタンの周りを太い赤色で縁取り表示する  
想定した画面遷移 なし  
試験結果   
不具合の理由  - 
対策  - 
検証 2: 進捗状況の確認  
検証方法  検証 1 からの継続  
想定した実行結果 進捗状況は 0%と表示される  
試験結果   
不具合の理由  - 
対策  - 
検証 3: 強調表示とメッセージの確認  
検証方法  検証 1 からの継続  
想定した実行結果 強調表示箇所の周りの縁取りを太い赤色で表示し，メッセージを表
示する．  
想定した強調表示箇
所  
”あなたはログインしていません．(ログイン)日本語(ja)”の周り  
想定したメッセージ「Login(ログイン)」をクリックして下さい  
試験結果   
不具合の理由  - 
対策  - 
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2.6.3 動作確認結果 
動作確認の結果，プロトタイプシステムを Moodle と Sakai に適用して，
設計通りに動作することを確認できた．確認結果は動作確認表と合わせて
添付する．これにより，Moodle と Sakai の LMS に対して提案システムを
適用可能であることを確認できた．  
 
2.7 まとめ 
 本章では，まず Web アプリケーション型の LMS を提案システムの適用
対象とし，Web ブラウザ上でガイドを実行することにした．次に LMS の
画面上でガイド機能を実現するために必要な機能として，操作箇所の強調
表示と，操作内容を提示する機能を選択した．その後，選択した機能を LMS
の改修を行うことなく LMS に付加する方法の検討と設計を行った．また，
ガイドを実現するために必要となる情報の検討と，提案システムが情報を
保持する方法の設計を行った．また，設計を元にプロトタイプシステムの
実装を行った．最後に，Moodle と Sakai を用いてプロトタイプシステムに
よる動作確認を行った． 
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第3章 LMS 操作の初期学習支援の実現可能性 
本節では，提案する実装方法の有効性評価を行う．本研究では，新規利
用者が実行しようとする作業をガイドすることで初期学習を促す．すなわ
ち提案システムによって付加されるガイドにより，目的の作業を遂行でき
ることが求められる．そこで本研究では，提案システムにより，適切に新
規利用者が目的の作業を遂行できるかどうか実験し，提案システムの有効
性を評価する．この中で，予備実験，評価実験，および既存研究との比較
について述べる．最後にまとめとして実験と比較により得た結果，および
考察を述べる． 
 
3.1 予備実験 
 評価実験を行う前段階として，予備実験を行った．予備実験では LMS
として Moodle を対象とし，教員・TA が行う作業を想定し，授業後のレポ
ートを受け付ける機能の設置(作業 A)と，次週の授業で配布する資料の公
開(作業 B)，およびディスカッション用のフォーラムの作成(作業 C)という
作業を設定した．予備実験に用いた手順書を添付する． 
 
3.1.1 予備実験対象 
 実験では，被験者としてパソコンでの Web アクセスに慣れている者を対
象として実験を行う．これは，本研究では，Web アクセスの初期学習の支
援が目的ではなく，LMS 操作の初期操作を支援することを目的としている
ためである．このために，大学院学生 2 名の協力を得て実験を行った．該
当被験者の 2 名は，10 年以上のインターネット利用経験が有り，Moodle
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以外の LMS を利用した経験を持つが，Moodle を利用した事はないことを
確認している． 
 
3.1.2 予備実験方法 
実験では，図 3.1-1 の実験環境を利用して実験を行う．実験に用いるア
プリケーションの一覧を表 3.1-1 に示す．被験者は実験用クライアントか
ら LMS(Moodle)にアクセスすることで，ガイドを適用した LMS(Moodle)の
画面にアクセスする． 
 
図 3.1-1 予備実験環境 
表 3.1-1 予備実験アプリケーション一覧 
導入先  名称  バージョン  
仮想環境  VMware ESXi 5.1.0 
LMS 
CentOS 6.3 
Moodle 2.3.2+ 
PHP 5.3.3-14.el6_3 
MySQL 5.1.61-4.el6 
Apache 2.2.15-15.el6.centos.1 
提案システム兼  
リバースプロキシ  
CentOS 6.3 
Apache 2.2.15-15.el6.centos.1 
実験用  
クライアント  
Windows 7 SP1 
Internet Explorer 9 
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 本実験では，プロトタイプシステムを被験者に使用してもらい，操作内
容，発言を記録する．記録ために Web ブラウザを全画面表示した PC を用
意し，その画面を撮影する．また，被験者にはマイクを装着してもらいそ
の発言を記録する．なお，一般的に Web ブラウザに専用となる特殊な場合
を除いて，Web アプリケーション型のシステムでは OS や Web ブラウザに
関わらず共通のユーザフェースとなっており，操作方法に大きな違いはな
い．このため，今回の実験では被験者が普段利用している OS や Web ブラ
ウザなどの差異は考慮せずに，同一の検証環境で行うこととした． 
 
3.1.3 予備実験の評価方法 
 予備実験では，プロトタイプシステムを被験者に使用してもらい，設定
したタスクを達成できたか，操作に迷いが見られるかを操作内容と発言内
容で評価することとした．また，アンケートを用いて，撮影した動画では
確認の難しい被験者が感じた印象を確認する．アンケートでの各質問項目
を表 3.1-2 に示す．5 段階評価による選択肢として，そう思う，まあまあ思
う，どちらでもない，あまり思わない，そう思わないという順に設定した．
また一部の項目では，気づかなかったという項目を追加している． 
 アンケートでは，被験者が感じた印象を確認するために，予備実験で行
った作業が簡単だったか，ガイドが役に立ったと思うかを尋ねる．また，
提案するシステムを再び利用したいと思うかを尋ねる．次に，提案するガ
イドでの各機能について役になったと思うかを尋ねる．最後に，5 段階評
価では回答することが難しい印象を確認するために，良かった点，良くな
かった点，その他の意見を自由記述により確認する．また予備実験に用い
たアンケート用紙を添付する． 
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表 3.1-2 アンケート項目 
目的：ガイドの印象確認  
目的：実験に対する主観的評価の確認  
1 今回行なった作業は簡単だったと思いますか？  5 段階評価  
2 今回行なった作業の中で，ガイドは役に立ったと思いますか？  5 段階評価  
目的：再度の利用の可能性の確認  
3 新たな LMS を利用し始める場合に同様のガイドがあると良いと思
いますか？  
5 段階評価  
目的：ガイドの各機能に対する主観的評価の確認  
目的：操作箇所の周りを強調表示することで，被験者に操作箇所が伝わっていたかの確
認  
1 今回行なった作業では，ガイドシステムにより操作例をメニュー形
式で提示していました．このような操作例の提示方法は，操作例を
選択しやすいものだったと思いますか？  
5 段階評価+ 
気づかない  
目的：操作箇所の周りを強調表示することで，被験者に操作箇所が伝わっていたかの確
認  
2 今回行なった作業ではそのためのガイドとして次に行うべき操作箇
所を強調表示していましたが，操作箇所を判断する上で役に立った
と思いますか？  
 
目的：画面上で操作指示を表示することで，被験者に操作内容が伝わっていたかの確認
3 今回行なった作業ではそのためのガイドとして次に行うべき操作内
容を LMS の画面上に表示していました．このことについて次の質問
にお応え下さい．  
5 段階評価+ 
気づかない  
3-2 このような説明の提示方法は見やすいと感じましたか？  5 段階評価+ 
気づかない  
3-3 説明の内容の文章は分かりやすい内容になっていたと思いますか？  5 段階評価+ 
気づかない  
目的：進捗状況をプログレスバーで表示する事で，被験者に進捗状況が伝わっていたか
の確認  
4 今回行なった作業では，ガイドシステムによりプログレスバーによ
り進捗状況を表示していましたが，作業を進める上で役に立ったと
思いますか？  
5 段階評価+ 
気づかない  
目的：アンケートで拾い切れない項目の確認  
目的：ガイドの良かった点の確認  
1 ガイドについて良かった点があればお書きください．  自由記述  
目的：ガイドの良くなかった点の確認  
2 ガイドについて良くなかった点があればお書きください．  自由記述  
目的：その他の要望の確認  
3 ご意見，ご要望がありましたらお書きください．  自由記述  
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3.1.4 予備実験の結果と考察 
 予備実験では，被験者の 2 人とも，ガイドに従って Moodle を操作し，
設定した作業の遂行が可能なことが確認された．細かな文言の誤りは各作
業の実施結果の対象としない事とする．また，撮影したビデオを元に被験
者の操作時間と操作内容を解析した結果を表 3.1-3 に示す．各作業は，ガ
イドが開始されてから終了のメッセージまでの間とし，終了のメッセージ
から次のガイドの開始までを“切替”としている．なお，表中の*では，被
験者から利用するアカウントに関する質問があり，質問に要した 30 秒を計
測時間から引いている．なお，今回の実験では，入力するべき文言が日本
語入力システムにより補完されてしまう問題や，被験者が手順書に記載さ
れた LMS にログインするためのユーザ ID とパスワードを見落とすという
アクシデントが発生したが，評価対象ガイド機能に対する評価には大きな
影響を与えないと考えられる． 
 
表 3.1-3 実験結果 
 被験者 1 被験者 2 
区分  時間  ◎ ○ △ ☓ 時間 ◎ ○ △ ☓  
開始前  1:43 0 0 0 9 0:14 0 0 0 0 
作業 A 2:04 8 1 2 0 *2:16 16 1 6 0 
切替 1 0:10 0 0 0 0 0:44 0 0 0 5 
作業 B 2:24 15 2 1 1 1:48 15 2 0 2 
切替 2 0:16 1 0 0 1 0:06 0 0 0 0 
作業 C 1:16 8 1 0 0 1:05 10 1 2 0 
◎：ガイドに従って行った操作の回数  
○：スクロール等のガイド外ではあるが必要な操作の回数  
△：何も無い箇所をクリックする等の無意味な操作の回数  
☓：ガイドを無視した操作の回数  
 
 しかしながら，幾つかの問題も確認された．まず，ガイドを開始するの
に時間がかかる場合があることが確認された．これは，ガイドメニューが
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LMS 本来の画面と一体化しており，「ガイドメニュー」の文言が小さいた
め，ガイドメニューを見つけることが難しいためと考えられる．次に，ガ
イドを開始した後でも，操作に迷いがある場合があることが確認された．
これは，必ずしも入力する必要のないオプション項目に対する説明がなさ
れていないためと考えられる．また，被験者が同じ作業を繰り返す場合が
あることが確認された．これは，終了の文言を読まれておらず，進捗状況
を確認していないためと考えられる． 
また，提案システムによる印象を確認するために行ったアンケートによ
り得られた各質問項目の結果を表 3.1-4，自由記述内容を表 3.1-5 に示す． 
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表 3.1-4 アンケート結果 
質問  そう
思う
まあ
まあ
そう
思う
どち
らで
もな
い
あま
り思
わな
い  
そう
思わ
ない  
気づ
かな
かっ
た
今回行なった作業は簡単だったと思いますか？  1 1 0 0 0  
今回行なった作業の中で，ガイドは役に立ったと思い
ますか？  
0 1 1 0 0  
新たな LMS を利用し始める場合に同様のガイドがあ
ると良いと思いますか？  
2 0 0 0 0  
今回行なった作業では，ガイドシステムにより利用目
的に応じた操作方法のガイドをメニュー形式で提示
していましが，このようなガイドメニューの提示方法
は選択しやすいものだったと思いますか？  
1 1 0 0 0 0 
今回行なった作業では，ガイドシステムにより次に行
うべき操作箇所を強調表示していましたが，操作箇所
を判断する上で役に立ったと思いますか？  
2 0 0 0 0 0 
このような説明の提示方法は見やすいと思います
か？   
2 0 0 0 0 0 
説明の内容の文章は分かりやすい内容になっていた
と思いますか？   
2 0 0 0 0 0 
今回行なった作業では，ガイドシステムによりプログ
レスバーにより進捗状況を表示していましたが，作業
を進める上で役に立ったと思いますか？  
0 0 1 1 0 0 
 
表 3.1-5 自由記述 
質問  回答  
ガイドについて良かった点
があればお書きください．  
初めてでも基本的な作業が行えそうな点  
ガイドが分かりやすい点  
ガイドについて良くなかっ
た点があればお書きくださ
い．  
「ガイドメニュー」の文字が小さく，どこにガイドメニュ
ーがあるか分かりづらかった点  
ガイドで強調されていない所を読みとばしてしまいそうな
点  
課題を入力していくと中でガイドから外れた場所に項目が
見えたが，設定する必要があるのか，資料を見直しとまど
った。  
ご意見，ご要望がありました
らお書きください．  
システムが提供する機能が多いときに役立つものと思いま
した。  
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アンケートでは，「今回行なった作業は簡単だったと思いますか？」と
いう質問には，簡単であったという回答がなされている．これは，被験者
がガイドを利用して作業を行なっているため，作業の難易度が低下してい
るためと考えられる．また，「ガイドが役に立ったと思いますか？」とい
う質問に対しては決して高い評価ではないが，「新たな LMS を利用し始
める場合に同様のガイドがあると思いますか」という質問には高い評価を
得られている．これらは，被験者が Web アクセスに長けたものであったた
めに，必ずしもガイドを必要とは感じなかったためと考えられる．しかし，
被験者の経験から，提案システムによるガイドが新たな LMS の利用を初
める場合に役に立つと感じたと考えられる． 
 また，ガイドメニュー，強調表示方法，操作内容の提示方法と内容につ
いては，高い評価を得られている．しかし，それらに対してプログレスバ
ーによる進捗状況の提示は低い評価となっている．撮影した動画の解析結
果と合わせて考えた場合，このような進捗状況の提示方法は必ずしも有効
ではなく，特に作業の終了時にはより分かりやすい提示方法が必要だと考
えられる．進捗状況の提示方法については改善が必要と考えられるが，そ
れ以外の機能については提案システムでの機能で問題がないと考えられる． 
 
3.2 評価実験 
 評価実験では，行った作業が簡単だと思うという評価がなされており，
必ずしもガイドの有効性を確認することができなかった．そこで，提案す
るガイドシステムだけでなく，紙媒体のチュートリアルを用いて比較実験
を行う．このために，ガイドで提供する内容と同様の内容をチュートリア
ルとして印刷し，被験者に提供して実験を行う．ガイドを利用する場合の
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ガイド定義データ，実験手順書，チュートリアルを利用する場合の実験手
順書，および実験に用いたチュートリアルを添付する． 
また，予備実験の結果を踏まえて，評価実験では予備実験と同様に LMS
として Moodle を対象とし，教員・TA が行う作業を想定した作業を行うが，
予備実験よりも複雑な作業を設定する．より複雑な作業として，自己紹介
の登録(作業 1)，共同学習の準備(作業 2)，レポートの準備(作業 3)を設定す
る．自己紹介の登録は LMS 以外でも行うことが多い簡単な作業となる．
次に，共同学習の準備は，LMS に特有の作業であり，LMS に登録されて
いるユーザをコースに割り振る作業，グループの割り当て，掲示板の設置
からなる．なお，掲示板の設置では，他グループから閲覧できない掲示板
を設置することとする．最後にレポートの設置では，配布資料の公開とレ
ポート受け付け箱の設置を行う．なお，レポートの設置ではグループ設定
は不要とした．また，被験者の判断を必要な作業とするため，行う必要の
ない作業をガイドとチュートリアルに含めることとし，チャットの設置(作
業 4)を含むガイドとチュートリアルを提供する．実験内容と作業ごとに実
績を確認するために設けた項目を表 3.2.-1 に示す． 
 
表 3.2-1 評価実験確認項目一覧  
作業  各作業の確認項目  
作業 1 ログイン  
 自己紹介の登録  
作業 2 コースへのユーザ登録  
 グールの作成・割り振り  
 掲示板の設置  
 掲示板のグループ設定  
作業 3 配布資料の公開  
 レポート受け付け箱の設置
作業 4 チャットの設定  
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3.2.1 評価実験対象 
 実験では，予備実験と同様に，被験者としてパソコンでの Web アクセス
に慣れており，Moodle の利用経験の無い者を対象として実験を行う．この
ために，大学生 1 名，大学院学生 9 名の協力を得て実験を行った．被験者
は，インターネットの利用経験が 5 年以上であり，ほぼ毎日利用している．
また，該当被験者 9 名は，Moodle 以外の LMS を利用した経験を持つ者も
含まれるが，Moodle を利用した事はないことを確認している．残りの 1 名
は，実験後の確認において Moodle の利用について「わからない」と回答
しており，過去の利用経験を覚えてはいないと考えられる．このような被
験者も操作方法の初期学習が必要な被験者と考えられるため，今回の実験
ではこの被験者による実験結果も評価対象に含めることとする．なお，5
名の被験者には提案システムを利用して作業していただき，それ以外の 5
名の被験者にはガイドを用いずにチュートリアルを用いて同様の作業をし
ていただく．これ以降，提案システムを利用する被験者を A～E，チュー
トリアルを利用する被験者を F～J とする．なお，被験者には 2 名の留学生
が含まれているが，日本語に成通しており特別なガイドやチュートリアル
は用意していない．また，2 名の留学生は提案システムを利用するグルー
プと，チュートリアルを利用するグループに別れて頂いている． 
 
3.2.2 評価実験方法 
実験では，図 3.2-1 の実験環境を利用して実験を行う．実験に用いるア
プリケーションの一覧を表 3.2-2 に示す．被験者は実験用クライアントか
ら LMS(Moodle)にアクセスすることで，ガイドを適用した LMS(Moodle)の
画面にアクセスする．なお，予備実験では，リバースプロキシを用いて LMS
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に提案システムを適用したが，評価実験では Web ブラウザプラグインを用
いて適用を行うこととした．チュートリアルを利用する実験の場合には
Web ブラウザプラグインを無効化することで，提案システムを適用しない
状態で実験を行う． 
 
 
図 3.2-1 評価実験環境 
 
表 3.2-2 評価実験アプリケーション一覧 
導入先  名称  バージョン  
仮想環境  VMware ESXi 5.1.0 
LMS 
CentOS 6.3 
Moodle 2.3.2+ 
PHP 5.3.3-14.el6_3 
MySQL 5.1.61-4.el6 
Apache 2.2.15-15.el6.centos.1 
提案システム兼  
リバースプロキシ  
CentOS 6.3 
Apache 2.2.15-15.el6.centos.1 
実験用  
クライアント  
Windows 7 SP1 
Internet Explorer 9 
IE7Pro 2.5.1 
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 予備実験と同様に，プロトタイプシステムを被験者に使用してもらい，
操作内容，発言を記録する．操作内容を記録するために Web ブラウザを全
画面表示した PC を用意し，その画面を撮影する．また，被験者にはマイ
クを装着してもらいその発言を記録する．なお，一般的に Web ブラウザに
専用となる特殊な場合を除いて，Web アプリケーション型のシステムでは
OSや Webブラウザに関わらず共通のユーザインタフェースとなっており，
操作方法に大きな違いはない．このため，今回の実験では被験者が普段利
用している OS や Web ブラウザなどの差異は考慮せずに，同一の検証環境
で行うこととした．実験で用いた，実験手順書，ガイド定義データおよび
チュートリアルを添付する． 
 
3.2.3 評価方法 
 評価実験では，設定したタスクを達成できたか，提案システムを利用し
た場合と，チュートリアルを利用した場合で比較することで評価すること
とした．また，アンケートを用いて，撮影した動画では確認の難しい被験
者が感じた印象を確認し，比較を行う． 
ガイドを利用した場合のアンケートでの各質問項目を表 3.2-3 に示す．5
段階評価による選択肢として，そう思う，まあまあ思う，どちらでもない，
あまり思わない，そう思わないという順に設定した．また一部の項目では，
利用していない，気づかなかったという項目を追加している．ガイドを利
用した被験者に対するアンケートでは，被験者が感じた印象を確認するた
めに，評価実験で行った作業が簡単だったか，ガイドが役に立ったと思う
かを尋ねる．また，提案するシステムを再び利用したいと思うかを尋ねる．
次に，提案するガイドでの各機能について役になったと思うかを尋ねる．
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最後に，5 段階評価では回答することが難しい印象を確認するために，良
かった点，良くなかった点，その他の意見を自由記述により確認する．ま
た評価実験に用いたアンケート用紙を添付する． 
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表 3.2-3 ガイドを利用したグループへのアンケート項目 
目的：ガイドの印象確認  
目的：実験に対する主観的評価の確認  
1 今回行なった作業は簡単だったと思いますか？  5 段階評価  
2 今回行なった作業の中で，ガイドは役に立ったと思いますか？  5 段階評価+ 
利用していな
い  
目的：再度の利用の可能性の確認  
3 新たな LMS を利用し始める場合に同様のガイドがあると良いと
思いますか？  
5 段階評価+ 
利用していな
い  
目的：ガイドの各機能に対する主観的評価の確認  
目的：操作箇所の周りを強調表示することで，被験者に操作箇所が伝わっていたかの確
認  
1 今回行なった作業では，ガイドシステムにより操作例をメニュー
形式で提示していました．このような操作例の提示方法は，操作
例を選択しやすいものだったと思いますか？  
5 段階評価+ 
気づかない  
目的：操作箇所の周りを強調表示することで，被験者に操作箇所が伝わっていたかの確
認  
2 今回行なった作業ではそのためのガイドとして次に行うべき操作
箇所を強調表示していましたが，操作箇所を判断する上で役に立
ったと思いますか？  
 
目的：画面上で操作指示を表示することで，被験者に操作内容が伝わっていたかの確認
3 今回行なった作業ではそのためのガイドとして次に行うべき操作
内容を LMS の画面上に表示していました．このことについて次
の質問にお応え下さい．  
5 段階評価+ 
気づかない  
3-2 このような説明の提示方法は見やすいと感じましたか？  5 段階評価+ 
気づかない  
3-3 説明の内容の文章は分かりやすい内容になっていたと思います
か？  
5 段階評価+ 
気づかない  
目的：進捗状況をプログレスバーで表示する事で，被験者に進捗状況が伝わっていたか
の確認  
4 今回行なった作業では，ガイドシステムによりプログレスバーに
より進捗状況を表示していましたが，作業を進める上で役に立っ
たと思いますか？  
5 段階評価+ 
気づかない  
目的：アンケートで拾い切れない項目の確認  
目的：ガイドの良かった点の確認  
1 ガイドについて良かった点があればお書きください．  自由記述  
目的：ガイドの良くなかった点の確認  
2 ガイドについて良くなかった点があればお書きください．  自由記述  
目的：その他の要望の確認  
3 ご意見，ご要望がありましたらお書きください．  自由記述  
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チュートリアルを利用した被験者に対するアンケートでの各質問項目を
表 3.2-4 に示す．被験者が感じた印象を確認するために，評価実験で行っ
た作業が簡単だったか，チュートリアルが役に立ったと思うかを尋ねる．
また，提案するシステムを再び利用したいと思うかを尋ねる．最後に，5
段階評価では回答することが難しい印象を確認するために，良かった点，
良くなかった点，その他の意見を自由記述により確認する．また評価実験
に用いたアンケート用紙を添付する． 
 
表 3.2-4 チュートリアルを利用したグループへのアンケート項目 
目的：ガイドの印象確認  
目的：実験に対する主観的評価の確認  
1 今回行なった作業は簡単だったと思いますか？  5 段階評価  
2 今回行なった作業の中で，チュートリアルは役に立ったと思いま
すか？  
5 段階評価+ 
利用していな
い  
目的：再度の利用の可能性の確認  
3 新たな LMS を利用し始める場合に同様のチュートリアルがある
と良いと思いますか？  
5 段階評価+ 
利用していな
い  
目的：アンケートで拾い切れない項目の確認  
目的：チュートリアルの良かった点の確認  
1 チュートリアルについて良かった点があればお書きください．  自由記述  
目的：チュートリアルの良くなかった点の確認  
2 チュートリアルについて良くなかった点があればお書きくださ
い．  
自由記述  
目的：その他の要望の確認  
3 ご意見，ご要望がありましたらお書きください．  自由記述  
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3.2.4 評価実験の結果と考察 
まず，ガイドを利用して作業を行った 5 名に対して，実験後の
LMS(Moodle)の状態と撮影したビデオを解析することで，実験で設定した
作業を完了したか，そのためにガイドを利用したかを確認した．確認結果
を表 3.2.5 に示す．なお，細かな文言の誤りは各作業の実施結果の対象と
しない事とする．また，チュートリアルを利用して作業を行った 5 名に対
して，実験で設定した作業を完了したか，そのためにチュートリアルを利
用したかを確認した結果を表 3.2.6 に示す．なお，3.2 の最初の文節で設定
したように，作業 4 は行う必要のない作業である． 
 
表 3.2-5 ガイドを用いた設定作業の実施状況 
作業  各作業の確認項目  
被験者  
A B C D E 
作業 1 ログイン  ○ △ △ △ ○  
 自己紹介の登録  ☓ ☓ ○ ○ △  
作業 2 コースへのユーザ登録  ○ ○ ○ ○ ○  
 グールの作成・割り振り  △ ○ ○ △ ○  
 掲示板の設置  ○ ○ ○ ○ ○  
 掲示板のグループ設定  ○ ○ ○ ○ ○  
作業 3 配布資料の公開  ○ ○ ○ ○ ○  
 レポート受け付け箱の設置 ○ ○ ○ ○ ○  
作業 4 チャットの設定  ☓ ☓ ☓ ☓ ☓  
○：ガイドに従って作業を実施した  
△：ガイドを使うことなく作業を実施した  
☓：作業を実施しなかった  
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表 3.2-6 チュートリアルを用いた設定作業の実施状況 
作業  各作業の確認項目  
被験者  
F G H I J 
作業 1 ログイン  ○ △ ○ ○ ○  
 自己紹介の登録  ○ △ ○ ○ ○  
作業 2 コースへのユーザ登録  ○ △ ○ ○ ○  
 グールの作成・割り振り  ○ △ ○ ○ ○  
 掲示板の設置  ○ △ ○ ○ ○  
 掲示板のグループ設定  ○ △ ○ ○ ○  
作業 3 配布資料の公開  ○ △ ○ ○ ○  
 レポート受け付け箱の設置 ○ △ ○ ○ ○  
作業 4 チャットの設定  ○ ☓ ☓ ○ ☓  
○：チュートリアルに従って作業を実施した  
△：チュートリアルを使うことなく作業を実施した  
☓：作業を実施しなかった  
 
被験者 A，B の 2 名は，作業 1 である自己紹介の登録を行なっていない．
しかしながら，こられ 2 名の被験者は作業を断念したのではなく，作業完
了を報告している．被験者 C は，全ての作業を完了しているにも関わらず，
作業断念を報告している．実験終了後に当人に確認したところ，どこで実
験を終了すれば良いか分からなかったという報告がなされた．また，被験
者 C，D はログイン時には，ガイドを利用しているがガイドによる指示を
無視して作業を行なっているため，ガイドを使わないで作業を実施したと
みなしている． 
被験者 G は，チュートリアルを用いずに作業を行なっている．実験終了
後に，チュートリアルを利用することを認識していなかったということを
報告がなされた．このため，アンケート結果および自由記述での回答は，
実験用のチュートリアルではなく，Moodle 本来のヘルプ機能のことである
と考えられ，これ以降の考察，アンケート結果，自由記述からは除くこと
にする． 
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被験者 F，I は，本来する必要がない作業 4 を実行している．実験終了後
に，口頭もしくはアンケートの自由記述において，チュートリアルの通り
に行なってしまったという報告がなされている．また，被験者 J は，ビデ
オ分析の結果，グループの割り振り時にはチュートリアルを参照していな
いが，その直前のグループの作成時には参照しているため，その際に記憶
したと十分に考えられるため，チュートリアルに従った作業とみなすこと
にした． 
ガイドを利用した実験では，2 名の被験者が設定した全ての作業を完了
していない．しかし，作業を完了していない被験者 A，B は共に作業完了
の報告をしていることから，作業を実施が不可能だったとは考えにくい．
これは，作業手順書における指示が適切ではなかったために被験者が誤解
したためだと考えられる．また，ログイン時にはガイドを利用しない，ま
たは無視する場合があることが確認されているが，これはガイドを提示す
るまでもなく実施可能な一般的な作業であったためだと考えられる．これ
らの実行結果から，利用者が目的とする作業を把握している場合にはガイ
ドにより作業を導くことができるが，被験者がこれまでの経験から簡単な
作業と判断した場合には，ガイドを無視する場合があると考えられる．ま
た，2 名の被験者が「グループの設定・割り振り」時にガイドを利用して
いないことは，作業手順書における指示が適切ではなく，適切なタスクを
選択できなかったためだと考えられる． 
チュートリアルを利用した実験では，2 名の被験者が行う必要のない作
業 4 を行なっている．また，被験者 G 以外の被験者はチュートリアルを見
ながら作業を進めている．このことから，チュートリアルによる作業の場
合には，チュートリアルに従って作業を行う傾向があることが分かる． 
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実験結果を比較したところ，提案システムではガイドを無視する傾向が
あること，適切なタスクを見つけガイドを開始することが難しい場合があ
ることが確認された．チュートリアルの場合には指示に従って作業する傾
向があることが確認された．これらのことから，提案システムよりもチュ
ートリアルの方がタスクを探しやすい傾向にあると考えられ，チュートリ
アルが紙媒体であること，目次があるために全体の把握が容易になるため
だと推測できる． 
次に，被験者が提案システムを用いた設定作業を行った被験者 A～E の
アンケート結果を表 3.2-7 に示す．同様に，チュートリアルを用いて作業
を行った被験者 F，H，I，J のアンケート結果を表 3.2-8 に示す．また，回
答結果を「そう思う」を+2 点，「まあまあそう思う」を+1 点，「どちら
でもない」を 0 点，「あまりそう思わない」を-1 点，「そう思わない」を
-2 点として平均を求めている．また，「気づかなった」は計算には含めな
いこととする． 
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表 3.2-7 ガイドを用いた設定作業のアンケート結果 
質問  そう
思う
(+2)
まあ
まあ
そう
思う
(+1)
どち
らで
もな
い
(0)
あま
り思
わな
い  
(-1) 
そう
思わ
ない  
(-2) 
気づ
かな
かっ
た
平均
今回行なった作業は簡単だったと思いますか？  1 4 0 0 0  1.2
今回行なった作業の中で，ガイドは役に立ったと思い
ますか？  
4 1 0 0 0  1.8
新たな LMS を利用し始める場合に同様のガイドがあ
ると良いと思いますか？  
5 0 0 0 0  2 
今回行なった作業では，ガイドシステムにより利用目
的に応じた操作方法のガイドをメニュー形式で提示
していましが，このようなガイドメニューの提示方法
は選択しやすいものだったと思いますか？  
4 1 0 0 0 0 1.8
今回行なった作業では，ガイドシステムにより次に行
うべき操作箇所を強調表示していましたが，操作箇所
を判断する上で役に立ったと思いますか？  
4 0 1 0 0 0 1.6
このような説明の提示方法は見やすいと思います
か？   
2 2 0 0 1 0 0.8
説明の内容の文章は分かりやすい内容になっていた
と思いますか？   
3 2 0 0 0 0 1.6
今回行なった作業では，ガイドシステムによりプログ
レスバーにより進捗状況を表示していましたが，作業
を進める上で役に立ったと思いますか？  
0 2 1 1 0 1 0.25
 
表 3.2-8 チュートリアルを用いた設定作業のアンケート結果 
質問  そう
思う
(+2)
まあ
まあ
そう
思う
(+1)
どち
らで
もな
い
(0)
あま
り思
わな
い  
(-1) 
そう
思わ
ない  
(-2) 
平均
今回行なった作業は簡単だったと思いますか？  2 1 0 1 0 1 
今回行なった作業の中で，チュートリアルは役に立っ
たと思いますか？  
3 1 0 0 0 1.75
新たな LMS を利用し始める場合に同様のチュートリ
アルがあると良いと思いますか？  
3 1 0 0 0 1.75
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アンケート結果を比較したところ，「今回行った作業が簡単だと思いま
すか」という質問に対しては，ガイドを利用した場合の方がチュートリア
ルを利用した場合よりも高い平均となっている．これは，ガイドを利用し
た場合の方が，作業を容易に行えるという印象を得ることができたと考え
られる． 
次に，「ガイド/チュートリアルが役に立ったと思いますか」という質問，
および「新たな LMS を利用し始める場合に同様のガイド/チュートリアル
があると良いと思いますか」という質問でも，ガイドを利用した場合の方
がチュートリアルを利用した場合よりも高い平均となっている．これは，
予備実験よりも複雑な作業を行う上で，ガイドが役に立ち，提案システム
によるガイドが新たな LMS の利用を初める場合に役に立つと感じたと考
えられる． 
また，ガイドメニュー，強調表示方法，内容については，高い評価を得
られている．しかし，残りの機能については低い評価となっており，その
原因を自由記述結果から考察する． 
被験者が提案システムを用いた設定作業を行った被験者 A～E の自由記
述内容を表 3.2-9 に示す．なお，ご意見，ご要望において「同上」という
記述があったが，これは割愛する．同様に，チュートリアルを用いて作業
を行った被験者 F，H，I，J の自由記述内容を表 3.2-10 に示す．なお，ご
意見，ご要望において「特になし」という記述があったが，これは割愛す
る． 
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表 3.2-9 ガイドを用いた設定作業の自由記述 
質問  回答  
ガイドについて
良かった点があ
ればお書きくだ
さい．  
ガイドに従った通りに行えば良い点  
ガイドに従って操作をすれば何も考えずにやりたいことが実行できる
ので，簡単だった  
次に行うべき作業がよく分かる  
操作箇所を強調表示している  
全く初めて利用する場合にとても有効だと感じました．  
ガイドについて
良くなかった点
があればお書き
ください．  
進捗状況が操作完了した後でも 100%になっていないところ．ただこれ
は良し悪しだと思います．  
画面のどの位置に次の操作を示すガイドがあるのか分かりにくかった
作業が完了した後に，進捗状況をみると 100%になっていないことがあ
り，何か作業を間違ってしまったと思ってしまった．  
初めてこのガイドを利用するときガイドメニューのボタンを押して画
面上の変化は気づきにくい もし人の視線を注目しているところで一
言を提示してくれればもっと利用しやすい(とくに初めのとき) 
いちいち Home からガイドするのではなく，今いるページからのガイ
ドだとなお良かったです．また，操作内容が画面上のボタンや文と被
ってしまうことがあったのが気になりました．  
ご意見，ご要望が
ありましたらお
書きください．  
ガイドとして大変良いと思います．  
色を変更するだけでなく，動きをつければ次の操作位置が分かりやす
いと思う．例えば点滅する，波紋が現れるなど  
「サボテンの育て方」が地味に気になりました．「できるだけ声に出
しながら」とういのが若干やりづらかったです．  
 
表 3.2-10 チュートリアルを用いた設定作業の自由記述 
質問  回答  
チュートリアル
について良かっ
た点があればお
書きください．  
操作時に画像を対応させやすく，見やすかった  
index ではっきりと利用のための区分がよくされていたため目的によ
って使いやすかったと思います．  
作業内容がステップごとに丁寧に書かれていて，作業しやすかった．
目次がある事，操作の共通部分を省略していない所  
チュートリアル
について良くな
かった点があれ
ばお書きくださ
い．  
何度も同じ説明があり，混乱した  
とくになかったと思いますが，グループ設定の方法が最っとも後ろに
いたことです．  
マニュアル？の順番通りと誤解してしまい，チャットルームを作って
しまった．  
デジタルでないので，検索やジャンプができない所 各項目の順番(ユ
ーザ登録やグループ設定が手前にあった方が良かった) 
ご意見，ご要望が
ありましたらお
書きください．  
初めて使ったんですが，チュートリアルに従ってやったらかんたんに
できたと思います．  
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ガイドについて良かった点としては，操作箇所を強調表示していること，
全く初めて利用する場合にとても有効だと感じたことも上げらており，実
行結果から得た結果とも合致している．また，チュートリアルにおいても
index，もくじがあることが挙げられており，この機能がチュートリアルの
利点の一つと推測できる． 
しかし，ガイドの良くなかった点として，次の操作箇所が分かりにくい
ことが挙げられており，同じ被験者がアンケートにおいて，強調表示と操
作内容の提示方法に対して低い評価をしている．この被験者は，意見にお
いて，強調表示のために動きをつけることを提案していることから，操作
箇所と操作内容を見つけることが難しかったと考えられる．また，別な被
験者もガイドを開始する時に変化が気づきにくいことを上げており，改善
を検討する余地があると考えられる． 
また，ガイドの良くなかった点として，進捗状況の提示方法について触
れられている．これはアンケート結果とも合致し，進捗状況の提示方法に
ついて，改善を検討する余地があると考えられる．なお，ビデオを分析し
た結果，進捗状況が 100%にならないのは，作業を途中で取りやめた場合，
作業自体は完了しているが確認画面を開くところまでをガイドしている場
合が考えられ，100%にならないのは実験で設定したガイド通りの動作とな
る．今回の実験では，「グループの割り当て作業」において作業完了後に
確認画面を開くところまでをガイド，チュートリアルで示している．また，
終了後に別画面に移動した場合も，一度 100%になった進捗状況が変化す
るため，利用者が 100%になったことを確実に認識できるようにするため
の表示方法を考慮する余地があると考えられる． 
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3.3 既存研究との比較 
 序論でも述べたように，既存研究では，LMS が対象ではないものの実際
のアプリケーションの操作箇所を強調表示やメッセージなどを用いてガイ
ドすることで利用者の操作を誘導し，初期学習を促す方法が提案されてい
る．本節では，初期学習の支援を実現するために，ガイドを実現する機能
および，導入方法について，既存研究と比較し，提案システムの利点と欠
点，特徴を明らかにする． 
 
3.3.1 既存研究の概要 
 既存研究では，利用者の PC 上へのガイド用ソフトウェアの導入や Web
アプリケーションの改修によりガイド機能の導入を行なっている．そこで，
提案システムが提供するガイド機能が既存システムで実現されているもの
かどうか比較するために，ここでは，まず比較対象とする既存システムの
概要を述べる． 
 岡田らが提案する GUI ナビゲータ/GUI カバー[3]は，PC 上で動作するア
プリケーションに対して，操作すべき箇所の強調表示と操作内容を示すこ
と，操作画面を簡単な画面に置き換えることにより，PC 初心者にとっての
使いやすさの向上を目的としている． 
GUI ナビゲータは，アプリケーション自体にガイド機能を持っていなく
ても，アプリケーションの外部から誘導機能を追加可能という特徴を持つ．
また，操作手順は XML データにより保持するが，データ化を効率化する
ための操作手順レコーダも用意されている．GUI カバーは，アプリケーシ
ョン本来の画面を置き換え，基本的な機能だけに限定した画面を初心者に
見せる機能を持つ． 
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 また，GUI ナビゲータ/GUI カバーは対象アプリケーションの GUI を検
出しており，利用者の PC 環境への専用ソフトウェアの導入が必要となる． 
H. Lang らが提案する An Avatar-Based Help System [4] は，Web ページ上
で動作するヘルプシステムであり，アバターを用いているという特徴があ
る．アバターにより，操作箇所の強調表示と操作内容を示すこと，また利
用者に対する質疑応答の機能を持つ．このためのデータは XML により保
持している．また，An Avatar-Based Help System は，導入のために Web の
ページに JSP のコードを記載することで導入することができる． 
  
3.3.2 比較結果 
本節では，提案システムが提供する，操作箇所の強調表示と，操作内容
の提示，および実装方法について，提案システムと既存システムとの比較
を行い，提案システムの利点と欠点，特徴を明らかにする．比較する機能
は，本研究で提案するシステムで必要と考え設計・実装した機能，および
既存研究において特徴的な機能について比較を行う． 既存研究では，ガイ
ドに相当する機能として，操作箇所を示すことや操作内容を示す方法が行
われている．これらの機能は，提案システムでも利用しており，ガイドを
実現するための機能として利用している．また，岡田らの提案システムで
は，目的とする作業に必要な操作箇所のみを提示し，それ以外を隠蔽する
方法が取られていた．本研究で提案するシステムでは，このような方法は
取っていない．また，H. Lang らが提案するシステムでは，質疑応答を行
う機能を備えている．より効率的な LMS 操作の初期学習を行うためには，
今後これらの機能の効果を検討する必要がある．既存研究と提案手法の機
能比較を表 3.3-1 に示す．  
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表 3.3-1 既存システムと提案システムとの機能比較 
ガイド機能  GUI ナビゲータ
/GUI カバー  
An Avatar-Based
Help System 
提案手法  
操作箇所の強調表示  ○  ○  ○  
操作内容の提示  ○  ○  ○  
進捗状況の提示  ☓  ☓  ○  
不要な箇所の隠蔽  ○  ☓  ☓  
質疑応答  ☓  ○  ☓  
 
また，導入方法による違いでは，岡田らの提案システムでは，ガイドを
導入するために，利用者の PC に専用ソフトウェアをインストールする必
要がある．H. Lang らが提案するシステムでは，LMS の Web アプリケーシ
ョンの改修が必要となる．それらに対して，本研究で提案するシステムで
は，LMS を改修することなくガイド機能を導入することが可能である．こ
れはガイド機能の導入を容易にする上では利点と考えられる．しかし，岡
田らの提案システムでは，ガイドを定義するデータを効率的に作成するた
めの操作手順レコーダが用意されており，本研究で提案するシステムにお
いても，導入の容易にするために検討する必要があると考えられる．導入
手法についての比較を表 3.3-2 に示す． 
 
表 3.3-2 既存システムと提案システムとの導入手法比較 
ガイド機能  GUI ナビゲータ
/GUI カバー  
An Avatar-Based 
Help System 
提案手法  
PC へのソフトウェアの導入  必要   (不要)* 
アプリケーションの改修   必要  不要  
操作手順のデータの作成支援 ○  ☓  ☓  
*一部，Web ブラウザプラグインの導入が必要な場合あり  
 
また，本研究で提案するガイドシステムでは，2 章で示したようにガイ
ドシステムを LMS ごとに用意するのではなく，1 つのガイドシステムで複
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数の LMS に適用可能なように設計しており，2.6 節に示したように Sakai
と Moodle で動作を確認している．このため，既存研究よりも導入は容易
になると考えられる．また，ガイドを定義するデータの作成が必要となる
が，これは既存研究でも同様と考えられる．本研究で提案する手法でガイ
ドを定義するには，操作箇所の特定と操作内容を把握する必要がある．こ
のために必要となる作業量はチュートリアルを作成する時に必要な作業量
と同等と考えられる．しかし，本研究で提案する XML 形式のガイド定義
データにするためには，HTML に関する技術が必要となるため，チュート
リアルを作成するよりも高い技術力が求められると考えられる． 
 
3.4 まとめ 
評価実験を通して，LMS の改修を行わないという制限の元で作成したプ
ロトタイプシステムを用いて，利用者がタスクを選択することで操作をガ
イドすることが可能なことが確認された．しかし，チュートリアルの方が，
もくじや紙媒体であることの視認性により，作業目的に対して指示内容を
選ぶ機能が優れている可能性がある． 
また，ガイドの各機能についても，一部を除いて高い評価を得ることが
でき，新たな LMS を利用する場合に同様のガイドがあることを望まれる
結果となった．しかし，一部の機能は必ずしも想定通りに動作していると
は言えず，今後の検討が必要と考えられる．また，ガイドする内容につい
ても操作箇所だけでなく，利用者が不安を覚える箇所に関しては説明が必
要なことが判明した． 
既存研究との比較検討の結果，ガイドのための操作箇所の強調表示と操
作内容を示す機能を備えていることを確認した．一方，一部の既存研究に
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おいては，目的とする作業に不要な操作箇所を利用者から隠蔽する方法が
取られている．また，別の既存研究では，質疑応答機能が用意されている．
今後，効果的な LMS 操作の初期学習を支援するためには，これらの機能
を検討することが必要となる． 
また，既存研究では，ガイドを実装するために，PC にガイド用の専用ソ
フトウェアをインストールするか，対象とする Web システムの改修が必要
となる．これに対して，提案システムでは，LMS の改修を行わずにガイド
機能を導入可能という特徴を持つ． 
また，本研究で提案する手法では，一つのガイドシステムで複数の LMS
に対応することが可能だが，ガイドを定義する段階でチュートリアルを作
成するよりも高い技術力が必要となっている． 
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第4章 結論 
4.1 本研究のまとめ 
本研究では，LMS 操作の初期学習を支援するために，LMS の改修を必
要としないガイドシステムの提案を行った．初期学習は教員と TA が行い，
初期学習の支援は LMS の管理運用を行う部局，または，学内の情報シス
テムの運用部署が行うこととした． 
ガイドシステムのために必要な設計を行い，LMS とは別のサーバを用い
てガイドの実現に必要なプログラムとデータを配信し，クライアントであ
る Web ブラウザ上で組み込むこととした．ガイドを実現するプログラムで
あるガイドツールの追加方法の検討と設計を行い，リバースプロキシと
Web ブラウザプラグインを利用して追加する方法を設計した．これにより
稼働中の LMS を改修することなく任意のガイドを追加，提供できる．ガ
イド機能の設計を行い，LMS の操作画面上に初期学習用のタスクからなる
ガイドメニューを配置し，利用者のタスク選択によりガイドを開始し，操
作箇所の強調表示とメッセージにより利用者の操作をガイドすることとし
た．また，ガイド定義データの設計を行い，必要な情報の選定と保持の方
法，ガイド定義データからガイドを生成する方法を設計した． 
設計をもとにガイドシステムの実装とガイドデータの作成を行い，動作
を確認した．実装したガイドシステムにより，LMS の改修を要せずにガイ
ドを追加可能なことが確認された．また，複数の LMS に対して一つの提
案システムで対応することが可能であるが，チュートリアルを作成するよ
りも高い技術力が必要となる．また，評価実験を行い，LMS 上でガイドを
実行可能なことが確認された．本研究により，LMS へのガイドシステム導
入が容易になることで，LMS 操作の初期学習支援が期待できる． 
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4.2 今後の課題 
評価実験の結果，並びに今後解決するべき課題も明らかになった． 
まず，予備実験および評価実験の結果から，LMS の画面内に追加したガ
イドメニュー自体を見つけにくい問題，進捗状況，特に作業が完了したこ
とを知らせることが難しい問題が確認された．ガイドの内容についても，
必要な操作箇所だけでは利用者に不安を与えることが確認された．このた
め，LMS 操作の初期学習を支援する上で，ガイドする内容についても適切
か検討する必要がある． 
既存研究と比較検討した結果，操作に必要とする操作箇所のみに限定す
る機能や，質疑応答機能などの本研究では提案していない機能が用意され
ていることが確認された．これらの機能が，LMS 操作の初期学習を支援す
る上でどのように利用できるのか，提案システムと同様に LMS に改修を
行わないという制限のもとで利用できる機能かどうか検討する必要がある．
また，ガイドを定義するデータを効率的に作成する方法についても用意さ
れており，本研究においても同様の機能により効率化できると予測される． 
また，本研究での提案システムにより LMS への適用可能性の確認と，
ガイドが可能なことは確認されたが，LMS 操作の初期学習の効果について
は確認できていない．初期学習の支援を行うにあたり，提案システムを用
いた場合の初期学習の効果について確認する必要がある． 
また，ガイド定義データの設計において省略時の値を設定していること
など，実用化に向けて再検討が必要である． 
今後，上記した課題を解決し，LMS 操作の初期学習の支援の効果を確認
することが期待される． 
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動作確認用ガイド定義データ(抜粋) 
<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?> 
<root> 
 <label>ガイドメニュー</label> 
 <style css="sunny">top:370px;left:1650px;</style> 
 <progress>進捗状況   </progress> 
  
 <task> 
  <title>課題の作成</title> 
  <color>Red</color> 
  <item> 
   <pathname>undefined</pathname> 
   <selector>#page-header div.navbar div.breadcrumb ul li a:first</selector> 
   <comment place="bottom">ガイドを外れました．「Home」をクリックして下さい．</comment> 
  </item> 
  <item> 
   <pathname order="0">/moodle/</pathname> 
   <selector>#page-header.clearfix div.headermenu:has(div.logininfo a[href*='moodle/login/index.php'])</selector> 
   <comment place="right">「Login(ログイン)」をクリックして下さい</comment> 
  </item> 
  <item> 
   <pathname order="1">/moodle/login/index.php</pathname> 
   <selector>#username</selector> 
   <comment place="top">①「Username(ユーザ名)」と¥n「Password(パスワード)」を入力して下さい</comment> 
  </item> 
  <item> 
   <pathname order="1">/moodle/login/index.php</pathname> 
   <selector>#password</selector> 
   <comment></comment> 
  </item> 
  <item> 
   <pathname order="1">/moodle/login/index.php</pathname> 
   <selector>#loginbtn</selector> 
   <comment>②「Login(ログイン)」をクリックして下さい</comment> 
  </item> 
  <item> 
   <pathname order="2">/moodle/</pathname> 
   <selector>#inst4.block_navigation div.content ul.block_tree li.type_unknown ul li.type_setting p.tree_item 
a[href*='/moodle/my/']</selector> 
   <comment>「マイホーム」をクリックして下さい</comment> 
  </item> 
  <item> 
   <pathname order="2">/moodle/my/</pathname> 
   <selector>div.block_course_overview div.content div.box h3.main a</selector> 
   <comment>編集するコース名を選択してください</comment> 
  </item> 
  <item> 
   <pathname order="2">/moodle/course/view.php</pathname> 
   <selector>#settingsnav.box ul.block_tree li.type_course ul li.type_setting p.tree_item 
動作確認用ガイド定義データ(抜粋) 
a[href*='/moodle/course/view.php'][href*='edit=on']</selector> 
   <comment>「編集モードの開始」をクリックして下さい</comment> 
  </item> 
  <item> 
   <pathname order="3">/moodle/course/view.php</pathname> 
   <selector>#region-main div.region-content div.course-content ul.weeks li.section div.content div.visibleifjs div.mdl-right 
div.section-modchooser span.section-modchooser-link a span.section-modchooser-text</selector> 
   <comment place="top">①編集を行う回の「活動またはリソースを追加する」をクリックして下さい</comment> 
  </item>    
  <item> 
   <pathname order="3">/moodle/course/view.php</pathname> 
   <selector>form#chooserform div.options div.alloptions div.option label:eq(7)</selector> 
   <comment place="right">②「課題」を選択して下さい</comment> 
  </item>  
  <item> 
   <pathname order="3">/moodle/course/view.php</pathname> 
   <selector>input#submitbutton</selector> 
   <comment place="right">③「追加」をクリックして下さい</comment> 
  </item>  
  <item> 
   <pathname order="4">/moodle/course/modedit.php</pathname> 
   <selector>input#id_name</selector> 
   <comment place="top">①「課題名」を入力して下さい</comment> 
  </item> 
  <item> 
   <pathname order="4">/moodle/course/modedit.php</pathname> 
   <selector>table#id_introeditor_tbl.mceLayout</selector> 
   <comment place="right">②「課題説明」を入力して下さい</comment> 
  </item> 
  <item> 
   <pathname order="4">/moodle/course/modedit.php</pathname> 
   <selector>input#id_submitbutton</selector> 
   <comment>③「保存して表示する」をクリックして下さい</comment> 
  </item> 
  <item> 
   <pathname order="5">/moodle/mod/assign/view.php</pathname> 
   <selector>div#region-main div.region-content</selector> 
   <comment place="bottom">「課題の作成」は終了です．</comment> 
  </item> 
 </task> 
 
 <task> 
  <title>Sakai 動作検証用¥n 課題の作成</title> 
  <color>Red</color> 
  <item> 
   <pathname>undefined</pathname> 
   <selector>ul#siteLinkList li</selector> 
   <comment place="top">ガイドを外れました．編集するコースをクリックして下さい．</comment> 
動作確認用ガイド定義データ(抜粋) 
  </item> 
  <item> 
   <pathname order="0">/portal/</pathname> 
   <selector>#mastLogin:has(form#loginForm)</selector> 
   <comment place="bottom">ユーザ ID とパスワードを入力して，「ログイン」をクリックして下さい．</comment> 
  </item> 
  <item> 
   <pathname order="0">/portal</pathname> 
   <selector>#mastLogin:has(form#loginForm)</selector> 
   <comment place="bottom">ユーザ ID とパスワードを入力して，「ログイン」をクリックして下さい．</comment> 
  </item> 
  <item> 
   <pathname order="1">/portal/</pathname> 
   <selector>ul#siteLinkList li</selector> 
   <comment place="top">編集するコースをクリックして下さい．</comment> 
  </item> 
  <item> 
   <pathname order="1">/portal</pathname> 
   <selector>ul#siteLinkList li</selector> 
   <comment place="top">編集するコースをクリックして下さい．</comment> 
  </item> 
  <item> 
   <pathname order="2">/portal/site/test</pathname> 
   <selector>div#toolMenu ul li a.icon-sakai-assignment-grades</selector> 
   <comment>「Assignments」をクリックして下さい．</comment> 
  </item> 
  <item> 
   <pathname order="2">/portal/site/test/page/382e45a6-fe6a-4c99-9b6a-5a38c335f004</pathname> 
   <selector iframe=":eq(0)" >html body div.portletBody ul.navIntraTool li.firstToolBarItem:has(a)</selector> 
   <comment>「追加」をクリックして下さい．</comment> 
  </item> 
  <item> 
   <pathname order="3">/portal/site/test/page/382e45a6-fe6a-4c99-9b6a-5a38c335f004</pathname> 
   <selector iframe=":eq(0)" >input#new_assignment_title</selector> 
   <comment>①「Title」を入力して下さい．</comment> 
  </item> 
  <item> 
   <pathname order="3">/portal/site/test/page/382e45a6-fe6a-4c99-9b6a-5a38c335f004</pathname> 
   <selector iframe=":eq(0)" >html body div.portletBody form div.longtext table</selector> 
   <comment>②「課題説明」を入力して下さい．</comment> 
  </item> 
  <item> 
   <pathname order="3">/portal/site/test/page/382e45a6-fe6a-4c99-9b6a-5a38c335f004</pathname> 
   <selector iframe=":eq(0)" >html body div.portletBody form div.act input.active</selector> 
   <comment>③「投稿」をクリックしたら，「Sakai 動作検証用課題の作成」は終了です．</comment> 
  </item> 
 </task> 
</root>
Moodle 用リバースプロキシ型ガイドシステム動作確認表 
機能 1: ガイドメニューの提示 
概要 ガイドメニューを表示し，ガイドメニュー内にタスクの一覧を表示する 
入力項目 なし 
操作方法 URL にアクセス 
URL https://www2.stein.cite.tohoku.ac.jp/moodle/ 
ユーザ ログイン不要 
検証 1: ガイドツールの読み込み 
検証方法 URL にアクセス 
想定した実行結果 ”ガイドメニュー”のタイトル”ガイドメニュー”を表示する． 
試験結果 OK 
不具合の理由 - 
対策 - 
検証 2: ガイド定義データの読み込み 
検証方法 URL にアクセス 
想定した実行結果 ”課題の作成”ボタンを表示する 
試験結果 OK 
不具合の理由 - 
対策 - 
機能 2: タスクの選択 
概要 タスクを選択することで，強調表示とメッセージの提示を行う． 
入力項目 なし 
操作方法 ガイドメニュー内の”課題の作成”ボタンをクリックする 
URL https://www2.stein.cite.tohoku.ac.jp/moodle/ 
ユーザ ログイン不要 
検証 1: タスクの開始 
検証方法 ”課題の作成”ボタンをクリックする 
想定した実行結果 ”課題の作成”ボタンの周りを太い赤色で縁取り表示する 
想定した画面遷移 なし 
試験結果 OK 
不具合の理由 - 
対策 - 
検証 2: 進捗状況の確認   
検証方法 検証 1 からの継続 
想定した実行結果 進捗状況は 0%と表示される 
試験結果 OK 
不具合の理由 - 
対策 - 
検証 3: 強調表示とメッセージの確認   
検証方法 検証 1 からの継続 
想定した実行結果 強調表示箇所の周りの縁取りを太い赤色で表示し，メッセージを表示する． 
想定した強調表示箇所 ”あなたはログインしていません．(ログイン)日本語(ja)”の周り 
想定したメッセージ 「Login(ログイン)」をクリックして下さい 
試験結果 OK 
不具合の理由 - 
対策 - 
機能 2: タスクの継続 1 
Moodle 用リバースプロキシ型ガイドシステム動作確認表 
概要 画面遷移後の画面でにガイドが継続されることを確認する 
入力項目 なし 
操作方法 「ログイン」をクリックする 
URL https://www2.stein.cite.tohoku.ac.jp/moodle/ 
ユーザ ログイン不要 
検証 1: 画面遷移時のガイド継続 
検証方法 「ログイン」をクリックする 
想定した実行結果 画面遷移し，”課題の作成”ボタンの周りを太い赤色で縁取り表示する 
想定した画面遷移 https://www2.stein.cite.tohoku.ac.jp/moodle/login/index.php 
試験結果 OK 
不具合の理由 - 
対策 - 
検証 2: 進捗状況の確認   
検証方法 検証 1 からの継続 
想定した実行結果 進捗状況は 20%と表示される 
試験結果 OK 
不具合の理由 - 
対策 - 
検証 3: 強調表示とメッセージの確認
1 
  
検証方法 検証 1 からの継続 
想定した実行結果 強調表示箇所の周りの縁取りを太い赤色で表示し，メッセージを表示する． 
想定した強調表示箇所 「ユーザ名」の入力箇所と，「パスワード」の入力箇所の周り 
想定したメッセージ ①「Username(ユーザ名)」と「Password(パスワード)」を入力して下さい 
試験結果 OK 
不具合の理由 - 
対策 - 
検証 3: 強調表示とメッセージの確認
2 
  
検証方法 検証 1 からの継続 
想定した実行結果 強調表示箇所の周りの縁取りを太い赤色で表示し，メッセージを表示する． 
想定した強調表示箇所 「ログイン」ボタンの周り 
想定したメッセージ ②「Login(ログイン)」をクリックして下さい 
試験結果 OK 
不具合の理由 - 
対策 - 
機能 2: タスクの継続 2 
概要 画面遷移後の画面でにガイドが継続されることを確認する 
入力項目 ユーザ名「kyouin1」，パスワード「Kyouin1!」 
操作方法 ”kyouin1”でログインする 
URL https://www2.stein.cite.tohoku.ac.jp/moodle/login/index.php 
ユーザ kyouin1 
検証 1: 画面遷移時のガイド継続 
検証方法 ユーザ名「kyouin1」，パスワード「Kyouin1!」を入力し，「ログイン」をクリックする 
想定した実行結果 画面遷移し，”課題の作成”ボタンの周りを太い赤色で縁取り表示する 
想定した画面遷移 https://www2.stein.cite.tohoku.ac.jp/moodle/ 
Moodle 用リバースプロキシ型ガイドシステム動作確認表 
試験結果 OK 
不具合の理由 - 
対策 - 
検証 2: 進捗状況の確認   
検証方法 検証 1 からの継続 
想定した実行結果 進捗状況は 40%と表示される 
試験結果 OK 
不具合の理由 - 
対策 - 
検証 3: 強調表示とメッセージの確認
1 
  
検証方法 検証 1 からの継続 
想定した実行結果 強調表示箇所の周りの縁取りを太い赤色で表示し，メッセージを表示する． 
想定した強調表示箇所 「マイホーム」リンクの周り 
想定したメッセージ 「マイホーム」をクリックして下さい 
試験結果 OK 
不具合の理由 - 
対策 - 
機能 2: タスクの継続 3 
概要 画面遷移後の画面でにガイドが継続されることを確認する 
入力項目 なし 
操作方法 「マイホーム」をクリックする 
URL https://www2.stein.cite.tohoku.ac.jp/moodle/ 
ユーザ kyouin1 
検証 1: 画面遷移時のガイド継続 
検証方法 「マイホーム」をクリックする 
想定した実行結果 画面遷移し，”課題の作成”ボタンの周りを太い赤色で縁取り表示する 
想定した画面遷移 https://www2.stein.cite.tohoku.ac.jp/moodle/my/ 
試験結果 OK 
不具合の理由 - 
対策 - 
検証 2: 進捗状況の確認   
検証方法 検証 1 からの継続 
想定した実行結果 進捗状況は 40%と表示される 
試験結果 OK 
不具合の理由 - 
対策 - 
検証 3: 強調表示とメッセージの確認
1 
  
検証方法 検証 1 からの継続 
想定した実行結果 強調表示箇所の周りの縁取りを太い赤色で表示し，メッセージを表示する． 
想定した強調表示箇所 各コース名の周り(複数箇所) 
想定したメッセージ 編集するコース名を選択してください 
試験結果 OK 
不具合の理由 - 
対策 - 
Moodle 用リバースプロキシ型ガイドシステム動作確認表 
機能 2: タスクの継続 4 
概要 画面遷移後の画面でにガイドが継続されることを確認する 
入力項目 なし 
操作方法 「評価実験用コース」をクリックする 
URL https://www2.stein.cite.tohoku.ac.jp/moodle/my/ 
ユーザ kyouin1 
検証 1: 画面遷移時のガイド継続 
検証方法 「評価実験用コース」をクリックする 
想定した実行結果 画面遷移し，”課題の作成”ボタンの周りを太い赤色で縁取り表示する 
想定した画面遷移 https://www2.stein.cite.tohoku.ac.jp/moodle/course/view.php 
試験結果 OK 
不具合の理由 - 
対策 - 
検証 2: 進捗状況の確認   
検証方法 検証 1 からの継続 
想定した実行結果 進捗状況は 40%と表示される 
試験結果 OK 
不具合の理由 - 
対策 - 
検証 3: 強調表示とメッセージの確認
1 
  
検証方法 検証 1 からの継続 
想定した実行結果 強調表示箇所の周りの縁取りを太い赤色で表示し，メッセージを表示する． 
想定した強調表示箇所 「編集モードの開始」リンクの周り 
想定したメッセージ 「編集モードの開始」をクリックして下さい 
試験結果 OK 
不具合の理由 - 
対策 - 
機能 2: タスクの継続 5 
概要 画面遷移後の画面でにガイドが継続されることを確認する 
入力項目 なし 
操作方法 「編集モードの開始」をクリックする 
URL https://www2.stein.cite.tohoku.ac.jp/moodle/course/view.php 
ユーザ kyouin1 
検証 1: 画面遷移時のガイド継続 
検証方法 「編集モードの開始」をクリックする 
想定した実行結果 画面遷移し，”課題の作成”ボタンの周りを太い赤色で縁取り表示する 
想定した画面遷移 https://www2.stein.cite.tohoku.ac.jp/moodle/course/view.php 
試験結果 OK 
不具合の理由 - 
対策 - 
検証 2: 進捗状況の確認   
検証方法 検証 1 からの継続 
想定した実行結果 進捗状況は 60%と表示される 
試験結果 OK 
不具合の理由 - 
Moodle 用リバースプロキシ型ガイドシステム動作確認表 
対策 - 
検証 3: 強調表示とメッセージの確認
1 
  
検証方法 検証 1 からの継続 
想定した実行結果 強調表示箇所の周りの縁取りを太い赤色で表示し，メッセージを表示する． 
想定した強調表示箇所 各回の「活動またはリソースを追加する」リンクの周り 
想定したメッセージ ①編集を行う回の「活動またはリソースを追加する」をクリックして下さい 
試験結果 OK 
不具合の理由 - 
対策 - 
検証 4: ポップアップウィンドウでのガイド継続 
検証方法 12/17-12/23 の回の「活動またはリソースを追加する」をクリックする 
想定した実行結果 
ポップアップウィンドウが表示され，強調表示箇所の周りの縁取りを太い赤色で表示
し， 
メッセージを表示する． 
想定した強調表示箇所 ポップアップウィンドウ内の「課題」の周り 
想定したメッセージ ②「課題」を選択して下さい 
試験結果 OK 
不具合の理由 - 
対策 - 
検証 5: 強調表示とメッセージの確認
1 
  
検証方法 検証 4 からの継続 
想定した実行結果 強調表示箇所の周りの縁取りを太い赤色で表示し，メッセージを表示する． 
想定した強調表示箇所 ポップアップウィンドウ内の「追加」ボタンの周り 
想定したメッセージ ③「追加」をクリックして下さい 
試験結果 OK 
不具合の理由 - 
対策 - 
機能 2: タスクの継続 6 
概要 画面遷移後の画面でにガイドが継続されることを確認する 
入力項目 なし 
操作方法 「課題」をクリックし，「追加」をクリックする 
URL https://www2.stein.cite.tohoku.ac.jp/moodle/course/view.php 
ユーザ kyouin1 
検証 1: 画面遷移時のガイド継続 
検証方法 
12/17-12/23 の回の「活動またはリソースを追加する」をクリックし，「課題」をクリック
し，「追加」をクリックする 
想定した実行結果 画面遷移し，”課題の作成”ボタンの周りを太い赤色で縁取り表示する 
想定した画面遷移 https://www2.stein.cite.tohoku.ac.jp/moodle/course/modedit.php 
試験結果 OK 
不具合の理由 - 
対策 - 
検証 2: 進捗状況の確認   
検証方法 検証 1 からの継続 
想定した実行結果 進捗状況は 80%と表示される 
Moodle 用リバースプロキシ型ガイドシステム動作確認表 
試験結果 OK 
不具合の理由 - 
対策 - 
検証 3: 強調表示とメッセージの確認
1 
  
検証方法 検証 1 からの継続 
想定した実行結果 強調表示箇所の周りの縁取りを太い赤色で表示し，メッセージを表示する． 
想定した強調表示箇所 「課題名」の入力箇所の周り 
想定したメッセージ ①「課題名」を入力して下さい 
試験結果 OK 
不具合の理由 - 
対策 - 
検証 4: 強調表示とメッセージの確認
2 
  
検証方法 検証 1 からの継続 
想定した実行結果 強調表示箇所の周りの縁取りを太い赤色で表示し，メッセージを表示する． 
想定した強調表示箇所 「課題説明」の入力箇所の周り 
想定したメッセージ ②「課題説明」を入力して下さい 
試験結果 OK 
不具合の理由 - 
対策 - 
検証 5: 強調表示とメッセージの確認
3 
  
検証方法 検証 1 からの継続 
想定した実行結果 強調表示箇所の周りの縁取りを太い赤色で表示し，メッセージを表示する． 
想定した強調表示箇所 「保存して表示する」ボタンの周り 
想定したメッセージ ③「保存して表示する」をクリックして下さい 
試験結果 OK 
不具合の理由 - 
対策 - 
機能 2: タスクの継続 6 
概要 画面遷移後の画面でにガイドが継続されることを確認する 
入力項目 「課題名」に文字列「課題名」，「課題説明」に文字列「課題説明」を入力 
操作方法 「課題」を作成する 
URL https://www2.stein.cite.tohoku.ac.jp/moodle/course/modedit.php 
ユーザ kyouin1 
検証 1: 画面遷移時のガイド継続 
検証方法 
「課題名」に文字列「課題名」，「課題説明」に文字列「課題説明」を入力し， 
「保存して表示する」をクリックする 
想定した実行結果 画面遷移し，”課題の作成”ボタンの周りを太い赤色で縁取り表示する 
想定した画面遷移 https://www2.stein.cite.tohoku.ac.jp/moodle/mod/assign/view.php 
試験結果 OK 
不具合の理由 - 
対策 - 
検証 2: 進捗状況の確認   
検証方法 検証 1 からの継続 
Moodle 用リバースプロキシ型ガイドシステム動作確認表 
想定した実行結果 進捗状況は 100%と表示される 
試験結果 OK 
不具合の理由 - 
対策 - 
検証 3: 強調表示とメッセージの確認
1 
  
検証方法 検証 1 からの継続 
想定した実行結果 強調表示箇所の周りの縁取りを太い赤色で表示し，メッセージを表示する． 
想定した強調表示箇所 課題の概要の全体 
想定したメッセージ 「課題の作成」は終了です． 
試験結果 OK 
不具合の理由 - 
対策 - 
機能 3: ガイドが外れた場合の復帰機能 
概要 
ガイドの実施中にガイドとは違うページにアクセスした場合に，HOME 画面への誘導
を行う． 
入力項目 なし 
操作方法 「参加者」をクリックする 
URL https://www2.stein.cite.tohoku.ac.jp/moodle/mod/assign/view.php 
ユーザ kyouin1 
検証 1: 画面遷移時のガイド継続 
検証方法 「参加者」をクリックする 
想定した実行結果 画面遷移し，”課題の作成”ボタンの周りを太い赤色で縁取り表示する 
想定した画面遷移 https://www2.stein.cite.tohoku.ac.jp/moodle/user/index.php 
試験結果 OK 
不具合の理由 - 
対策 - 
検証 2: 進捗状況の確認   
検証方法 検証 1 からの継続 
想定した実行結果 進捗状況は 0%と表示される 
試験結果 OK 
不具合の理由 - 
対策 - 
検証 3: 強調表示とメッセージの確認
1 
  
検証方法 検証 1 からの継続 
想定した実行結果 強調表示箇所の周りの縁取りを太い赤色で表示し，メッセージを表示する． 
想定した強調表示箇所 ”Home”リンクの周り 
想定したメッセージ ガイドを外れました．「Home」をクリックして下さい． 
試験結果 OK 
不具合の理由 - 
対策 - 
Moodle 用 Web ブラウザプラグイン型ガイドシステム動作確認表 
機能 1: ガイドメニューの提示 
概要 ガイドメニューを表示し，ガイドメニュー内にタスクの一覧を表示する 
入力項目 なし 
操作方法 URL にアクセス 
URL https://zwei.stein.cite.tohoku.ac.jp/moodle/ 
ユーザ ログイン不要 
検証 1: ガイドツールの読み込み 
検証方法 URL にアクセス 
想定した実行結果 ”ガイドメニュー”のタイトル”ガイドメニュー”を表示する． 
試験結果 OK 
不具合の理由 - 
対策 - 
検証 2: ガイド定義データの読み込み 
検証方法 URL にアクセス 
想定した実行結果 ”課題の作成”ボタンを表示する 
試験結果 OK 
不具合の理由 - 
対策 - 
機能 2: タスクの選択 
概要 タスクを選択することで，強調表示とメッセージの提示を行う． 
入力項目 なし 
操作方法 ガイドメニュー内の”課題の作成”ボタンをクリックする 
URL https://zwei.stein.cite.tohoku.ac.jp/moodle/ 
ユーザ ログイン不要 
検証 1: タスクの開始 
検証方法 ”課題の作成”ボタンをクリックする 
想定した実行結果 ”課題の作成”ボタンの周りを太い赤色で縁取り表示する 
想定した画面遷移 なし 
試験結果 OK 
不具合の理由 - 
対策 - 
検証 2: 進捗状況の確認   
検証方法 検証 1 からの継続 
想定した実行結果 進捗状況は 0%と表示される 
試験結果 OK 
不具合の理由 - 
対策 - 
検証 3: 強調表示とメッセージの確認   
検証方法 検証 1 からの継続 
想定した実行結果 強調表示箇所の周りの縁取りを太い赤色で表示し，メッセージを表示する． 
想定した強調表示箇所 ”あなたはログインしていません．(ログイン)日本語(ja)”の周り 
想定したメッセージ 「Login(ログイン)」をクリックして下さい 
試験結果 OK 
不具合の理由 - 
対策 - 
機能 2: タスクの継続 1 
Moodle 用 Web ブラウザプラグイン型ガイドシステム動作確認表 
概要 画面遷移後の画面でにガイドが継続されることを確認する 
入力項目 なし 
操作方法 「ログイン」をクリックする 
URL https://zwei.stein.cite.tohoku.ac.jp/moodle/ 
ユーザ ログイン不要 
検証 1: 画面遷移時のガイド継続 
検証方法 「ログイン」をクリックする 
想定した実行結果 画面遷移し，”課題の作成”ボタンの周りを太い赤色で縁取り表示する 
想定した画面遷移 https://zwei.stein.cite.tohoku.ac.jp/moodle/login/index.php 
試験結果 OK 
不具合の理由 - 
対策 - 
検証 2: 進捗状況の確認   
検証方法 検証 1 からの継続 
想定した実行結果 進捗状況は 20%と表示される 
試験結果 OK 
不具合の理由 - 
対策 - 
検証 3: 強調表示とメッセージの確認
1 
  
検証方法 検証 1 からの継続 
想定した実行結果 強調表示箇所の周りの縁取りを太い赤色で表示し，メッセージを表示する． 
想定した強調表示箇所 「ユーザ名」の入力箇所と，「パスワード」の入力箇所の周り 
想定したメッセージ ①「Username(ユーザ名)」と「Password(パスワード)」を入力して下さい 
試験結果 OK 
不具合の理由 - 
対策 - 
検証 3: 強調表示とメッセージの確認
2 
  
検証方法 検証 1 からの継続 
想定した実行結果 強調表示箇所の周りの縁取りを太い赤色で表示し，メッセージを表示する． 
想定した強調表示箇所 「ログイン」ボタンの周り 
想定したメッセージ ②「Login(ログイン)」をクリックして下さい 
試験結果 OK 
不具合の理由 - 
対策 - 
機能 2: タスクの継続 2 
概要 画面遷移後の画面でにガイドが継続されることを確認する 
入力項目 ユーザ名「kyouin1」，パスワード「Kyouin1!」 
操作方法 ”kyouin1”でログインする 
URL https://zwei.stein.cite.tohoku.ac.jp/moodle/login/index.php 
ユーザ kyouin1 
検証 1: 画面遷移時のガイド継続 
検証方法 ユーザ名「kyouin1」，パスワード「Kyouin1!」を入力し，「ログイン」をクリックする 
想定した実行結果 画面遷移し，”課題の作成”ボタンの周りを太い赤色で縁取り表示する 
想定した画面遷移 https://zwei.stein.cite.tohoku.ac.jp/moodle/ 
Moodle 用 Web ブラウザプラグイン型ガイドシステム動作確認表 
試験結果 OK 
不具合の理由 - 
対策 - 
検証 2: 進捗状況の確認   
検証方法 検証 1 からの継続 
想定した実行結果 進捗状況は 40%と表示される 
試験結果 OK 
不具合の理由 - 
対策 - 
検証 3: 強調表示とメッセージの確認
1 
  
検証方法 検証 1 からの継続 
想定した実行結果 強調表示箇所の周りの縁取りを太い赤色で表示し，メッセージを表示する． 
想定した強調表示箇所 「マイホーム」リンクの周り 
想定したメッセージ 「マイホーム」をクリックして下さい 
試験結果 OK 
不具合の理由 - 
対策 - 
機能 2: タスクの継続 3 
概要 画面遷移後の画面でにガイドが継続されることを確認する 
入力項目 なし 
操作方法 「マイホーム」をクリックする 
URL https://zwei.stein.cite.tohoku.ac.jp/moodle/ 
ユーザ kyouin1 
検証 1: 画面遷移時のガイド継続 
検証方法 「マイホーム」をクリックする 
想定した実行結果 画面遷移し，”課題の作成”ボタンの周りを太い赤色で縁取り表示する 
想定した画面遷移 https://zwei.stein.cite.tohoku.ac.jp/moodle/my/ 
試験結果 OK 
不具合の理由 - 
対策 - 
検証 2: 進捗状況の確認   
検証方法 検証 1 からの継続 
想定した実行結果 進捗状況は 40%と表示される 
試験結果 OK 
不具合の理由 - 
対策 - 
検証 3: 強調表示とメッセージの確認
1 
  
検証方法 検証 1 からの継続 
想定した実行結果 強調表示箇所の周りの縁取りを太い赤色で表示し，メッセージを表示する． 
想定した強調表示箇所 各コース名の周り(複数箇所) 
想定したメッセージ 編集するコース名を選択してください 
試験結果 OK 
不具合の理由 - 
対策 - 
Moodle 用 Web ブラウザプラグイン型ガイドシステム動作確認表 
機能 2: タスクの継続 4 
概要 画面遷移後の画面でにガイドが継続されることを確認する 
入力項目 なし 
操作方法 「評価実験用コース」をクリックする 
URL https://zwei.stein.cite.tohoku.ac.jp/moodle/my/ 
ユーザ kyouin1 
検証 1: 画面遷移時のガイド継続 
検証方法 「評価実験用コース」をクリックする 
想定した実行結果 画面遷移し，”課題の作成”ボタンの周りを太い赤色で縁取り表示する 
想定した画面遷移 https://zwei.stein.cite.tohoku.ac.jp/moodle/course/view.php 
試験結果 OK 
不具合の理由 - 
対策 - 
検証 2: 進捗状況の確認   
検証方法 検証 1 からの継続 
想定した実行結果 進捗状況は 40%と表示される 
試験結果 OK 
不具合の理由 - 
対策 - 
検証 3: 強調表示とメッセージの確認
1 
  
検証方法 検証 1 からの継続 
想定した実行結果 強調表示箇所の周りの縁取りを太い赤色で表示し，メッセージを表示する． 
想定した強調表示箇所 「編集モードの開始」リンクの周り 
想定したメッセージ 「編集モードの開始」をクリックして下さい 
試験結果 OK 
不具合の理由 - 
対策 - 
機能 2: タスクの継続 5 
概要 画面遷移後の画面でにガイドが継続されることを確認する 
入力項目 なし 
操作方法 「編集モードの開始」をクリックする 
URL https://zwei.stein.cite.tohoku.ac.jp/moodle/course/view.php 
ユーザ kyouin1 
検証 1: 画面遷移時のガイド継続 
検証方法 「編集モードの開始」をクリックする 
想定した実行結果 画面遷移し，”課題の作成”ボタンの周りを太い赤色で縁取り表示する 
想定した画面遷移 https://zwei.stein.cite.tohoku.ac.jp/moodle/course/view.php 
試験結果 OK 
不具合の理由 - 
対策 - 
検証 2: 進捗状況の確認   
検証方法 検証 1 からの継続 
想定した実行結果 進捗状況は 60%と表示される 
試験結果 OK 
不具合の理由 - 
Moodle 用 Web ブラウザプラグイン型ガイドシステム動作確認表 
対策 - 
検証 3: 強調表示とメッセージの確認
1 
  
検証方法 検証 1 からの継続 
想定した実行結果 強調表示箇所の周りの縁取りを太い赤色で表示し，メッセージを表示する． 
想定した強調表示箇所 各回の「活動またはリソースを追加する」リンクの周り 
想定したメッセージ ①編集を行う回の「活動またはリソースを追加する」をクリックして下さい 
試験結果 OK 
不具合の理由 - 
対策 - 
検証 4: ポップアップウィンドウでのガイド継続 
検証方法 12/17-12/23 の回の「活動またはリソースを追加する」をクリックする 
想定した実行結果 
ポップアップウィンドウが表示され，強調表示箇所の周りの縁取りを太い赤色で表示
し， 
メッセージを表示する． 
想定した強調表示箇所 ポップアップウィンドウ内の「課題」の周り 
想定したメッセージ ②「課題」を選択して下さい 
試験結果 OK 
不具合の理由 - 
対策 - 
検証 5: 強調表示とメッセージの確認
1 
  
検証方法 検証 4 からの継続 
想定した実行結果 強調表示箇所の周りの縁取りを太い赤色で表示し，メッセージを表示する． 
想定した強調表示箇所 ポップアップウィンドウ内の「追加」ボタンの周り 
想定したメッセージ ③「追加」をクリックして下さい 
試験結果 OK 
不具合の理由 - 
対策 - 
機能 2: タスクの継続 6 
概要 画面遷移後の画面でにガイドが継続されることを確認する 
入力項目 なし 
操作方法 「課題」をクリックし，「追加」をクリックする 
URL https://zwei.stein.cite.tohoku.ac.jp/moodle/course/view.php 
ユーザ kyouin1 
検証 1: 画面遷移時のガイド継続 
検証方法 
12/17-12/23 の回の「活動またはリソースを追加する」をクリックし，「課題」をクリック
し，「追加」をクリックする 
想定した実行結果 画面遷移し，”課題の作成”ボタンの周りを太い赤色で縁取り表示する 
想定した画面遷移 https://zwei.stein.cite.tohoku.ac.jp/moodle/course/modedit.php 
試験結果 OK 
不具合の理由 - 
対策 - 
検証 2: 進捗状況の確認   
検証方法 検証 1 からの継続 
想定した実行結果 進捗状況は 80%と表示される 
Moodle 用 Web ブラウザプラグイン型ガイドシステム動作確認表 
試験結果 OK 
不具合の理由 - 
対策 - 
検証 3: 強調表示とメッセージの確認
1 
  
検証方法 検証 1 からの継続 
想定した実行結果 強調表示箇所の周りの縁取りを太い赤色で表示し，メッセージを表示する． 
想定した強調表示箇所 「課題名」の入力箇所の周り 
想定したメッセージ ①「課題名」を入力して下さい 
試験結果 OK 
不具合の理由 - 
対策 - 
検証 4: 強調表示とメッセージの確認
2 
  
検証方法 検証 1 からの継続 
想定した実行結果 強調表示箇所の周りの縁取りを太い赤色で表示し，メッセージを表示する． 
想定した強調表示箇所 「課題説明」の入力箇所の周り 
想定したメッセージ ②「課題説明」を入力して下さい 
試験結果 OK 
不具合の理由 - 
対策 - 
検証 5: 強調表示とメッセージの確認
3 
  
検証方法 検証 1 からの継続 
想定した実行結果 強調表示箇所の周りの縁取りを太い赤色で表示し，メッセージを表示する． 
想定した強調表示箇所 「保存して表示する」ボタンの周り 
想定したメッセージ ③「保存して表示する」をクリックして下さい 
試験結果 OK 
不具合の理由 - 
対策 - 
機能 2: タスクの継続 6 
概要 画面遷移後の画面でにガイドが継続されることを確認する 
入力項目 「課題名」に文字列「課題名」，「課題説明」に文字列「課題説明」を入力 
操作方法 「課題」を作成する 
URL https://zwei.stein.cite.tohoku.ac.jp/moodle/course/modedit.php 
ユーザ kyouin1 
検証 1: 画面遷移時のガイド継続 
検証方法 
「課題名」に文字列「課題名」，「課題説明」に文字列「課題説明」を入力し， 
「保存して表示する」をクリックする 
想定した実行結果 画面遷移し，”課題の作成”ボタンの周りを太い赤色で縁取り表示する 
想定した画面遷移 https://zwei.stein.cite.tohoku.ac.jp/moodle/mod/assign/view.php 
試験結果 OK 
不具合の理由 - 
対策 - 
検証 2: 進捗状況の確認   
検証方法 検証 1 からの継続 
Moodle 用 Web ブラウザプラグイン型ガイドシステム動作確認表 
想定した実行結果 進捗状況は 100%と表示される 
試験結果 OK 
不具合の理由 - 
対策 - 
検証 3: 強調表示とメッセージの確認
1 
  
検証方法 検証 1 からの継続 
想定した実行結果 強調表示箇所の周りの縁取りを太い赤色で表示し，メッセージを表示する． 
想定した強調表示箇所 課題の概要の全体 
想定したメッセージ 「課題の作成」は終了です． 
試験結果 OK 
不具合の理由 - 
対策 - 
機能 3: ガイドが外れた場合の復帰機能 
概要 
ガイドの実施中にガイドとは違うページにアクセスした場合に，HOME 画面への誘導
を行う． 
入力項目 なし 
操作方法 「参加者」をクリックする 
URL https://zwei.stein.cite.tohoku.ac.jp/moodle/mod/assign/view.php 
ユーザ kyouin1 
検証 1: 画面遷移時のガイド継続 
検証方法 「参加者」をクリックする 
想定した実行結果 画面遷移し，”課題の作成”ボタンの周りを太い赤色で縁取り表示する 
想定した画面遷移 https://zwei.stein.cite.tohoku.ac.jp/moodle/user/index.php 
試験結果 OK 
不具合の理由 - 
対策 - 
検証 2: 進捗状況の確認   
検証方法 検証 1 からの継続 
想定した実行結果 進捗状況は 0%と表示される 
試験結果 OK 
不具合の理由 - 
対策 - 
検証 3: 強調表示とメッセージの確認
1 
  
検証方法 検証 1 からの継続 
想定した実行結果 強調表示箇所の周りの縁取りを太い赤色で表示し，メッセージを表示する． 
想定した強調表示箇所 ”Home”リンクの周り 
想定したメッセージ ガイドを外れました．「Home」をクリックして下さい． 
試験結果 OK 
不具合の理由 - 
対策 - 
Sakai 用リバースプロキシ型ガイドシステム動作確認表 
機能 1: ガイドメニューの提示 
概要 ガイドメニューを表示し，ガイドメニュー内にタスクの一覧を表示する 
入力項目 なし 
操作方法 URL にアクセス 
URL https://www2.stein.cite.tohoku.ac.jp/portal/ 
ユーザ ログイン不要 
検証 1: ガイドツールの読み込み 
検証方法 URL にアクセス 
想定した実行結果 ”ガイドメニュー”のタイトル”ガイドメニュー”を表示する． 
試験結果 OK 
不具合の理由 - 
対策 - 
検証 2: ガイド定義データの読み込み 
検証方法 URL にアクセス 
想定した実行結果 ”Sakai 動作検証用課題の作成”ボタンを表示する 
試験結果 OK 
不具合の理由 - 
対策 - 
機能 2: タスクの選択 
概要 タスクを選択することで，強調表示とメッセージの提示を行う． 
入力項目 なし 
操作方法 ガイドメニュー内の”Sakai 動作検証用課題の作成”ボタンをクリックする 
URL https://www2.stein.cite.tohoku.ac.jp/portal/ 
ユーザ ログイン不要 
検証 1: タスクの開始 
検証方法 ”Sakai 動作検証用課題の作成”ボタンをクリックする 
想定した実行結果 ”Sakai 動作検証用課題の作成”ボタンの周りを太い赤色で縁取り表示する 
想定した画面遷移 なし 
試験結果 OK 
不具合の理由 - 
対策 - 
検証 2: 進捗状況の確認   
検証方法 検証 1 からの継続 
想定した実行結果 進捗状況は 0%と表示される 
試験結果 OK 
不具合の理由 - 
対策 - 
検証 3: 強調表示とメッセージ
の確認 
  
検証方法 検証 1 からの継続 
想定した実行結果 強調表示箇所の周りの縁取りを太い赤色で表示し，メッセージを表示する． 
想定した強調表示箇所 ユーザ ID とパスワードの入力箇所とログインボタンの周り 
想定したメッセージ ユーザ ID とパスワードを入力して，「ログイン」をクリックして下さい． 
試験結果 OK 
不具合の理由 - 
対策 - 
Sakai 用リバースプロキシ型ガイドシステム動作確認表 
機能 2: タスクの継続 1 
概要 画面遷移後の画面でにガイドが継続されることを確認する 
入力項目 ユーザ名「kyouin1」，パスワード「Kyouin1!」 
操作方法 ”kyouin1”でログインする 
URL https://www2.stein.cite.tohoku.ac.jp/portal/ 
ユーザ kyouin1 
検証 1: 画面遷移時のガイド継続 
検証方法 ユーザ名「kyouin1」，パスワード「Kyouin1!」を入力し，「ログイン」をクリックする 
想定した実行結果 
画面遷移し，”Sakai 動作検証用課題の作成”ボタンの周りを太い赤色で縁取り表示
する 
想定した画面遷移 https://www2.stein.cite.tohoku.ac.jp/portal/ 
試験結果 OK 
不具合の理由 - 
対策 - 
検証 2: 進捗状況の確認   
検証方法 検証 1 からの継続 
想定した実行結果 進捗状況は 33%と表示される 
試験結果 OK 
不具合の理由 - 
対策 - 
検証 3: 強調表示とメッセージ
の確認 
  
検証方法 検証 1 からの継続 
想定した実行結果 強調表示箇所の周りの縁取りを太い赤色で表示し，メッセージを表示する． 
想定した強調表示箇所 マイワークスペースと各コースの周り 
想定したメッセージ 編集するコースをクリックして下さい． 
試験結果 OK 
不具合の理由 - 
対策 - 
機能 2: タスクの継続 2 
概要 画面遷移後の画面でにガイドが継続されることを確認する 
入力項目 なし 
操作方法 「評価実験用コース」をクリックする 
URL https://www2.stein.cite.tohoku.ac.jp/portal/ 
ユーザ kyouin1 
検証 1: 画面遷移時のガイド継続 
検証方法 「評価実験用コース」をクリックする 
想定した実行結果 
画面遷移し，”Sakai 動作検証用課題の作成”ボタンの周りを太い赤色で縁取り表示
する 
想定した画面遷移 https://www2.stein.cite.tohoku.ac.jp/portal/site/test 
試験結果 OK 
不具合の理由 - 
対策 - 
検証 2: 進捗状況の確認   
検証方法 検証 1 からの継続 
想定した実行結果 進捗状況は 67%と表示される 
Sakai 用リバースプロキシ型ガイドシステム動作確認表 
試験結果 OK 
不具合の理由 - 
対策 - 
検証 3: 強調表示とメッセージ
の確認 
  
検証方法 検証 1 からの継続 
想定した実行結果 強調表示箇所の周りの縁取りを太い赤色で表示し，メッセージを表示する． 
想定した強調表示箇所 「Assignments」リンクの周り 
想定したメッセージ 「Assignments」をクリックして下さい． 
試験結果 OK 
不具合の理由 - 
対策 - 
機能 2: タスクの継続 3 
概要 画面遷移後の画面でにガイドが継続されることを確認する 
入力項目 なし 
操作方法 「Assignments」リンクをクリックする 
URL https://www2.stein.cite.tohoku.ac.jp/portal/site/test 
ユーザ kyouin1 
検証 1: 画面遷移時のガイド継続 
検証方法 「Assignments」リンクをクリックする 
想定した実行結果 
画面遷移し，”Sakai 動作検証用課題の作成”ボタンの周りを太い赤色で縁取り表示
する 
想定した画面遷移 
https://www2.stein.cite.tohoku.ac.jp/portal/site/test/page/382e45a6-fe6a-4c99-9b
6a-5a38c335f004 
試験結果 OK 
不具合の理由 - 
対策 - 
検証 2: 進捗状況の確認   
検証方法 検証 1 からの継続 
想定した実行結果 進捗状況は 67%と表示される 
試験結果 OK 
不具合の理由 - 
対策 - 
検証 3: 強調表示とメッセージ
の確認 
  
検証方法 検証 1 からの継続 
想定した実行結果 強調表示箇所の周りの縁取りを太い赤色で表示し，メッセージを表示する． 
想定した強調表示箇所 「追加」ボタンの周り 
想定したメッセージ 「追加」をクリックして下さい 
試験結果 OK 
不具合の理由 - 
対策 - 
機能 2: タスクの継続 4 
概要 画面遷移後の画面でにガイドが継続されることを確認する 
入力項目 なし 
操作方法 「追加」ボタンをクリックする 
Sakai 用リバースプロキシ型ガイドシステム動作確認表 
URL 
https://www2.stein.cite.tohoku.ac.jp/portal/site/test/page/382e45a6-fe6a-4c99-9b
6a-5a38c335f004 
ユーザ kyouin1 
検証 1: 画面遷移時のガイド継続 
検証方法 「追加」ボタンをクリックする 
想定した実行結果 
画面遷移し，”Sakai 動作検証用課題の作成”ボタンの周りを太い赤色で縁取り表示
する 
想定した画面遷移 
https://www2.stein.cite.tohoku.ac.jp/portal/site/test/page/382e45a6-fe6a-4c99-9b
6a-5a38c335f004 
試験結果 OK 
不具合の理由 - 
対策 - 
検証 2: 進捗状況の確認   
検証方法 検証 1 からの継続 
想定した実行結果 進捗状況は 100%と表示される 
試験結果 OK 
不具合の理由 - 
対策 - 
検証 3: 強調表示とメッセージ
の確認 1 
  
検証方法 検証 1 からの継続 
想定した実行結果 強調表示箇所の周りの縁取りを太い赤色で表示し，メッセージを表示する． 
想定した強調表示箇所 「Title」の入力箇所 
想定したメッセージ ①「Title」を入力して下さい． 
試験結果 OK 
不具合の理由 - 
対策 - 
検証 3: 強調表示とメッセージ
の確認 2 
  
検証方法 検証 1 からの継続 
想定した実行結果 強調表示箇所の周りの縁取りを太い赤色で表示し，メッセージを表示する． 
想定した強調表示箇所 「課題説明」の入力箇所 
想定したメッセージ ②「課題説明」を入力して下さい． 
試験結果 OK 
不具合の理由 - 
対策 - 
検証 3: 強調表示とメッセージ
の確認 3 
  
検証方法 検証 1 からの継続 
想定した実行結果 強調表示箇所の周りの縁取りを太い赤色で表示し，メッセージを表示する． 
想定した強調表示箇所 「投稿」ボタンの周り 
想定したメッセージ ③「投稿」をクリックしたら，「Sakai 動作検証用課題の作成」は終了です． 
試験結果 OK 
不具合の理由 - 
対策 - 
機能 2: タスクの継続 6 
Sakai 用リバースプロキシ型ガイドシステム動作確認表 
概要 画面遷移後の画面でにガイドが継続されることを確認する 
入力項目 「Title」に文字列「課題名」，「課題説明」に文字列「課題説明」を入力 
操作方法 「課題」を作成する 
URL 
https://www2.stein.cite.tohoku.ac.jp/portal/site/test/page/382e45a6-fe6a-4c99-9b
6a-5a38c335f004 
ユーザ kyouin1 
検証 1: 画面遷移時のガイド継続 
検証方法 
「課題名」に文字列「課題名」，「課題説明」に文字列「課題説明」を入力し， 
「投稿」をクリックする 
想定した実行結果 画面遷移し，”課題の作成”ボタンの周りを太い赤色で縁取り表示する 
想定した画面遷移 
https://www2.stein.cite.tohoku.ac.jp/portal/site/test/page/382e45a6-fe6a-4c99-9b
6a-5a38c335f004 
試験結果 OK 
不具合の理由 - 
対策 - 
検証 2: 進捗状況の確認   
検証方法 検証 1 からの継続 
想定した実行結果 進捗状況は 100%と表示される 
試験結果 OK 
不具合の理由 - 
対策 - 
検証 3: 強調表示とメッセージ
の確認 
  
検証方法 検証 1 からの継続 
想定した実行結果 強調表示箇所の周りの縁取りを太い赤色で表示し，メッセージを表示する． 
想定した強調表示箇所 「追加」ボタンの周り 
想定したメッセージ 「追加」をクリックして下さい 
試験結果 OK 
不具合の理由 - 
対策 - 
機能 3: ガイドが外れた場合の復帰機能 
概要 
ガイドの実施中にガイドとは違うページにアクセスした場合に， 
評価実験用コースの画面への誘導を行う． 
入力項目 なし 
操作方法 「マイワークスペース」をクリックする 
URL 
https://www2.stein.cite.tohoku.ac.jp/portal/site/test/page/1ba45e49-a226-4ace-b5
90-ffa7ad9cb874 
ユーザ kyouin1 
検証 1: 画面遷移時のガイド継続 
検証方法 「マイワークスペース」をクリックする 
想定した実行結果 
画面遷移し，”Sakai 動作検証用課題の作成”ボタンの周りを太い赤色で縁取り表示
する 
想定した画面遷移 https://www2.stein.cite.tohoku.ac.jp/portal/site/~kyouin1 
試験結果 OK 
不具合の理由 - 
対策 - 
Sakai 用リバースプロキシ型ガイドシステム動作確認表 
検証 2: 進捗状況の確認   
検証方法 検証 1 からの継続 
想定した実行結果 進捗状況は 0%と表示される 
試験結果 OK 
不具合の理由 - 
対策 - 
検証 3: 強調表示とメッセージ
の確認 1 
  
検証方法 検証 1 からの継続 
想定した実行結果 強調表示箇所の周りの縁取りを太い赤色で表示し，メッセージを表示する． 
想定した強調表示箇所 「評価実験用コース」の周り 
想定したメッセージ ガイドを外れました．「評価実験用コース」をクリックして下さい． 
試験結果 OK 
不具合の理由 - 
対策 - 
Sakai 用 Web ブラウザプラグイン型ガイドシステム動作確認表 
機能 1: ガイドメニューの提示 
概要 ガイドメニューを表示し，ガイドメニュー内にタスクの一覧を表示する 
入力項目 なし 
操作方法 URL にアクセス 
URL https://zwei.stein.cite.tohoku.ac.jp/portal 
ユーザ ログイン不要 
検証 1: ガイドツールの読み込み 
検証方法 URL にアクセス 
想定した実行結果 ”ガイドメニュー”のタイトル”ガイドメニュー”を表示する． 
試験結果 OK 
不具合の理由 - 
対策 - 
検証 2: ガイド定義データの読み込み 
検証方法 URL にアクセス 
想定した実行結果 ”Sakai 動作検証用課題の作成”ボタンを表示する 
試験結果 OK 
不具合の理由 - 
対策 - 
機能 2: タスクの選択 
概要 タスクを選択することで，強調表示とメッセージの提示を行う． 
入力項目 なし 
操作方法 ガイドメニュー内の”Sakai 動作検証用課題の作成”ボタンをクリックする 
URL https://zwei.stein.cite.tohoku.ac.jp/portal 
ユーザ ログイン不要 
検証 1: タスクの開始 
検証方法 ”Sakai 動作検証用課題の作成”ボタンをクリックする 
想定した実行結果 ”Sakai 動作検証用課題の作成”ボタンの周りを太い赤色で縁取り表示する 
想定した画面遷移 なし 
試験結果 OK 
不具合の理由 - 
対策 - 
検証 2: 進捗状況の確認   
検証方法 検証 1 からの継続 
想定した実行結果 進捗状況は 0%と表示される 
試験結果 OK 
不具合の理由 - 
対策 - 
検証 3: 強調表示とメッセージ
の確認 
  
検証方法 検証 1 からの継続 
想定した実行結果 強調表示箇所の周りの縁取りを太い赤色で表示し，メッセージを表示する． 
想定した強調表示箇所 ユーザ ID とパスワードの入力箇所とログインボタンの周り 
想定したメッセージ ユーザ ID とパスワードを入力して，「ログイン」をクリックして下さい． 
試験結果 OK 
不具合の理由 - 
対策 - 
Sakai 用 Web ブラウザプラグイン型ガイドシステム動作確認表 
機能 2: タスクの継続 1 
概要 画面遷移後の画面でにガイドが継続されることを確認する 
入力項目 ユーザ名「kyouin1」，パスワード「Kyouin1!」 
操作方法 ”kyouin1”でログインする 
URL https://zwei.stein.cite.tohoku.ac.jp/portal 
ユーザ kyouin1 
検証 1: 画面遷移時のガイド継続 
検証方法 ユーザ名「kyouin1」，パスワード「Kyouin1!」を入力し，「ログイン」をクリックする 
想定した実行結果 
画面遷移し，”Sakai 動作検証用課題の作成”ボタンの周りを太い赤色で縁取り表示
する 
想定した画面遷移 https://zwei.stein.cite.tohoku.ac.jp/portal 
試験結果 OK 
不具合の理由 - 
対策 - 
検証 2: 進捗状況の確認   
検証方法 検証 1 からの継続 
想定した実行結果 進捗状況は 33%と表示される 
試験結果 OK 
不具合の理由 - 
対策 - 
検証 3: 強調表示とメッセージ
の確認 
  
検証方法 検証 1 からの継続 
想定した実行結果 強調表示箇所の周りの縁取りを太い赤色で表示し，メッセージを表示する． 
想定した強調表示箇所 マイワークスペースと各コースの周り 
想定したメッセージ 編集するコースをクリックして下さい． 
試験結果 OK 
不具合の理由 - 
対策 - 
機能 2: タスクの継続 2 
概要 画面遷移後の画面でにガイドが継続されることを確認する 
入力項目 なし 
操作方法 「評価実験用コース」をクリックする 
URL https://zwei.stein.cite.tohoku.ac.jp/portal 
ユーザ kyouin1 
検証 1: 画面遷移時のガイド継続 
検証方法 「評価実験用コース」をクリックする 
想定した実行結果 
画面遷移し，”Sakai 動作検証用課題の作成”ボタンの周りを太い赤色で縁取り表示
する 
想定した画面遷移 https://zwei.stein.cite.tohoku.ac.jp/portal/site/test 
試験結果 OK 
不具合の理由 - 
対策 - 
検証 2: 進捗状況の確認   
検証方法 検証 1 からの継続 
想定した実行結果 進捗状況は 67%と表示される 
Sakai 用 Web ブラウザプラグイン型ガイドシステム動作確認表 
試験結果 OK 
不具合の理由 - 
対策 - 
検証 3: 強調表示とメッセージ
の確認 
  
検証方法 検証 1 からの継続 
想定した実行結果 強調表示箇所の周りの縁取りを太い赤色で表示し，メッセージを表示する． 
想定した強調表示箇所 「Assignments」リンクの周り 
想定したメッセージ 「Assignments」をクリックして下さい． 
試験結果 OK 
不具合の理由 - 
対策 - 
機能 2: タスクの継続 3 
概要 画面遷移後の画面でにガイドが継続されることを確認する 
入力項目 なし 
操作方法 「Assignments」リンクをクリックする 
URL https://zwei.stein.cite.tohoku.ac.jp/portal/site/test 
ユーザ kyouin1 
検証 1: 画面遷移時のガイド継続 
検証方法 「Assignments」リンクをクリックする 
想定した実行結果 
画面遷移し，”Sakai 動作検証用課題の作成”ボタンの周りを太い赤色で縁取り表示
する 
想定した画面遷移 
https://zwei.stein.cite.tohoku.ac.jp/portal/site/test/page/382e45a6-fe6a-4c99-9b6
a-5a38c335f004 
試験結果 OK 
不具合の理由 - 
対策 - 
検証 2: 進捗状況の確認   
検証方法 検証 1 からの継続 
想定した実行結果 進捗状況は 67%と表示される 
試験結果 OK 
不具合の理由 - 
対策 - 
検証 3: 強調表示とメッセージ
の確認 
  
検証方法 検証 1 からの継続 
想定した実行結果 強調表示箇所の周りの縁取りを太い赤色で表示し，メッセージを表示する． 
想定した強調表示箇所 「追加」ボタンの周り 
想定したメッセージ 「追加」をクリックして下さい 
試験結果 OK 
不具合の理由 - 
対策 - 
機能 2: タスクの継続 4 
概要 画面遷移後の画面でにガイドが継続されることを確認する 
入力項目 なし 
操作方法 「追加」ボタンをクリックする 
Sakai 用 Web ブラウザプラグイン型ガイドシステム動作確認表 
URL 
https://zwei.stein.cite.tohoku.ac.jp/portal/site/test/page/382e45a6-fe6a-4c99-9b6
a-5a38c335f004 
ユーザ kyouin1 
検証 1: 画面遷移時のガイド継続 
検証方法 「追加」ボタンをクリックする 
想定した実行結果 
画面遷移し，”Sakai 動作検証用課題の作成”ボタンの周りを太い赤色で縁取り表示
する 
想定した画面遷移 
https://zwei.stein.cite.tohoku.ac.jp/portal/site/test/page/382e45a6-fe6a-4c99-9b6
a-5a38c335f004 
試験結果 OK 
不具合の理由 - 
対策 - 
検証 2: 進捗状況の確認   
検証方法 検証 1 からの継続 
想定した実行結果 進捗状況は 100%と表示される 
試験結果 OK 
不具合の理由 - 
対策 - 
検証 3: 強調表示とメッセージ
の確認 1 
  
検証方法 検証 1 からの継続 
想定した実行結果 強調表示箇所の周りの縁取りを太い赤色で表示し，メッセージを表示する． 
想定した強調表示箇所 「Title」の入力箇所 
想定したメッセージ ①「Title」を入力して下さい． 
試験結果 OK 
不具合の理由 - 
対策 - 
検証 3: 強調表示とメッセージ
の確認 2 
  
検証方法 検証 1 からの継続 
想定した実行結果 強調表示箇所の周りの縁取りを太い赤色で表示し，メッセージを表示する． 
想定した強調表示箇所 「課題説明」の入力箇所 
想定したメッセージ ②「課題説明」を入力して下さい． 
試験結果 OK 
不具合の理由 - 
対策 - 
検証 3: 強調表示とメッセージ
の確認 3 
  
検証方法 検証 1 からの継続 
想定した実行結果 強調表示箇所の周りの縁取りを太い赤色で表示し，メッセージを表示する． 
想定した強調表示箇所 「投稿」ボタンの周り 
想定したメッセージ ③「投稿」をクリックしたら，「Sakai 動作検証用課題の作成」は終了です． 
試験結果 OK 
不具合の理由 - 
対策 - 
機能 2: タスクの継続 6 
Sakai 用 Web ブラウザプラグイン型ガイドシステム動作確認表 
概要 画面遷移後の画面でにガイドが継続されることを確認する 
入力項目 「Title」に文字列「課題名 2」，「課題説明」に文字列「課題説明 2」を入力 
操作方法 「課題」を作成する 
URL 
https://zwei.stein.cite.tohoku.ac.jp/portal/site/test/page/382e45a6-fe6a-4c99-9b6
a-5a38c335f004 
ユーザ kyouin1 
検証 1: 画面遷移時のガイド継続 
検証方法 
「課題名」に文字列「課題名 2」，「課題説明」に文字列「課題説明 2」を入力し， 
「投稿」をクリックする 
想定した実行結果 画面遷移し，”課題の作成”ボタンの周りを太い赤色で縁取り表示する 
想定した画面遷移 
https://zwei.stein.cite.tohoku.ac.jp/portal/site/test/page/382e45a6-fe6a-4c99-9b6
a-5a38c335f004 
試験結果 OK 
不具合の理由 - 
対策 - 
検証 2: 進捗状況の確認   
検証方法 検証 1 からの継続 
想定した実行結果 進捗状況は 100%と表示される 
試験結果 OK 
不具合の理由 - 
対策 - 
検証 3: 強調表示とメッセージ
の確認 
  
検証方法 検証 1 からの継続 
想定した実行結果 強調表示箇所の周りの縁取りを太い赤色で表示し，メッセージを表示する． 
想定した強調表示箇所 「追加」ボタンの周り 
想定したメッセージ 「追加」をクリックして下さい 
試験結果 OK 
不具合の理由 - 
対策 - 
機能 3: ガイドが外れた場合の復帰機能 
概要 
ガイドの実施中にガイドとは違うページにアクセスした場合に， 
評価実験用コースの画面への誘導を行う． 
入力項目 なし 
操作方法 「マイワークスペース」をクリックする 
URL 
https://zwei.stein.cite.tohoku.ac.jp/portal/site/test/page/1ba45e49-a226-4ace-b59
0-ffa7ad9cb874 
ユーザ kyouin1 
検証 1: 画面遷移時のガイド継続 
検証方法 「マイワークスペース」をクリックする 
想定した実行結果 
画面遷移し，”Sakai 動作検証用課題の作成”ボタンの周りを太い赤色で縁取り表示
する 
想定した画面遷移 https://zwei.stein.cite.tohoku.ac.jp/portal/site/~kyouin1 
試験結果 OK 
不具合の理由 - 
対策 - 
Sakai 用 Web ブラウザプラグイン型ガイドシステム動作確認表 
検証 2: 進捗状況の確認   
検証方法 検証 1 からの継続 
想定した実行結果 進捗状況は 0%と表示される 
試験結果 OK 
不具合の理由 - 
対策 - 
検証 3: 強調表示とメッセージ
の確認 1 
  
検証方法 検証 1 からの継続 
想定した実行結果 強調表示箇所の周りの縁取りを太い赤色で表示し，メッセージを表示する． 
想定した強調表示箇所 「評価実験用コース」の周り 
想定したメッセージ ガイドを外れました．「評価実験用コース」をクリックして下さい． 
試験結果 OK 
不具合の理由 - 
対策 - 
予備実験用ガイド定義データ(抜粋) 
<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?> 
 
<root> 
 <label>ガイドメニュー</label> 
 <style css="sunny">top:370px;left:1650px;</style> 
 <progress>進捗状況   </progress> 
  
 <task> 
  <title>課題の作成</title> 
  <color>Red</color> 
  <item> 
   <pathname>undefined</pathname> 
   <selector>#page-header div.navbar div.breadcrumb ul li a:first</selector> 
   <comment place="bottom">ガイドを外れました．「Home」をクリックして下さい．</comment> 
  </item> 
  <item> 
   <pathname order="0">/moodle/</pathname> 
   <selector>#page-header.clearfix div.headermenu:has(div.logininfo a[href*='moodle/login/index.php'])</selector> 
   <comment place="right">「Login(ログイン)」をクリックして下さい</comment> 
  </item> 
  <item> 
   <pathname order="1">/moodle/login/index.php</pathname> 
   <selector>#username</selector> 
   <comment place="top">①「Username(ユーザ名)」と¥n「Password(パスワード)」を入力して下さい</comment> 
  </item> 
  <item> 
   <pathname order="1">/moodle/login/index.php</pathname> 
   <selector>#password</selector> 
   <comment></comment> 
  </item> 
  <item> 
   <pathname order="1">/moodle/login/index.php</pathname> 
   <selector>#loginbtn</selector> 
   <comment>②「Login(ログイン)」をクリックして下さい</comment> 
  </item> 
  <item> 
   <pathname order="2">/moodle/</pathname> 
   <selector>#inst4.block_navigation div.content ul.block_tree li.type_unknown ul li.type_setting p.tree_item 
a[href*='/moodle/my/']</selector> 
   <comment>「マイホーム」をクリックして下さい</comment> 
  </item> 
  <item> 
   <pathname order="2">/moodle/my/</pathname> 
   <selector>div.block_course_overview div.content div.box h3.main a</selector> 
   <comment>編集するコース名を選択してください</comment> 
  </item> 
  <item> 
   <pathname order="2">/moodle/course/view.php</pathname> 
予備実験用ガイド定義データ(抜粋) 
   <selector>#settingsnav.box ul.block_tree li.type_course ul li.type_setting p.tree_item 
a[href*='/moodle/course/view.php'][href*='edit=on']</selector> 
   <comment>「編集モードの開始」をクリックして下さい</comment> 
  </item> 
  <item> 
   <pathname order="3">/moodle/course/view.php</pathname> 
   <selector>#region-main div.region-content div.course-content ul.weeks li.section div.content div.visibleifjs div.mdl-right 
div.section-modchooser span.section-modchooser-link a span.section-modchooser-text</selector> 
   <comment place="top">①編集を行う回の「活動またはリソースを追加する」をクリックして下さい</comment> 
  </item>    
  <item> 
   <pathname order="3">/moodle/course/view.php</pathname> 
   <selector>form#chooserform div.options div.alloptions div.option label:eq(7)</selector> 
   <comment place="right">②「課題」を選択して下さい</comment> 
  </item>  
  <item> 
   <pathname order="3">/moodle/course/view.php</pathname> 
   <selector>input#submitbutton</selector> 
   <comment place="right">③「追加」をクリックして下さい</comment> 
  </item>  
  <item> 
   <pathname order="4">/moodle/course/modedit.php</pathname> 
   <selector>input#id_name</selector> 
   <comment place="top">①「課題名」を入力して下さい</comment> 
  </item> 
  <item> 
   <pathname order="4">/moodle/course/modedit.php</pathname> 
   <selector>table#id_introeditor_tbl.mceLayout</selector> 
   <comment place="right">②「課題説明」を入力して下さい</comment> 
  </item> 
  <item> 
   <pathname order="4">/moodle/course/modedit.php</pathname> 
   <selector>input#id_submitbutton</selector> 
   <comment>③「保存して表示する」をクリックして下さい</comment> 
  </item> 
  <item> 
   <pathname order="5">/moodle/mod/assign/view.php</pathname> 
   <selector>div#region-main div.region-content</selector> 
   <comment place="bottom">「課題の作成」は終了です．</comment> 
  </item> 
 </task> 
 
 <task> 
  <title>配布資料のアップロード</title> 
  <color>Lime</color> 
  <item> 
   <pathname>undefined</pathname> 
   <selector>#page-header div.navbar div.breadcrumb ul li a:first</selector> 
予備実験用ガイド定義データ(抜粋) 
   <comment place="bottom">ガイドを外れました．「Home」をクリックして下さい．</comment> 
  </item> 
  <item> 
   <pathname order="0">/moodle/</pathname> 
   <selector>#page-header.clearfix div.headermenu:has(div.logininfo a[href*='moodle/login/index.php'])</selector> 
   <comment place="right">「Login(ログイン)」をクリックして下さい</comment> 
  </item> 
  <item> 
   <pathname order="1">/moodle/login/index.php</pathname> 
   <selector>#username</selector> 
   <comment place="top">①「Username(ユーザ名)」と¥n「Password(パスワード)」を入力して下さい</comment> 
  </item> 
  <item> 
   <pathname order="1">/moodle/login/index.php</pathname> 
   <selector>#password</selector> 
   <comment></comment> 
  </item> 
  <item> 
   <pathname order="1">/moodle/login/index.php</pathname> 
   <selector>#loginbtn</selector> 
   <comment>②「Login(ログイン)」をクリックして下さい</comment> 
  </item> 
  <item> 
   <pathname order="2">/moodle/</pathname> 
   <selector>#inst4.block_navigation div.content ul.block_tree li.type_unknown ul li.type_setting p.tree_item 
a[href*='/moodle/my/']</selector> 
   <comment>「マイホーム」をクリックして下さい</comment> 
  </item> 
  <item> 
   <pathname order="2">/moodle/my/</pathname> 
   <selector>div.block_course_overview div.content div.box h3.main a</selector> 
   <comment>編集するコース名を選択してください</comment> 
  </item> 
  <item> 
   <pathname order="2">/moodle/course/view.php</pathname> 
   <selector>#settingsnav.box ul.block_tree li.type_course ul li.type_setting p.tree_item 
a[href*='/moodle/course/view.php'][href*='edit=on']</selector> 
   <comment>「編集モードの開始」をクリックして下さい</comment> 
  </item> 
  <item> 
   <pathname order="3">/moodle/course/view.php</pathname> 
   <selector>#region-main div.region-content div.course-content ul.weeks li.section div.content div.visibleifjs div.mdl-right 
div.section-modchooser span.section-modchooser-link a span.section-modchooser-text</selector> 
   <comment place="top">①編集を行う回の「活動またはリソースを追加する」をクリックして下さい</comment> 
  </item>    
  <item> 
   <pathname order="3">/moodle/course/view.php</pathname> 
   <selector>form#chooserform div.options div.alloptions div.option label:eq(15)</selector> 
予備実験用ガイド定義データ(抜粋) 
   <comment place="right">②「ファイル」を選択して下さい</comment> 
  </item>  
  <item> 
   <pathname order="3">/moodle/course/view.php</pathname> 
   <selector>input#submitbutton</selector> 
   <comment place="right">③「追加」をクリックして下さい</comment> 
  </item>  
  <item> 
   <pathname order="4">/moodle/course/modedit.php</pathname> 
   <selector>input#id_name</selector> 
   <comment place="top">①「名称」を入力して下さい</comment> 
  </item> 
  <item> 
   <pathname order="4">/moodle/course/modedit.php</pathname> 
   <selector>table#id_introeditor_tbl.mceLayout</selector> 
   <comment place="right">②「説明」を入力して下さい</comment> 
  </item> 
  <item> 
   <pathname order="4">/moodle/course/modedit.php</pathname> 
   <selector>div.fp-toolbar div.fp-btn-add a</selector> 
   <comment place="top">③「追加」をクリックして下さい．</comment> 
  </item> 
  <item> 
   <pathname order="4">/moodle/course/modedit.php</pathname> 
   <selector>ul.fp-list li.fp-repo:eq(2)</selector> 
   <comment place="right">④「ファイルをアップロードする」をクリックして下さい．</comment> 
  </item> 
  <item> 
   <pathname order="4">/moodle/course/modedit.php</pathname> 
   <selector>tr.fp-file td.mdl-left</selector> 
   <comment>⑤「参照」をクリックして，アップロードするファイルを選択して下さい．</comment> 
  </item> 
  <item> 
   <pathname order="4">/moodle/course/modedit.php</pathname> 
   <selector>div.fp-content-center div button.fp-upload-btn</selector> 
   <comment>⑥「このファイルをアップロードする」をクリックして下さい．</comment> 
  </item> 
  <item> 
   <pathname order="4">/moodle/course/modedit.php</pathname> 
   <selector>input#id_submitbutton</selector> 
   <comment>⑦「保存して表示する」をクリックして下さい</comment> 
  </item> 
  <item> 
   <pathname order="5">/moodle/mod/resource/view.php</pathname> 
   <selector>div#region-main div.region-content</selector> 
   <comment place="bottom">「配布資料のアップロード」は終了です</comment> 
  </item> 
 </task> 
予備実験用ガイド定義データ(抜粋) 
  
 <task> 
  <title>用語集の作成</title> 
  <color>Aqua</color> 
  <item> 
   <pathname>undefined</pathname> 
   <selector>#page-header div.navbar div.breadcrumb ul li a:first</selector> 
   <comment place="bottom">ガイドを外れました．「Home」をクリックして下さい．</comment> 
  </item> 
  <item> 
   <pathname order="0">/moodle/</pathname> 
   <selector>#page-header.clearfix div.headermenu:has(div.logininfo a[href*='moodle/login/index.php'])</selector> 
   <comment place="right">「Login(ログイン)」をクリックして下さい</comment> 
  </item> 
  <item> 
   <pathname order="1">/moodle/login/index.php</pathname> 
   <selector>#username</selector> 
   <comment place="top">①「Username(ユーザ名)」と¥n「Password(パスワード)」を入力して下さい</comment> 
  </item> 
  <item> 
   <pathname order="1">/moodle/login/index.php</pathname> 
   <selector>#password</selector> 
   <comment></comment> 
  </item> 
  <item> 
   <pathname order="1">/moodle/login/index.php</pathname> 
   <selector>#loginbtn</selector> 
   <comment>②「Login(ログイン)」をクリックして下さい</comment> 
  </item> 
  <item> 
   <pathname order="2">/moodle/</pathname> 
   <selector>#inst4.block_navigation div.content ul.block_tree li.type_unknown ul li.type_setting p.tree_item 
a[href*='/moodle/my/']</selector> 
   <comment>「マイホーム」をクリックして下さい</comment> 
  </item> 
  <item> 
   <pathname order="2">/moodle/my/</pathname> 
   <selector>div.block_course_overview div.content div.box h3.main a</selector> 
   <comment>編集するコース名を選択してください</comment> 
  </item> 
  <item> 
   <pathname order="2">/moodle/course/view.php</pathname> 
   <selector>#settingsnav.box ul.block_tree li.type_course ul li.type_setting p.tree_item 
a[href*='/moodle/course/view.php'][href*='edit=on']</selector> 
   <comment>「編集モードの開始」をクリックして下さい</comment> 
  </item> 
  <item> 
   <pathname order="3">/moodle/course/view.php</pathname> 
予備実験用ガイド定義データ(抜粋) 
   <selector>#region-main div.region-content div.course-content ul.weeks li.section div.content div.visibleifjs div.mdl-right 
div.section-modchooser span.section-modchooser-link a span.section-modchooser-text</selector> 
   <comment place="top">①編集を行う回の「活動またはリソースを追加する」をクリックして下さい</comment> 
  </item>    
  <item> 
   <pathname order="3">/moodle/course/view.php</pathname> 
   <selector>form#chooserform div.options div.alloptions div.option label:eq(12)</selector> 
   <comment place="right">②「用語集」を選択して下さい</comment> 
  </item>  
  <item> 
   <pathname order="3">/moodle/course/view.php</pathname> 
   <selector>input#submitbutton</selector> 
   <comment place="right">③「追加」をクリックして下さい</comment> 
  </item>  
  <item> 
   <pathname order="4">/moodle/course/modedit.php</pathname> 
   <selector>input#id_name</selector> 
   <comment place="top">①「名称」を入力して下さい</comment> 
  </item> 
  <item> 
   <pathname order="4">/moodle/course/modedit.php</pathname> 
   <selector>table#id_introeditor_tbl.mceLayout</selector> 
   <comment place="right">②「説明」を入力して下さい</comment> 
  </item> 
  <item> 
   <pathname order="4">/moodle/course/modedit.php</pathname> 
   <selector>input#id_submitbutton</selector> 
   <comment>③「保存して表示する」をクリックして下さい</comment> 
  </item> 
  <item> 
   <pathname order="5">/moodle/mod/glossary/view.php</pathname> 
   <selector>div#region-main div.region-content</selector> 
   <comment place="bottom">「用語集の作成」は終了です．</comment> 
  </item> 
 </task> 
 
 <task> 
  <title>フォーラムの作成</title> 
  <color>Fuchsia</color> 
  <item> 
   <pathname>undefined</pathname> 
   <selector>#page-header div.navbar div.breadcrumb ul li a:first</selector> 
   <comment place="bottom">ガイドを外れました．「Home」をクリックして下さい．</comment> 
  </item> 
  <item> 
   <pathname order="0">/moodle/</pathname> 
   <selector>#page-header.clearfix div.headermenu:has(div.logininfo a[href*='moodle/login/index.php'])</selector> 
   <comment place="right">「Login(ログイン)」をクリックして下さい</comment> 
予備実験用ガイド定義データ(抜粋) 
  </item> 
  <item> 
   <pathname order="1">/moodle/login/index.php</pathname> 
   <selector>#username</selector> 
   <comment place="top">①「Username(ユーザ名)」と¥n「Password(パスワード)」を入力して下さい</comment> 
  </item> 
  <item> 
   <pathname order="1">/moodle/login/index.php</pathname> 
   <selector>#password</selector> 
   <comment></comment> 
  </item> 
  <item> 
   <pathname order="1">/moodle/login/index.php</pathname> 
   <selector>#loginbtn</selector> 
   <comment>②「Login(ログイン)」をクリックして下さい</comment> 
  </item> 
  <item> 
   <pathname order="2">/moodle/</pathname> 
   <selector>#inst4.block_navigation div.content ul.block_tree li.type_unknown ul li.type_setting p.tree_item 
a[href*='/moodle/my/']</selector> 
   <comment>「マイホーム」をクリックして下さい</comment> 
  </item> 
  <item> 
   <pathname order="2">/moodle/my/</pathname> 
   <selector>div.block_course_overview div.content div.box h3.main a</selector> 
   <comment>編集するコース名を選択してください</comment> 
  </item> 
  <item> 
   <pathname order="2">/moodle/course/view.php</pathname> 
   <selector>#settingsnav.box ul.block_tree li.type_course ul li.type_setting p.tree_item 
a[href*='/moodle/course/view.php'][href*='edit=on']</selector> 
   <comment>「編集モードの開始」をクリックして下さい</comment> 
  </item> 
  <item> 
   <pathname order="3">/moodle/course/view.php</pathname> 
   <selector>#region-main div.region-content div.course-content ul.weeks li.section div.content div.visibleifjs div.mdl-right 
div.section-modchooser span.section-modchooser-link a span.section-modchooser-text</selector> 
   <comment place="top">①編集を行う回の「活動またはリソースを追加する」をクリックして下さい</comment> 
  </item>   
  <item> 
   <pathname order="3">/moodle/course/view.php</pathname> 
   <selector>form#chooserform div.options div.alloptions div.option label:eq(4)</selector> 
   <comment place="right">②「フォーラム」を選択して下さい</comment> 
  </item>  
  <item> 
   <pathname order="3">/moodle/course/view.php</pathname> 
   <selector>input#submitbutton</selector> 
   <comment place="right">③「追加」をクリックして下さい</comment> 
予備実験用ガイド定義データ(抜粋) 
  </item>  
  <item> 
   <pathname order="4">/moodle/course/modedit.php</pathname> 
   <selector>input#id_name</selector> 
   <comment place="top">①「フォーラム名」を入力して下さい</comment> 
  </item> 
  <item> 
   <pathname order="4">/moodle/course/modedit.php</pathname> 
   <selector>table#id_introeditor_tbl.mceLayout</selector> 
   <comment place="right">②「フォーラムイントロダクション」を入力して下さい</comment> 
  </item> 
  <item> 
   <pathname order="4">/moodle/course/modedit.php</pathname> 
   <selector>input#id_submitbutton</selector> 
   <comment>③「保存して表示する」をクリックして下さい</comment> 
  </item> 
  <item> 
   <pathname order="5">/moodle/mod/forum/view.php</pathname> 
   <selector>div#region-main div.region-content</selector> 
   <comment place="bottom">「フォーラムの作成」は終了です．</comment> 
  </item> 
 </task> 
 
 <task> 
  <title>活動またはリソースの移動</title> 
  <color>Blue</color> 
  <item> 
   <pathname>undefined</pathname> 
   <selector>#page-header div.navbar div.breadcrumb ul li a:first</selector> 
   <comment place="bottom">ガイドを外れました．「Home」をクリックして下さい．</comment> 
  </item> 
  <item> 
   <pathname order="0">/moodle/</pathname> 
   <selector>#page-header.clearfix div.headermenu:has(div.logininfo a[href*='moodle/login/index.php'])</selector> 
   <comment place="right">「Login(ログイン)」をクリックして下さい</comment> 
  </item> 
  <item> 
   <pathname order="1">/moodle/login/index.php</pathname> 
   <selector>#username</selector> 
   <comment place="top">①「Username(ユーザ名)」と¥n「Password(パスワード)」を入力して下さい</comment> 
  </item> 
  <item> 
   <pathname order="1">/moodle/login/index.php</pathname> 
   <selector>#password</selector> 
   <comment></comment> 
  </item> 
  <item> 
   <pathname order="1">/moodle/login/index.php</pathname> 
予備実験用ガイド定義データ(抜粋) 
   <selector>#loginbtn</selector> 
   <comment>②「Login(ログイン)」をクリックして下さい</comment> 
  </item> 
  <item> 
   <pathname order="2">/moodle/</pathname> 
   <selector>#inst4.block_navigation div.content ul.block_tree li.type_unknown ul li.type_setting p.tree_item 
a[href*='/moodle/my/']</selector> 
   <comment>「マイホーム」をクリックして下さい</comment> 
  </item> 
  <item> 
   <pathname order="2">/moodle/my/</pathname> 
   <selector>div.block_course_overview div.content div.box h3.main a</selector> 
   <comment>編集するコース名を選択してください</comment> 
  </item> 
  <item> 
   <pathname order="2">/moodle/course/view.php</pathname> 
   <selector>#settingsnav.box ul.block_tree li.type_course ul li.type_setting p.tree_item 
a[href*='/moodle/course/view.php'][href*='edit=on']</selector> 
   <comment>「編集モードの開始」をクリックして下さい</comment> 
  </item> 
  <item> 
   <pathname order="3">/moodle/course/view.php</pathname> 
   <selector>div#region-main div.region-content div.course-content ul.weeks li.section div.content ul.section li.activity 
div.mod-indent span.commands span.editing_move</selector> 
   <comment>ここを選択して，移動先の回にドラッグして下さい</comment> 
  </item> 
 </task> 
</root>
予備実験手順書 
実験参加者のみなさまへ 
・注意事項 
この実験は，ガイドを適用した LMS(Moodle)を利用して作業を行なって頂き，ガイドによる操作箇所の誘導と操作内容の提示により，作業実施が可
能か評価を行うことを目的としています．実験中はみなさんの行動や発言を撮影・録音します．実験中に感じたことはできるだけ発言して下さい．な
お，本実験の結果を個人が特定されない形にし，学会などで紹介させていただく場合がありますので，予めご了承ください．また，実験後にアンケー
トにご協力下さい． 
  
・実験手順について 
 実験環境では，LMS(Moodle)の画面に「ガイドメニュー」が追加されています．「ガイドメニュー」から行うタスクを選択して頂くことでガイドが開
始され，操作を行う箇所を強調表示すると共に操作内容を表示します． 
ガイドを利用して，「サボテンの育て方」コースに「課題の作成」と「配布資料のアップロード」および，「フォーラムの作成」という作業を行って
頂きます．これは授業後のレポートの作成と，次週の授業で配布する資料の公開，およびディスカッション用のフォーラムの作成を想定した作業です． 
作業には次の情報を利用してください． 
対象 「選択するもの」または入力内容 
コース名 「サボテンの育て方」 
アカウント ユーザ名 kyouin1 
パスワード Kyouin1! 
課題 名称 サボテンの育て方について 
説明 サボテンに最適な土を答えなさい． 
配布資料 名称 サボテンの植え替え方法 
説明 鉢植えを交換する方法です． 
ファイル PC のデスクトップ上の「サボテン.docx」 
フォーラム フォーラム名 情報交換用フォーラム 
フォーラムイントロダクション サボテンについての情報交換を行う場です． 
 
1. 初めに，12/12-12/18 の回に「課題の作成」という作業を行なって頂きます． 
 「ガイドメニュー」内の「課題の作成」を選択して下さい．ガイドに従って作業を行なって下さい． 
 “「課題の作成」は終了です”と表示されたら，この作業は終了です． 
2. 次に，12/19-12/25 の回に「配布資料のアップロード」という作業を行なって頂きます． 
 「ガイドメニュー」内の「配布資料のアップロード」を選択して下さい．ガイドが開始され，操作を行うべき箇所の強調表示と共に
操作内容が提示されますので，ガイドに従って作業を行なって下さい． 
 作業の終了時には“「配布資料のアップロード」は終了です”と表示されたら，この作業は終了です．次の作業を行なって下さい． 
3. 最後に，12/19-12/25 の回に「フォーラムの作成」を行なって下さい． 
 
以上の作業が終了すれば，実験は終了です．ご協力ありがとうございました．
評価実験用ガイド定義データ(抜粋) 
<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?> 
 
<root> 
 <label>ガイドメニュー</label> 
 <style css="sunny">top:370px;left:1650px;</style> 
 <progress>進捗状況   </progress> 
  
 <task> 
  <title>利用者情報の編集</title> 
  <color>aqua</color> 
  <item> 
   <pathname>undefined</pathname> 
   <selector>#page-header div.navbar div.breadcrumb ul li a:first</selector> 
   <comment place="bottom">ガイドを外れました．「Home」をクリックして下さい．</comment> 
  </item> 
  <item> 
   <pathname order="0">/moodle/</pathname> 
   <selector>#page-header.clearfix div.headermenu:has(div.logininfo a[href*='moodle/login/index.php'])</selector> 
   <comment place="right">「Login(ログイン)」をクリックして下さい</comment> 
  </item> 
  <item> 
   <pathname order="1">/moodle/login/index.php</pathname> 
   <selector>#username</selector> 
   <comment place="top">①「Username(ユーザ名)」と¥n「Password(パスワード)」を入力して下さい</comment> 
  </item> 
  <item> 
   <pathname order="1">/moodle/login/index.php</pathname> 
   <selector>#password</selector> 
   <comment></comment> 
  </item> 
  <item> 
   <pathname order="1">/moodle/login/index.php</pathname> 
   <selector>#loginbtn</selector> 
   <comment>②「Login(ログイン)」をクリックして下さい</comment> 
  </item> 
  <item> 
   <pathname order="2">/moodle/</pathname> 
   <selector>p#usersettings.tree_item span</selector> 
   <comment place="top">①「マイプロファイル設定」をクリックして下さい</comment> 
  </item> 
  <item> 
   <pathname order="2">/moodle/</pathname> 
   <selector>div#settingsnav.box ul.block_tree li.type_unknown ul li.type_setting p.tree_item 
a[href*='/moodle/user/edit.php']</selector> 
   <comment>②「プロファイルを編集する」をクリックして下さい</comment> 
  </item> 
  <item> 
   <pathname order="2">/moodle/user/edit.php</pathname> 
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   <selector>table#id_description_editor_tbl.mceLayout</selector> 
   <comment>①「自己紹介」を入力して下さい</comment> 
  </item> 
  <item> 
   <pathname order="3">/moodle/user/edit.php</pathname> 
   <selector>input#id_submitbutton</selector> 
   <comment>②「プロファイルを更新する」をクリックして下さい</comment> 
  </item> 
  <item> 
   <pathname order="4">/moodle/user/profile.php</pathname> 
   <selector>div#region-main div.region-content</selector> 
   <comment place="bottom">「利用者情報の編集」は終了です．</comment> 
  </item> 
 </task> 
  
 <task> 
  <title>チャットルームの作成</title> 
  <color>purple</color> 
  <item> 
   <pathname>undefined</pathname> 
   <selector>#page-header div.navbar div.breadcrumb ul li a:first</selector> 
   <comment place="bottom">ガイドを外れました．「Home」をクリックして下さい．</comment> 
  </item> 
  <item> 
   <pathname order="0">/moodle/</pathname> 
   <selector>#page-header.clearfix div.headermenu:has(div.logininfo a[href*='moodle/login/index.php'])</selector> 
   <comment place="right">「Login(ログイン)」をクリックして下さい</comment> 
  </item> 
  <item> 
   <pathname order="1">/moodle/login/index.php</pathname> 
   <selector>#username</selector> 
   <comment place="top">①「Username(ユーザ名)」と¥n「Password(パスワード)」を入力して下さい</comment> 
  </item> 
  <item> 
   <pathname order="1">/moodle/login/index.php</pathname> 
   <selector>#password</selector> 
   <comment></comment> 
  </item> 
  <item> 
   <pathname order="1">/moodle/login/index.php</pathname> 
   <selector>#loginbtn</selector> 
   <comment>②「Login(ログイン)」をクリックして下さい</comment> 
  </item> 
  <item> 
   <pathname order="2">/moodle/</pathname> 
   <selector>#inst4.block_navigation div.content ul.block_tree li.type_unknown ul li.type_setting p.tree_item 
a[href*='/moodle/my/']</selector> 
   <comment>「マイホーム」をクリックして下さい</comment> 
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  </item> 
  <item> 
   <pathname order="2">/moodle/my/</pathname> 
   <selector>div.block_course_overview div.content div.box h3.main a</selector> 
   <comment>編集するコース名を選択してください</comment> 
  </item> 
  <item> 
   <pathname order="2">/moodle/course/view.php</pathname> 
   <selector>#settingsnav.box ul.block_tree li.type_course ul li.type_setting p.tree_item 
a[href*='/moodle/course/view.php'][href*='edit=on']</selector> 
   <comment>「編集モードの開始」をクリックして下さい</comment> 
  </item> 
  <item> 
   <pathname order="3">/moodle/course/view.php</pathname> 
   <selector>#region-main div.region-content div.course-content ul.weeks li.section div.content div.visibleifjs div.mdl-right 
div.section-modchooser span.section-modchooser-link a span.section-modchooser-text</selector> 
   <comment place="top">①編集を行う回の「活動またはリソースを追加する」をクリックして下さい</comment> 
  </item>   
  <item> 
   <pathname order="3">/moodle/course/view.php</pathname> 
   <selector>form#chooserform div.options div.alloptions div.option label:eq(2)</selector> 
   <comment place="right">②「チャット」を選択して下さい</comment> 
  </item>  
  <item> 
   <pathname order="3">/moodle/course/view.php</pathname> 
   <selector>input#submitbutton</selector> 
   <comment place="right">③「追加」をクリックして下さい</comment> 
  </item>  
  <item> 
   <pathname order="4">/moodle/course/modedit.php</pathname> 
   <selector>input#id_name</selector> 
   <comment place="top">①掲示板のタイトルを「チャットルーム名」に入力して下さい</comment> 
  </item> 
  <item> 
   <pathname order="4">/moodle/course/modedit.php</pathname> 
   <selector>table#id_introeditor_tbl.mceLayout</selector> 
   <comment>②掲示板の説明を「イントロダクションテキスト」に入力して下さい</comment> 
  </item> 
  <item> 
   <pathname order="4">/moodle/course/modedit.php</pathname> 
   <selector>select#id_groupmode</selector> 
   <comment>③グループモードを利用する場合に選択して下さい¥n 分離グループ-他グループのチャットは閲覧でき
ません¥n 可視グループ-他グループのチャットを閲覧可能です</comment> 
  </item>   
  <item> 
   <pathname order="4">/moodle/course/modedit.php</pathname> 
   <selector>input#id_submitbutton</selector> 
   <comment place="top">④「保存して表示する」をクリックして下さい</comment> 
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  </item> 
  <item> 
   <pathname order="5">/moodle/mod/chat/view.php</pathname> 
   <selector>div#region-main div.region-content</selector> 
   <comment place="bottom">「チャットルームの作成」作業は終了です</comment> 
  </item> 
 </task> 
  
 <task> 
  <title>掲示板の作成</title> 
  <color>Fuchsia</color> 
  <item> 
   <pathname>undefined</pathname> 
   <selector>#page-header div.navbar div.breadcrumb ul li a:first</selector> 
   <comment place="bottom">ガイドを外れました．「Home」をクリックして下さい．</comment> 
  </item> 
  <item> 
   <pathname order="0">/moodle/</pathname> 
   <selector>#page-header.clearfix div.headermenu:has(div.logininfo a[href*='moodle/login/index.php'])</selector> 
   <comment place="right">「Login(ログイン)」をクリックして下さい</comment> 
  </item> 
  <item> 
   <pathname order="1">/moodle/login/index.php</pathname> 
   <selector>#username</selector> 
   <comment place="top">①「Username(ユーザ名)」と¥n「Password(パスワード)」を入力して下さい</comment> 
  </item> 
  <item> 
   <pathname order="1">/moodle/login/index.php</pathname> 
   <selector>#password</selector> 
   <comment></comment> 
  </item> 
  <item> 
   <pathname order="1">/moodle/login/index.php</pathname> 
   <selector>#loginbtn</selector> 
   <comment>②「Login(ログイン)」をクリックして下さい</comment> 
  </item> 
  <item> 
   <pathname order="2">/moodle/</pathname> 
   <selector>#inst4.block_navigation div.content ul.block_tree li.type_unknown ul li.type_setting p.tree_item 
a[href*='/moodle/my/']</selector> 
   <comment>「マイホーム」をクリックして下さい</comment> 
  </item> 
  <item> 
   <pathname order="2">/moodle/my/</pathname> 
   <selector>div.block_course_overview div.content div.box h3.main a</selector> 
   <comment>編集するコース名を選択してください</comment> 
  </item> 
  <item> 
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   <pathname order="2">/moodle/course/view.php</pathname> 
   <selector>#settingsnav.box ul.block_tree li.type_course ul li.type_setting p.tree_item 
a[href*='/moodle/course/view.php'][href*='edit=on']</selector> 
   <comment>「編集モードの開始」をクリックして下さい</comment> 
  </item> 
  <item> 
   <pathname order="3">/moodle/course/view.php</pathname> 
   <selector>#region-main div.region-content div.course-content ul.weeks li.section div.content div.visibleifjs div.mdl-right 
div.section-modchooser span.section-modchooser-link a span.section-modchooser-text</selector> 
   <comment place="top">①編集を行う回の「活動またはリソースを追加する」をクリックして下さい</comment> 
  </item>   
  <item> 
   <pathname order="3">/moodle/course/view.php</pathname> 
   <selector>form#chooserform div.options div.alloptions div.option label:eq(4)</selector> 
   <comment place="right">②「フォーラム」を選択して下さい</comment> 
  </item>  
  <item> 
   <pathname order="3">/moodle/course/view.php</pathname> 
   <selector>input#submitbutton</selector> 
   <comment place="right">③「追加」をクリックして下さい</comment> 
  </item>  
  <item> 
   <pathname order="4">/moodle/course/modedit.php</pathname> 
   <selector>input#id_name</selector> 
   <comment place="top">①掲示板のタイトルを「フォーラム名」に入力して下さい</comment> 
  </item> 
  <item> 
   <pathname order="4">/moodle/course/modedit.php</pathname> 
   <selector>table#id_introeditor_tbl.mceLayout</selector> 
   <comment>②掲示板の説明を「フォーラムイントロダクション」に入力して下さい</comment> 
  </item> 
  <item> 
   <pathname order="4">/moodle/course/modedit.php</pathname> 
   <selector>select#id_groupmode</selector> 
   <comment>③グループモードを利用する場合に選択して下さい¥n 分離グループ-他グループの掲示板は閲覧できま
せん¥n 可視グループ-他グループの掲示板を閲覧可能です</comment> 
  </item>   
  <item> 
   <pathname order="4">/moodle/course/modedit.php</pathname> 
   <selector>input#id_submitbutton</selector> 
   <comment place="top">④「保存して表示する」をクリックして下さい</comment> 
  </item> 
  <item> 
   <pathname order="5">/moodle/mod/forum/view.php</pathname> 
   <selector>div#region-main div.region-content</selector> 
   <comment place="bottom">「掲示板の作成」作業は終了です</comment> 
  </item> 
 </task> 
評価実験用ガイド定義データ(抜粋) 
 
 <task> 
  <title>レポート受け付け箱の設定</title> 
  <color>Red</color> 
  <item> 
   <pathname>undefined</pathname> 
   <selector>#page-header div.navbar div.breadcrumb ul li a:first</selector> 
   <comment place="bottom">ガイドを外れました．「Home」をクリックして下さい．</comment> 
  </item> 
  <item> 
   <pathname order="0">/moodle/</pathname> 
   <selector>#page-header.clearfix div.headermenu:has(div.logininfo a[href*='moodle/login/index.php'])</selector> 
   <comment place="right">「Login(ログイン)」をクリックして下さい</comment> 
  </item> 
  <item> 
   <pathname order="1">/moodle/login/index.php</pathname> 
   <selector>#username</selector> 
   <comment place="top">①「Username(ユーザ名)」と¥n「Password(パスワード)」を入力して下さい</comment> 
  </item> 
  <item> 
   <pathname order="1">/moodle/login/index.php</pathname> 
   <selector>#password</selector> 
   <comment></comment> 
  </item> 
  <item> 
   <pathname order="1">/moodle/login/index.php</pathname> 
   <selector>#loginbtn</selector> 
   <comment>②「Login(ログイン)」をクリックして下さい</comment> 
  </item> 
  <item> 
   <pathname order="2">/moodle/</pathname> 
   <selector>#inst4.block_navigation div.content ul.block_tree li.type_unknown ul li.type_setting p.tree_item 
a[href*='/moodle/my/']</selector> 
   <comment>「マイホーム」をクリックして下さい</comment> 
  </item> 
  <item> 
   <pathname order="2">/moodle/my/</pathname> 
   <selector>div.block_course_overview div.content div.box h3.main a</selector> 
   <comment>編集するコース名を選択してください</comment> 
  </item> 
  <item> 
   <pathname order="2">/moodle/course/view.php</pathname> 
   <selector>#settingsnav.box ul.block_tree li.type_course ul li.type_setting p.tree_item 
a[href*='/moodle/course/view.php'][href*='edit=on']</selector> 
   <comment>「編集モードの開始」をクリックして下さい</comment> 
  </item> 
  <item> 
   <pathname order="3">/moodle/course/view.php</pathname> 
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   <selector>#region-main div.region-content div.course-content ul.weeks li.section div.content div.visibleifjs div.mdl-right 
div.section-modchooser span.section-modchooser-link a span.section-modchooser-text</selector> 
   <comment place="top">①編集を行う回の「活動またはリソースを追加する」をクリックして下さい</comment> 
  </item>    
  <item> 
   <pathname order="3">/moodle/course/view.php</pathname> 
   <selector>form#chooserform div.options div.alloptions div.option label:eq(7)</selector> 
   <comment place="right">②「課題」を選択して下さい</comment> 
  </item>  
  <item> 
   <pathname order="3">/moodle/course/view.php</pathname> 
   <selector>input#submitbutton</selector> 
   <comment place="right">③「追加」をクリックして下さい</comment> 
  </item>  
  <item> 
   <pathname order="4">/moodle/course/modedit.php</pathname> 
   <selector>input#id_name</selector> 
   <comment place="top">①レポート受け付け箱のタイトルを「課題名」に入力して下さい</comment> 
  </item> 
  <item> 
   <pathname order="4">/moodle/course/modedit.php</pathname> 
   <selector>table#id_introeditor_tbl.mceLayout</selector> 
   <comment>②レポート受け付け箱の説明を「課題説明」を入力して下さい</comment> 
  </item> 
  <item> 
   <pathname order="4">/moodle/course/modedit.php</pathname> 
   <selector>select#id_groupmode</selector> 
   <comment>③グループモードを利用する場合に選択して下さい¥n 分離グループ-グループ内のみ閲覧できます¥n 可
視グループ-他グループを閲覧できます</comment> 
  </item>  
  <item> 
   <pathname order="4">/moodle/course/modedit.php</pathname> 
   <selector>input#id_submitbutton</selector> 
   <comment place="top">④「保存して表示する」をクリックして下さい</comment> 
  </item> 
  <item> 
   <pathname order="5">/moodle/mod/assign/view.php</pathname> 
   <selector>div#region-main div.region-content</selector> 
   <comment place="bottom">「レポート受け付け箱の設定」作業は終了です</comment> 
  </item> 
 </task> 
  
 <task> 
  <title>配布資料の公開</title> 
  <color>Lime</color> 
  <item> 
   <pathname>undefined</pathname> 
   <selector>#page-header div.navbar div.breadcrumb ul li a:first</selector> 
評価実験用ガイド定義データ(抜粋) 
   <comment place="bottom">ガイドを外れました．「Home」をクリックして下さい．</comment> 
  </item> 
  <item> 
   <pathname order="0">/moodle/</pathname> 
   <selector>#page-header.clearfix div.headermenu:has(div.logininfo a[href*='moodle/login/index.php'])</selector> 
   <comment place="right">「Login(ログイン)」をクリックして下さい</comment> 
  </item> 
  <item> 
   <pathname order="1">/moodle/login/index.php</pathname> 
   <selector>#username</selector> 
   <comment place="top">①「Username(ユーザ名)」と¥n「Password(パスワード)」を入力して下さい</comment> 
  </item> 
  <item> 
   <pathname order="1">/moodle/login/index.php</pathname> 
   <selector>#password</selector> 
   <comment></comment> 
  </item> 
  <item> 
   <pathname order="1">/moodle/login/index.php</pathname> 
   <selector>#loginbtn</selector> 
   <comment>②「Login(ログイン)」をクリックして下さい</comment> 
  </item> 
  <item> 
   <pathname order="2">/moodle/</pathname> 
   <selector>#inst4.block_navigation div.content ul.block_tree li.type_unknown ul li.type_setting p.tree_item 
a[href*='/moodle/my/']</selector> 
   <comment>「マイホーム」をクリックして下さい</comment> 
  </item> 
  <item> 
   <pathname order="2">/moodle/my/</pathname> 
   <selector>div.block_course_overview div.content div.box h3.main a</selector> 
   <comment>編集するコース名を選択してください</comment> 
  </item> 
  <item> 
   <pathname order="2">/moodle/course/view.php</pathname> 
   <selector>#settingsnav.box ul.block_tree li.type_course ul li.type_setting p.tree_item 
a[href*='/moodle/course/view.php'][href*='edit=on']</selector> 
   <comment>「編集モードの開始」をクリックして下さい</comment> 
  </item> 
  <item> 
   <pathname order="3">/moodle/course/view.php</pathname> 
   <selector>#region-main div.region-content div.course-content ul.weeks li.section div.content div.visibleifjs div.mdl-right 
div.section-modchooser span.section-modchooser-link a span.section-modchooser-text</selector> 
   <comment place="top">①編集を行う回の「活動またはリソースを追加する」をクリックして下さい</comment> 
  </item>    
  <item> 
   <pathname order="3">/moodle/course/view.php</pathname> 
   <selector>form#chooserform div.options div.alloptions div.option label:eq(15)</selector> 
評価実験用ガイド定義データ(抜粋) 
   <comment place="right">②「ファイル」を選択して下さい</comment> 
  </item>  
  <item> 
   <pathname order="3">/moodle/course/view.php</pathname> 
   <selector>input#submitbutton</selector> 
   <comment place="right">③「追加」をクリックして下さい</comment> 
  </item>  
  <item> 
   <pathname order="4">/moodle/course/modedit.php</pathname> 
   <selector>input#id_name</selector> 
   <comment place="top">①配布資料のタイトルを「名称」を入力して下さい</comment> 
  </item> 
  <item> 
   <pathname order="4">/moodle/course/modedit.php</pathname> 
   <selector>table#id_introeditor_tbl.mceLayout</selector> 
   <comment>②配布資料の「説明」を入力して下さい</comment> 
  </item> 
  <item> 
   <pathname order="4">/moodle/course/modedit.php</pathname> 
   <selector>div.fp-toolbar div.fp-btn-add a</selector> 
   <comment place="top">③「追加」をクリックして下さい．</comment> 
  </item> 
  <item> 
   <pathname order="4">/moodle/course/modedit.php</pathname> 
   <selector>ul.fp-list li.fp-repo:eq(2)</selector> 
   <comment place="right">④「ファイルをアップロードする」をクリックして下さい．</comment> 
  </item> 
  <item> 
   <pathname order="4">/moodle/course/modedit.php</pathname> 
   <selector>tr.fp-file td.mdl-left</selector> 
   <comment>⑤「参照」をクリックして，アップロードするファイルを選択して下さい．</comment> 
  </item> 
  <item> 
   <pathname order="4">/moodle/course/modedit.php</pathname> 
   <selector>div.fp-content-center div button.fp-upload-btn</selector> 
   <comment>⑥「このファイルをアップロードする」をクリックして下さい．</comment> 
  </item> 
  <item> 
   <pathname order="4">/moodle/course/modedit.php</pathname> 
   <selector>input#id_submitbutton</selector> 
   <comment place="top">⑦「保存して表示する」をクリックして下さい</comment> 
  </item> 
  <item> 
   <pathname order="5">/moodle/mod/resource/view.php</pathname> 
   <selector>div#region-main div.region-content</selector> 
   <comment place="bottom">「配布資料の公開」作業は終了です</comment> 
  </item> 
 </task> 
評価実験用ガイド定義データ(抜粋) 
  
 <task> 
  <title>ユーザの登録</title> 
  <color>green</color> 
  <item> 
   <pathname>undefined</pathname> 
   <selector>#page-header div.navbar div.breadcrumb ul li a:first</selector> 
   <comment place="bottom">ガイドを外れました．「Home」をクリックして下さい．</comment> 
  </item> 
  <item> 
   <pathname order="0">/moodle/</pathname> 
   <selector>#page-header.clearfix div.headermenu:has(div.logininfo a[href*='moodle/login/index.php'])</selector> 
   <comment place="right">「Login(ログイン)」をクリックして下さい</comment> 
  </item> 
  <item> 
   <pathname order="1">/moodle/login/index.php</pathname> 
   <selector>#username</selector> 
   <comment place="top">①「Username(ユーザ名)」と¥n「Password(パスワード)」を入力して下さい</comment> 
  </item> 
  <item> 
   <pathname order="1">/moodle/login/index.php</pathname> 
   <selector>#password</selector> 
   <comment></comment> 
  </item> 
  <item> 
   <pathname order="1">/moodle/login/index.php</pathname> 
   <selector>#loginbtn</selector> 
   <comment>②「Login(ログイン)」をクリックして下さい</comment> 
  </item> 
  <item> 
   <pathname order="2">/moodle/</pathname> 
   <selector>#inst4.block_navigation div.content ul.block_tree li.type_unknown ul li.type_setting p.tree_item 
a[href*='/moodle/my/']</selector> 
   <comment>「マイホーム」をクリックして下さい</comment> 
  </item> 
  <item> 
   <pathname order="2">/moodle/my/</pathname> 
   <selector>div.block_course_overview div.content div.box h3.main a</selector> 
   <comment>編集するコース名を選択してください</comment> 
  </item> 
  <item> 
   <pathname order="3">/moodle/course/view.php</pathname> 
   <selector>div#settingsnav.box ul.block_tree li.type_course ul li.type_unknown p.tree_item:has(span)</selector> 
   <comment>「ユーザ」をクリックして下さい</comment> 
  </item> 
  <item> 
   <pathname order="3">/moodle/course/view.php</pathname> 
   <selector>div#settingsnav.box ul.block_tree li.type_course ul li.type_unknown ul li.type_setting p.tree_item 
評価実験用ガイド定義データ(抜粋) 
a[href*='/moodle/enrol/users.php']</selector> 
   <comment>「登録ユーザ」をクリックして下さい</comment> 
  </item> 
  <item> 
   <pathname order="4">/moodle/enrol/users.php</pathname> 
   <selector>div#region-main div.region-content div.enrol_user_buttons div.singlebutton</selector> 
   <comment place="right">「ユーザを登録する」をクリックして下さい</comment> 
  </item> 
  <item> 
   <pathname order="4">/moodle/enrol/users.php</pathname> 
   <selector>body#page-enrol-users.path-enrol div.user-enroller-panel div.uep-wrap div.uep-content div.uep-ajax-content 
div.uep-search-results div.users div.user div.options input.enrol</selector> 
   <comment place="top">①登録するユーザの「登録」をクリックして下さい</comment> 
  </item> 
  <item> 
   <pathname order="4">/moodle/enrol/users.php</pathname> 
   <selector>body#page-enrol-users.path-enrol div.user-enroller-panel div.uep-wrap div.uep-footer div.close-button 
input</selector> 
   <comment place="bottom">②「ユーザ登録を終了する」をクリックしたら，「ユーザの登録」作業は終了です
</comment> 
  </item> 
  <item> 
   <pathname order="4">/moodle/enrol/users.php</pathname> 
   <selector>input#enrolusersearch</selector> 
   <comment>ユーザを検索できます．ユーザ名を入力して，Enter キーを押して下さい．</comment> 
  </item>  
 </task> 
  
 <task> 
  <title>グループの設定</title> 
  <color>Blue</color> 
  <item> 
   <pathname>undefined</pathname> 
   <selector>#page-header div.navbar div.breadcrumb ul li a:first</selector> 
   <comment place="bottom">ガイドを外れました．「Home」をクリックして下さい．</comment> 
  </item> 
  <item> 
   <pathname order="0">/moodle/</pathname> 
   <selector>#page-header.clearfix div.headermenu:has(div.logininfo a[href*='moodle/login/index.php'])</selector> 
   <comment place="right">「Login(ログイン)」をクリックして下さい</comment> 
  </item> 
  <item> 
   <pathname order="1">/moodle/login/index.php</pathname> 
   <selector>#username</selector> 
   <comment place="top">①「Username(ユーザ名)」と¥n「Password(パスワード)」を入力して下さい</comment> 
  </item> 
  <item> 
   <pathname order="1">/moodle/login/index.php</pathname> 
評価実験用ガイド定義データ(抜粋) 
   <selector>#password</selector> 
   <comment></comment> 
  </item> 
  <item> 
   <pathname order="1">/moodle/login/index.php</pathname> 
   <selector>#loginbtn</selector> 
   <comment>②「Login(ログイン)」をクリックして下さい</comment> 
  </item> 
  <item> 
   <pathname order="2">/moodle/</pathname> 
   <selector>#inst4.block_navigation div.content ul.block_tree li.type_unknown ul li.type_setting p.tree_item 
a[href*='/moodle/my/']</selector> 
   <comment>「マイホーム」をクリックして下さい</comment> 
  </item> 
  <item> 
   <pathname order="2">/moodle/my/</pathname> 
   <selector>div.block_course_overview div.content div.box h3.main a</selector> 
   <comment>編集するコース名を選択してください</comment> 
  </item> 
  <item> 
   <pathname order="3">/moodle/course/view.php</pathname> 
   <selector>div#settingsnav.box ul.block_tree li.type_course ul li.type_unknown p.tree_item:has(span)</selector> 
   <comment>「ユーザ」をクリックして下さい</comment> 
  </item> 
  <item> 
   <pathname order="3">/moodle/course/view.php</pathname> 
   <selector>div#settingsnav.box ul.block_tree li.type_course ul li.type_unknown ul li.type_setting p.tree_item 
a[href*='/moodle/group/index.php']</selector> 
   <comment>「グループ」をクリックして下さい</comment> 
  </item> 
  <item> 
   <pathname order="4">/moodle/group/index.php</pathname> 
   <selector>input#showcreateorphangroupform</selector> 
   <comment>①「グループを作成する」をクリックして下さい</comment> 
  </item> 
  <item> 
   <pathname order="4">/moodle/group/index.php</pathname> 
   <selector>select#groups.select</selector> 
   <comment place="top">②ユーザを追加する「グループ名」を選択して下さい</comment> 
  </item> 
  <item> 
   <pathname order="4">/moodle/group/index.php</pathname> 
   <selector>input#showaddmembersform</selector> 
   <comment place="top">③「ユーザを追加/削除する」をクリックして下さい</comment> 
  </item> 
  <item> 
   <pathname order="4">/moodle/group/index.php</pathname> 
   <selector>div#region-main div.region-content div.groupdisplay div.tabtree ul.tabrow0 li.last</selector> 
評価実験用ガイド定義データ(抜粋) 
   <comment>④全てのグループ分けが終わったら「概要」をクリックして下さい</comment> 
  </item> 
  <item> 
   <pathname order="4">/moodle/group/members.php</pathname> 
   <selector>select#addselect</selector> 
   <comment place="top">①追加する「ユーザ名」を選択して下さい</comment> 
  </item> 
  <item> 
   <pathname order="4">/moodle/group/members.php</pathname> 
   <selector>input#add</selector> 
   <comment place="bottom">②「追加」を¥n クリックして下さい</comment> 
  </item> 
  <item> 
   <pathname order="4">/moodle/group/members.php</pathname> 
   <selector>td#backcell input</selector> 
   <comment>③ユーザの追加が終わったら「グループに戻る」をクリックして下さい</comment> 
  </item> 
  <item> 
   <pathname order="4">/moodle/group/group.php</pathname> 
   <selector>input#id_name</selector> 
   <comment>①作成するグループの名称を「グループ名」に入力して下さい</comment> 
  </item> 
  <item> 
   <pathname order="4">/moodle/group/group.php</pathname> 
   <selector>input#id_submitbutton</selector> 
   <comment place="bottom">②「変更を保存する」をクリックして下さい</comment> 
  </item>   
  <item> 
   <pathname order="5">/moodle/group/overview.php</pathname> 
   <selector>div#region-main</selector> 
   <comment place="bottom">「グループの設定」は終了です．</comment> 
  </item>  
 </task> 
</root>
実験手順書 
実験手順書 
はじめに 
ガイドを適用した LMS(Moodle)で作業を行なって頂きます．実験はガイドによる操作箇所の誘導と操作内容の提示により，作業の実施が可能か評
価を行うことを目的としています． 
実験中はみなさんの行動や発言を撮影・録音します．実験中に思ったことや考えたことをできるだけ声に出しながら作業に取り組んで下さい． 
なお，本実験の結果は，個人が特定されない形で学会などで紹介させていただく場合がありますので，予めご了承ください．最後に，実験後のア
ンケートにもご協力をお願いします． 
  
実験手順について 
実験環境では，LMS(Moodle)の画面に「ガイドメニュー」が追加されています．「ガイドメニュー」から実施したいタスクを選択して頂くことで，
操作を行う箇所を強調表示すると共に操作内容を表示します．ガイドを参考にして作業を行なって下さい． 
 
作業1 
学生から見える利用者情報に自己紹介として，「今年からこの科目を受け持つ事になりました．半年間よろしくお願いします．」と追加して下さい． 
LMS(Moodle)にログインする時は次のアカウントを利用して下さい． 
ユーザ名 パスワード
kyouin1 Kyouin1! 
 
作業2 
共同学習の準備を想定した作業を行なって頂きます．LMS に登録されているユーザの中から，「情報処理演習コース」に 4 名を登録し，次のよう
に 2 つのグループに分けて下さい． 
グループ 1 グループ 2 
東北 太郎，青森 りんご 大学 次郎，山形 桜
 
次に，2/11～2/17 の授業回にグループごとに情報交換を行う掲示板を用意して下さい．このとき，掲示板のタイトルを「第 2 回用意見交換掲示板」
とし，その説明を「グループごとの情報交換の場です」として下さい．また，他グループのメンバーは掲示板の内容を閲覧できないようにして下さ
い． 
 
作業3 
レポートの準備を想定した作業を行なって頂きます．グループ設定は不要とします．「情報処理演習コース」の 2/18～2/24 の授業回に，実験用 PC
のデスクトップ上に保存されている「第 3 回配布資料.docx」を配布資料として「第 3 回レポート用配布資料・問題」というタイトルで用意して下さ
い．また，説明を「参考資料およびレポートの問題です」として下さい． 
また，同じ回に，レポート受け付け箱を「第 3 回の課題」というタイトルで準備し，説明を「配布資料を参照し，レポートを提出して下さい」と
して下さい．  
 
以上の作業が終了すれば，実験は終了です．最後に，実験後のアンケートにもご協力をお願いします．
実験手順書(チュートリアル) 
実験手順書(チュートリアル) 
はじめに 
チュートリアルを用いて LMS(Moodle)で作業を行なって頂きます．実験は LMS(Moodle)上で提示するガイドと，チュートリアルを用いた場合との
比較を行うことを目的としております． 
実験中はみなさんの行動や発言を撮影・録音します．実験中に思ったことや考えたことをできるだけ声に出しながら作業に取り組んで下さい． 
なお，本実験の結果は，個人が特定されない形で学会などで紹介させていただく場合がありますので，予めご了承ください．最後に，実験後のア
ンケートにもご協力をお願いします． 
  
実験手順について 
チュートリアルを参考にして次の 3 つの作業を行なって下さい． 
 
作業1 
学生から見える利用者情報に自己紹介として，「今年からこの科目を受け持つ事になりました．半年間よろしくお願いします．」と追加して下さい． 
LMS(Moodle)にログインする時は次のアカウントを利用して下さい． 
ユーザ名 パスワード
kyouin1 Kyouin1! 
 
作業2 
共同学習の準備を想定した作業を行なって頂きます．LMS に登録されているユーザの中から，「情報処理演習コース」に 4 名を登録し，次のよう
に 2 つのグループに分けて下さい． 
グループ 1 グループ 2 
東北 太郎，青森 りんご 大学 次郎，山形 桜
 
次に，2/11～2/17 の授業回にグループごとに情報交換を行う掲示板を用意して下さい．このとき，掲示板のタイトルを「第 2 回用意見交換掲示板」
とし，その説明を「グループごとの情報交換の場です」として下さい．また，他グループのメンバーは掲示板の内容を閲覧できないようにして下さ
い． 
 
作業3 
レポートの準備を想定した作業を行なって頂きます．グループ設定は不要とします．「情報処理演習コース」の 2/18～2/24 の授業回に，実験用 PC
のデスクトップ上に保存されている「第 3 回配布資料.docx」を配布資料として「第 3 回レポート用配布資料・問題」というタイトルで用意して下さ
い．また，説明を「参考資料およびレポートの問題です」として下さい． 
また，同じ回に，レポート受け付け箱を「第 3 回の課題」というタイトルで準備し，説明を「配布資料を参照し，レポートを提出して下さい」と
して下さい．  
 
以上の作業が終了すれば，実験は終了です．最後に，実験後のアンケートにもご協力をお願いします． 
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Moodle 用チュートリアル 
 
 
1 ログイン 
ここではログインする方法について説明します． 
https://zwei.stein.cite.tohoku.ac.jp/moodle/ にアクセスして下さい． 
 
ログイン画面に移動します． 
「Login(ログイン)」をクリックして下さい 
Moodle 用チュートリアル 
 
 
 
「ユーザ名」と「パスワード」を入力して，ログインをクリックすると処理が行われ，成功すればフロント画面に移動します．ログインに失敗した場
合には，入力内容を再度確認して下さい． 
 
  
「Username(ユーザ名)」と「Password(パスワード)」を入力して下さい 
「Login(ログイン)」をクリックして下さい 
Moodle 用チュートリアル 
 
 
2 利用者情報の編集 
先に 1.ログインを実行して下さい． 
 
この機能を利用することで，自分のプロファイルを変更することができます．ここでは自己紹介の追加方法を説明します． 
 
https://zwei.stein.cite.tohoku.ac.jp/moodle/ にアクセスして下さい． 
 
メニューが展開します． 
「マイプロファイル」の設定をクリックして下さい 
Moodle 用チュートリアル 
 
 
 
プロファイルの編集画面に移動します． 
 
入力したら，スクロールして下さい． 
 
「プロファイルを編集する」をクリックして下さい 
「自己紹介」を入力して下さい 
Moodle 用チュートリアル 
 
 
 
概要画面に移動します． 
 
この作業は終了です． 
「プロファイルを更新する」をクリックして下さい 
「利用者情報の編集」は終了です． 
Moodle 用チュートリアル 
 
 
3 チャットルームの作成 
先に 1.ログインを実行して下さい． 
 
この機能を利用することで，同期ディスカッション用の掲示板を作成することができます． 
 
https://zwei.stein.cite.tohoku.ac.jp/moodle/ にアクセスして下さい． 
 
マイホーム画面に移動します． 
「マイホーム」をクリックして下さい 
Moodle 用チュートリアル 
 
 
 
コースの画面に移動します． 
 
コースの編集が可能になります． 
編集するコース名を選択してください 
「編集モードの開始」をクリックして下さい 
Moodle 用チュートリアル 
 
 
 
追加する機能の一覧が表示されます． 
 
作成画面に移動します． 
「追加」をクリックして下さい 
「チャット」を選択して下さい 
編集を行う回の「活動またはリソースを追加する」をクリックして下さい 
Moodle 用チュートリアル 
 
 
 
入力したら，スクロールして下さい． 
 
グループモードを利用することで，掲示板を分けることができます．分離グループはグループ内のみ閲覧可能であり，可視グループは他のグループの
掲示板も閲覧可能です． 
掲示板の説明を「イントロダクションテキスト」に入力して下さい 
掲示板のタイトルを「チャットルーム名」に入力して下さい 
「保存して表示する」をクリックして下さい 
グループモードを利用する場合に選択して下さい 
分離グループ-他グループのチャットは閲覧できません 
可視グループ-他グループのチャットを閲覧可能です 
Moodle 用チュートリアル 
 
 
 
この作業は終了です． 
  
「チャットルームの作成」は終了です． 
Moodle 用チュートリアル 
 
 
4 掲示板の作成 
先に 1.ログインを実行して下さい． 
 
この機能を利用することで，非同期のディスカッション用の掲示板を作成することができます．  
 
https://zwei.stein.cite.tohoku.ac.jp/moodle/ にアクセスして下さい． 
 
マイホーム画面に移動します． 
「マイホーム」をクリックして下さい 
Moodle 用チュートリアル 
 
 
 
コースの画面に移動します． 
 
コースの編集が可能になります． 
編集するコース名を選択してください 
「編集モードの開始」をクリックして下さい 
Moodle 用チュートリアル 
 
 
 
追加する機能の一覧が表示されます． 
 
作成画面に移動します． 
 
「追加」をクリックして下さい 
「フォーラム」を選択して下さい 
編集を行う回の「活動またはリソースを追加する」をクリックして下さい 
Moodle 用チュートリアル 
 
 
 
入力したら，スクロールして下さい． 
 
グループモードを利用することで掲示板を分けることができます．分離グループはグループ内のみ閲覧可能であり，可視グループは他のグループの掲
示板も閲覧可能です． 
「保存して表示する」をクリックして下さい 
グループモードを利用する場合に選択して下さい 
分離グループ-他グループの掲示板は閲覧できません 
可視グループ-他グループの掲示板を閲覧可能です 
掲示板の説明を「フォーラムイントロダクション」に入力して下さい 
掲示板のタイトルを「フォーラム名」に入力して下さい 
Moodle 用チュートリアル 
 
 
 
この作業は終了です． 
  
「掲示板の作成」作業は終了です 
Moodle 用チュートリアル 
 
 
5 レポート受け付け箱の設定 
先に 1.ログインを実行して下さい． 
 
この機能を利用することで，レポートの受け取り箱を作成することができます． 
 
https://zwei.stein.cite.tohoku.ac.jp/moodle/ にアクセスして下さい． 
 
マイホーム画面に移動します． 
「マイホーム」をクリックして下さい 
Moodle 用チュートリアル 
 
 
 
コースの画面に移動します． 
 
コースの編集が可能になります． 
編集するコース名を選択してください 
「編集モードの開始」をクリックして下さい 
Moodle 用チュートリアル 
 
 
 
追加する機能の一覧が表示されます． 
 
作成画面に移動します． 
編集を行う回の「活動またはリソースを追加する」をクリックして下さい 
「課題」を選択して下さい 
「追加」をクリックして下さい 
Moodle 用チュートリアル 
 
 
 
入力したら，スクロールして下さい． 
 
概要画面に移動します． 
レポート受け付け箱のタイトルを「課題名」に入力して下さい 
レポート受け付け箱の説明を「課題説明」を入力して下さい 
「保存して表示する」をクリックして下さい 
グループモードを利用する場合に選択して下さい 
分離グループ-グループ内のみ閲覧できます 
可視グループ-他グループを閲覧できます 
Moodle 用チュートリアル 
 
 
 
この作業は終了です． 
  
「レポート受け付け箱の設定」作業は終了です 
Moodle 用チュートリアル 
 
 
6 配布資料の公開 
先に 1.ログインを実行して下さい． 
 
この機能を利用することで，ファイルを公開することができます． 
 
https://zwei.stein.cite.tohoku.ac.jp/moodle/ にアクセスして下さい． 
 
マイホーム画面に移動します． 
「マイホーム」をクリックして下さい 
Moodle 用チュートリアル 
 
 
 
コースの画面に移動します． 
 
コースの編集が可能になります． 
編集するコース名を選択してください 
「編集モードの開始」をクリックして下さい 
Moodle 用チュートリアル 
 
 
 
追加する機能の一覧が表示されます． 
 
作成画面に移動します． 
編集を行う回の「活動またはリソースを追加する」をクリックして下さい 
「ファイル」を選択して下さい 
「追加」をクリックして下さい 
Moodle 用チュートリアル 
 
 
 
アップロード用の画面が開きます． 
 
ブラウザの機能によりアップロードが行われます． 
配布資料のタイトルを「名称」を入力して下さい 
配布資料の「説明」を入力して下さい 
「ファイルをアップロードする」をクリックして下さい． 
「このファイルをアップロードする」をクリックして下さい． 
「追加」をクリックして下さい． 
「参照」をクリックして，アップロードするファイルを選択して下さい． 
Moodle 用チュートリアル 
 
 
 
ファイルがアップロードされた状態です．スクロールして下さい． 
 
概要画面に移動します． 
「保存して表示する」をクリックして下さい 
Moodle 用チュートリアル 
 
 
 
この作業は終了です． 
  
「配布資料の公開」作業は終了です 
Moodle 用チュートリアル 
 
 
7 ユーザの登録 
先に 1.ログインを実行して下さい． 
 
この機能を利用することで，ユーザに対してコースの利用登録をすることができます．  
 
https://zwei.stein.cite.tohoku.ac.jp/moodle/ にアクセスして下さい． 
 
マイホーム画面に移動します． 
「マイホーム」をクリックして下さい 
Moodle 用チュートリアル 
 
 
 
コースの画面に移動します． 
 
メニューが展開します． 
編集するコース名を選択してください 
「ユーザ」をクリックして下さい 
Moodle 用チュートリアル 
 
 
 
登録ユーザ画面に移動します． 
 
ユーザの一覧が表示されます． 
「登録ユーザ」をクリックして下さい 
「ユーザを登録する」をクリックして下さい 
Moodle 用チュートリアル 
 
 
 
この作業は終了です． 
登録するユーザの「登録」をクリックして下さい 
「ユーザ登録を終了する」をクリックしたら， 
「ユーザの登録」作業は終了です 
ユーザを検索できます．ユーザ名を入力して，Enter キーを押して下さい． 
Moodle 用チュートリアル 
 
 
8 グループの設定 
先に 1.ログインを実行して下さい． 
 
この機能を利用することで，コースの利用登録されたユーザをグループに分けることができます． 
 
https://zwei.stein.cite.tohoku.ac.jp/moodle/ にアクセスして下さい． 
 
マイホーム画面に移動します． 
「マイホーム」をクリックして下さい 
Moodle 用チュートリアル 
 
 
 
コースの画面に移動します． 
 
メニューが展開します． 
編集するコース名を選択してください 
「ユーザ」をクリックして下さい 
Moodle 用チュートリアル 
 
 
 
グループの画面に移動します． 
 
グループの作成画面に移動します． 
「グループ」をクリックして下さい 
「グループを作成する」をクリックして下さい 
Moodle 用チュートリアル 
 
 
 
グループ画面に戻ります． 
 
グループへのユーザ登録画面に移動します． 
「変更を保存する」をクリックして下さい 
作成するグループの名称を「グループ名」に入力して下さい 
ユーザを追加する「グループ名」を選択して下さい 
「ユーザを追加/削除する」をクリックして下さい 
Moodle 用チュートリアル 
 
 
 
ユーザの登録が終わったら，グループの画面に戻ります． 
 
 
 
グループ概要の画面に移動します． 
追加する「ユーザ名」を選択して下さい 
「追加」をクリックして下さい 
ユーザの追加が終わったら「グループに戻る」をクリックして下さい 
全てのグループ分けが終わったら「概要」をクリックして下さい 
Moodle 用チュートリアル 
 
 
 
この作業は終了です． 
 
「グループの設定」は終了です． 
評価実験に関するアンケート 
 
 
評価実験に関するアンケート 
 
 このアンケートは，評価実験にご協力いただいた皆さんの意見や感想をたずね，ガイドの評価を行うことを目的としています．みなさんの感じたま
まをお答えください．なお，本アンケートの結果を個人が特定されない形にし，学会などで紹介させていただく場合がありますので，予めご了承くだ
さい． 
 以下の質問について，ご回答下さい．選択問題は該当する方に☑を付けて下さい 
 
I. あなたについてお聞かせ下さい． 
1) 所属と学年を教えて下さい． 
所属：      学年：  
2) 普段インターネットを利用する場合，どのような目的で利用されますか？(複数選択可能) 
□利用しない   □ネットサーフィン   □Web メール   □ネットショッピング 
□ネット銀行   □その他(                           ) 
3) インターネットを利用し始めてどのくらい経ちますか？ 
□1 年未満   □1～3 年   □3～5 年   □5～10 年   □10 年以上 
4) どのくらいの頻度でインターネットを利用していますか？ 
□ほとんど使わない   □週に 2～3 日   □週に 4～5 日   □ほぼ毎日 
5) Moodle を利用したことはありますか？またそれはどの立場で利用されましたか？(複数選択可能) 
□教員(TA)として利用   □学生として利用    □利用経験無し   □わからない 
6) Moodle 以外の LMS を利用したことはありますか？またそれはどの立場で利用されましたか？(複数選択可能) 
□教員(TA)として利用   □学生として利用    □利用経験無し   □わからない 
 
II. 今回行なった作業では LMS(Moodle)の画面上でガイドを行うことで操作を支援しました．ガイドを追加した LMS(Moodle)を利用して感じたこと
をお答え下さい．  
 
1) 今回行なった作業は簡単だったと思いますか？ 
□そう思う   □まあまあ思う   □どちらでもない   □あまり思わない   □そう思わない 
2) 今回行なった作業の中で，ガイドは役に立ったと思いますか？ 
□そう思う  □まあまあ思う  □どちらでもない  □あまり思わない  □そう思わない   □利用していない 
3) 新たな LMS を利用し始める場合に同様のガイドがあると良いと思いますか？ 
□そう思う  □まあまあ思う  □どちらでもない  □あまり思わない  □そう思わない   □利用していない 
 
III. 今回行なった作業で利用していただいたガイドの各機能について，感じたことをお答え下さい． 
 
1) 今回行なった作業では，ガイドシステムにより利用目的に応じた操作方法のガイドを
メニュー形式で提示していましが，このようなガイドメニューの提示方法は選択しや
すいものだったと思いますか？ 
 
□そう思う     □まあまあ思う  □どちらでもない  
□あまり思わない  □そう思わない  □気づかなかった 
 
  
裏面に続きます 
ガイドメニュー 
評価実験に関するアンケート 
 
 
2) 今回行なった作業では，ガイドシステムにより次に行うべき操作箇所を強調表示していましたが，操作箇所を判断する上で役に立ったと思
いますか？ 
 
強調表示の例 
□そう思う □まあまあ思う □どちらでもない □あまり思わない □そう思わない □気づかなかった 
 
3) 今回行なった作業では，ガイドシステムにより次に行うべき LMS の画面上に操作内容を表示していました．このことについて次の質問に
お応え下さい．  
 
LMSの画面上に表示した操作内容の例 
 
3-1) このような説明の提示方法は見やすいと思いますか？  
□そう思う □まあまあ思う □どちらでもない □あまり思わない □そう思わない □気づかなかった 
 
3-2) 説明の内容の文章は分かりやすい内容になっていたと思いますか？  
□そう思う □まあまあ思う □どちらでもない □あまり思わない □そう思わない □気づかなかった 
 
4) 今回行なった作業では，ガイドシステムによりプログレスバーにより進捗状況を表示していましたが，作業を進める上で役に立ったと思い
ますか？ 
 
進捗状況表示の例 
□そう思う □まあまあ思う □どちらでもない □あまり思わない □そう思わない □気づかなかった 
 
IV. ガイド全体を通しての感想をお聞かせ下さい． 
 
1) ガイドについて良かった点があればお書きください． 
 
 
 
 
2) ガイドについて良くなかった点があればお書きください． 
 
 
 
 
3) ご意見，ご要望がありましたらお書きください． 
 
 
アンケートは以上になります．ご協力ありがとうございました．
赤枠 
評価実験に関するアンケート(チュートリアル) 
 
 
実験に関するアンケート(チュートリアル) 
 
 このアンケートは，評価実験にご協力いただいた皆さんの意見や感想をたずね，実施した作業の評価を行うことを目的としています．みなさんの感
じたままをお答えください．なお，本アンケートの結果を個人が特定されない形にし，学会などで紹介させていただく場合がありますので，予めご了
承ください． 
 以下の質問について，ご回答下さい．選択問題は該当する方に☑を付けて下さい 
 
V. あなたについてお聞かせ下さい． 
1) 所属と学年を教えて下さい． 
所属：      学年：  
2) 普段インターネットを利用する場合，どのような目的で利用されますか？(複数選択可能) 
□利用しない   □ネットサーフィン   □Web メール   □ネットショッピング 
□ネット銀行   □その他(                           ) 
3) インターネットを利用し始めてどのくらい経ちますか？ 
□1 年未満   □1～3 年   □3～5 年   □5～10 年   □10 年以上 
4) どのくらいの頻度でインターネットを利用していますか？ 
□ほとんど使わない   □週に 2～3 日   □週に 4～5 日   □ほぼ毎日 
5) Moodle を利用したことはありますか？またそれはどの立場で利用されましたか？(複数選択可能) 
□教員(TA)として利用   □学生として利用    □利用経験無し   □わからない 
6) Moodle 以外の LMS を利用したことはありますか？またそれはどの立場で利用されましたか？(複数選択可能) 
□教員(TA)として利用   □学生として利用    □利用経験無し   □わからない 
 
VI. 今回，LMS(Moodle)とチュートリアルを利用して感じたことをお答え下さい．  
 
1) 今回行なった作業は簡単だったと思いますか？ 
□そう思う   □まあまあ思う   □どちらでもない   □あまり思わない   □そう思わない 
2) 今回行なった作業の中で，チュートリアルは役に立ったと思いますか？ 
□そう思う  □まあまあ思う  □どちらでもない  □あまり思わない  □そう思わない   □利用していない 
3) 新たな LMS を利用し始める場合に同様のチュートリアルがあると良いと思いますか？ 
□そう思う  □まあまあ思う  □どちらでもない  □あまり思わない  □そう思わない   □利用していない 
 
VII. チュートリアル全体を通しての感想をお聞かせ下さい． 
 
1) チュートリアルについて良かった点があればお書きください． 
 
 
 
 
2) チュートリアルについて良くなかった点があればお書きください． 
 
 
 
 
3) ご意見，ご要望がありましたらお書きください． 
 
 
アンケートは以上になります．ご協力ありがとうございました． 
 
